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第一章










ルージュのキス




「きゃあ、美み優ゆ先輩、試作品できたんですか？　早速試しましょうよ」

　一年後輩の亜あ紀きちゃんは、私が冷凍庫から出した口紅容器を見てウキウキモードだ。

　彼女はさっきまで研究室の奥にある備品室にいたはずなのに、いつの間に戻ってきたのだろう。口紅を探知するセンサーでも身体についているのだろうか？

　想像すると笑みがこぼれる。

「あっ、僕も見たいです。橘たちばな先輩がやると、配合上う手まくいくんですよね」

　そう言ったのは、亜紀ちゃんと同期で草食系眼鏡めがね男子の井いの上うえ君。彼も実験テーブルの反対側にあるデスクでデータ入力をしていたはずなのに、気づけば私の隣にいる。

　亜紀ちゃんいわく、犬のヨークシャー・テリアみたいに前髪が長くいつもボサボサ頭の彼……一見ボーッとしているように見えるけど、仕事も行動も早いから不思議だ。

　今、私達は大手化粧品会社、アンジュの開発研究所にいる。

　アンジュは銀ぎん座ざに本社を構える化粧品業界トップクラスの会社。それだけに三み鷹たかにある研究所の規模も大きく、約六十種類の商品の開発に、四百人近くもの研究員が携わっている。また、六階建ての研究所の敷地内には、売店やカフェレストラン、テニスコート、庭園まである。

　そんな恵まれた環境の中で働く私達は、口紅開発部門のメンバー。チームリーダーの私と亜紀ちゃん、井上君の三人で、日々試作品を作っては、実際に自分達の唇くちびるや腕につけて発色や潤いを確認しているのだ。

　今作っているのは、今年の秋に発売予定のもの。もう七月だというのに、先月就任したばかりの新社長の承認がなかなか下りず、何度も試行錯誤を繰り返して、ようやくここまで来た。

「多分亜紀ちゃんの唇も、これを使うと荒れないんじゃないかな？　ちょっと塗ぬってみて」

　可愛かわいい亜紀ちゃんには、苦労してできた自信作を早速試してもらいたい。

　彼女はフェミニンな茶髪のミディアムヘアに、パッチリ二ふた重えで、うちの男性研究員の憧れの的。背も百五十五センチくらいと小柄で、女の私から見ても魅力的だ。

「なに言ってるんです？　美優先輩そんな綺き麗れいな顔してるのに、自分で試さなくてどうするんですか？　先輩、絶対自分じゃやらないから、私が塗ってあげますね」

「え!?　亜紀ちゃん、ダメ！」

「ダメじゃないです。美優先輩は私と違って背が高いし、髪も綺麗で顔だって目鼻立ちがはっきりしてて、私の理想なんですから」

　そう言われても、身長なんて亜紀ちゃんと五センチしか違わないし、黒髪のストレートで地味だし、顔だって亜紀ちゃんのほうがよっぽど可愛いと思う。

　そんなことを考えていると、彼女は私から試作品の入った口紅容器を強引に奪い、私の唇に塗ろうとする。

「ち、ちょっと、亜紀ちゃん！」

「は～い、先輩口閉じて」

「……うう、亜紀ちゃんたら、もう！」

　無理に抵抗してせっかくの試作品に傷をつけたくなかったので、大人しく貝のように口を閉じる。

「おお～。このレッドいいですね。美優先輩に似合う。先輩も研究者なんだから、鏡見て確認してくださいよ」

　亜紀ちゃんにそう言われた私は渋々身を屈かがめ、唇だけアップになるように、テーブルの上に置いてある鏡を見た。

　つけた感じもなめらかだし、発色も鮮やか。唇に手や布を当ててみても口紅はつかないし、カップでコーヒーを飲んでみても崩れない。いい感じだ。

「いいですね。あとは時間が経ってもつけた時の潤いと発色をどれだけ保てるか……。次、井上君いくよ！」

　亜紀ちゃんがにっこり笑って井上君に近づくと、それを見た彼は怯おびえるようにあとずさった。

「竹たけ内うちさん、やめてください。こないだ口紅取るの忘れて、家に帰る時、不審者扱いされたんですから」

　井上君は亜紀ちゃんが持つ試作品を凝視してブンブンと首を振る。

「それはあんたが悪い。どうせならウィッグも一緒につけなさいよ。井上君は女顔だからいけるよ。口紅取り忘れてもおかしく思われないし、長時間テストもできていいでしょう？」

「ぜ、全然よくないですよ。親が泣きます」

　亜紀ちゃんの思考についていけないのか、井上君は必死に反論する。

　だが、井上君も私も口では亜紀ちゃんに勝てないので、私はこの状態のふたりをただ見守ることしかできなかった。

　亜紀ちゃんは有名大学の院を卒業した〝リケジョ〟で頭がいいけど、発想や行動がたまにぶっ飛んでいて、私も井上君も理解できず、お手上げ状態。

「井上君、研究者ならその身を捧げなさい」

　亜紀ちゃんは不敵な笑みを浮かべながら、背伸びをして井上君に顔を近づける。

　それは〝キスでもするの？〟と思ってしまう距離で、彼女の行動に驚いた井上君の表情が固まる。

「キスすると思った？」

　亜紀ちゃんは意地悪く笑うと、違う色の試作品に持ち替え、狼狽うろたえている井上君の唇に嬉しそうに口紅を塗っていく。

「きゃあ、綺麗よ！　お姉さん嬉しい！」

　亜紀ちゃんはきゃっきゃっとかなり興奮している。井上君がかなり弱々しいせいか、亜紀ちゃんは同期で同い年にもかかわらず、彼をいつも後輩扱いするのだ。

「誰が〝お姉さん〟ですか、もう！　しかも、僕のはローズ系だし……せめてベージュ系にしてください。あっ、でもすごく潤ってるし唇の皺しわも消えてプルンとしてる。これ、いつまでもつんだろう？」

　用意のいい亜紀ちゃんから手渡された鏡を見ながら、井上君は次第に羞恥も忘れ、研究者の顔に戻る。

「だから、そこでウィッグ登場だよ。つけたまま社食に行って、そのピンクの愛らしい唇で男性社員を悩殺しちゃえば？」

　亜紀ちゃんが嬉々とした顔で言うと、井上君は苦笑した。

「女装の趣味はありませんし、警備員に捕まりますって」

　ふたりのやり取りを楽しんで見ていると、白衣のポケットに入れていたケータイがブルブルと震えた。

　どうやらセットしていたアラームの時間になったらしい。

　ケータイをチラリと確認してみると、十五時四十五分。打合せの十五分前だ。

「亜紀ちゃんも塗って持続性確認しといて。私は十六時からの商品開発のプレゼンに行ってくる」

　私はテーブルに常備してある、メイク落としの染み込んだコットンを取って口紅をさっと拭ぬぐうと、白衣を脱いだ。

「え～、美優先輩、似合ってたのになんで取っちゃうんですか？　これだって大事なお仕事ですよ」

「私は塗るより作るほうが楽しいから」

　優しく微ほほ笑えんでみせるが、亜紀ちゃんはがっかりした顔をする。

「もったいないな。スッピンでも綺麗ですけど、化粧したら美優先輩、きっと注目の的ですよ。うちのＣＭとか出ちゃえばいいのに」

　亜紀ちゃんの横で井上君がうんうんと頷うなずく。

「冗談はやめてよ」

「でも、今日の打合せ、あのイケメン新社長が同席するんですよね？　化粧した美優先輩を見て、社長がＣＭモデルに起用……なんてことにならないかな。秋の新作のモデル決めるのもそろそろだし」

「妄想はそこまで」

　優しく微笑みながらも、先輩らしくきっぱり言って話を終わらせる。

「え～、私が美優先輩ぐらい綺麗なら、女優になってますよ」

「亜紀ちゃん、乱視なんじゃない？　私が亜紀ちゃんくらい可愛かったら、お嫁さん目指してたかな」

　ちょっと遠い目をして呟つぶやくと、彼女は〝え？〟というような表情で私を見た。

「なに諦めたようなこと言ってるんですか？　先輩だってお嫁さんになれるじゃないですか。社長は二十九歳で、二十七歳の美優先輩と歳も近いし、お金持ちでイケメンで超優良物件ですよ。今日の打合せが運命の出会いになったりして」

　亜紀ちゃんが目を輝かせるけど、私は笑って言葉を濁した。

「ふふ、どうかな。もう時間がないから行くわ」

　そう言い残して、試作品と説明資料を手に、その場を立ち去った。

　研究室のある三階から二階に下り、特別会議室に入ると、まだ誰もいない。

　私は机の上に試作品と資料を置くと、パソコンを立ち上げ、部屋の正面にあるスクリーンを下ろして準備をした。

　この会議室は主に重役へのプレゼン用に使われている。会議室としてはわりと小さめで椅子も十二脚しかないが、他の会議室のものと比べると高価で、パソコンやテレビも最新のものだ。

　ふと壁にかかっている時計を見れば十六時五分前。

　先に座っているのは社長に対して失礼なので、ドアの近くに立って社長が来るのを待つ。

　今みたいにちょっとでも時間があると考えてしまう。

　私も三年前までは亜紀ちゃんみたいだったな。明るくて、怖いもの知らずで……。でも、今の自分にはもう夢も気力もない。

　口紅開発の仕事だって正直つらい。美の追究というこの仕事に必要な意欲が、今の私にはないから。仕事には誇りを持っているけど、大学の研究室に戻りたいとも思う。

　ドアが開く音がして、ハッと我に返りそちらへ目をやると背の高い男性がふたり入ってきた。どちらも見覚えのない顔で思わず身構える。

　正直な話、私は新社長の顔をまだ知らない。社長が就任した時、挨あい拶さつ映像が動画で配信されたのだが、仕事に没頭していて見逃してしまった。自席のパソコンで社長の挨拶を見ていた亜紀ちゃんは、その後しきりに『社長はイケメン』を連呼して、側にいた井上君を苦笑させていた。

　最初に入ってきた、ネクタイを緩めてちょっとスーツを着崩しているほうが、例の新社長だろうか？

　髪はダークブラウンで前髪をかき上げ、彫りの深い端整な顔立ちをしている。スーツを着崩していても、百八十センチ以上ありそうな高い身長のせいかモデルみたいに絵になる。

「他のメンバーはまだなのか？」

　その男性は少しイライラした口調で言うと、すたすたと歩いてずかっと前の席に座った。

　それとは対照的に、スーツをカチッと着ている黒髪の涼しげな目をした男性は、その社長らしき人の隣に静かに座る。落ち着いて見えるし、歳は彼のほうが少し上だろうか。

「企画開発部の織お田だはもうすぐ来ると思います。私は口紅開発部門の橘です。これが、今日の資料になります」

　私がふたりに資料を手渡すと、スーツを着崩した男性がじっと私の顔を見た。

　威圧するようなその視線がなんだか気に食わない。

「もう十六時だ。始めろ。時間がもったいない」

「ですが、織田がいないと……」

「試作品は机の上にある。織田とかいう企画開発担当者がいなくても問題ない。社長の俺がいいと言ってるんだから、早く始めろ」

　なんて傲ごう慢まんで俺様な社長……デキる男かどうか知らないけど、こういう、人の意見も聞かず勝手に自分のやり方を押しつけるような人種は嫌いだ。

　キッと睨にらみつけたいのを我が慢まんしてパソコンを操作し、プレゼンを始める。

「今年の秋に発売する口紅ですが、当初の物より質が数倍向上しています。発色、艶つや、潤いが五時間持続しますし、衣服やカップにつくこともありません。他社でもここまでの製品は出せないでしょう。工場での量産テストも……」

「待て。そんな、資料に書いてあることが知りたいんじゃない。時間の無駄だ」

　なにを思ったのか、社長が椅子から立ち上がり、試作品を持って私に近づいてきた。

　その目がキラリと光る。

　すごく嫌な予感がして一歩あとずさったが、後ろは壁で私は彼から逃げられない。

「そんな自信作ならお前が証明しろ」

　社長はそう冷酷に告げると、私の顎あごを掴つかんで唇にルージュを塗った。

　この男の目に捕らわれてしまったのか、〝やめて〟と叫びたいのに声が出ない。

「へえ、これは男ならキスしたくなるな。綺麗に色づいた艶のある唇が男を誘う」

　ルージュが溶けるように馴な染じんだ私の唇を見ながら、悪魔のような顔で社長が冷淡に呟く。

　そして彼の視線が上に行き、私と一瞬目が合うと彼の口角が上がった。

「本当に落ちないかどうか、試してみようじゃないか」

　私にとってそれは冷たく残酷な言葉だった。

「玲れ王お！」

　ずっと静観していた黒髪の青年が椅子から立ち上がって叫ぶが、社長は彼の制止を無視した。

「な……なにを！」

　社長が顔を近づけ私の唇を強引に奪う。

　ふわりとした柔らかな感触に、一瞬なにが起こったのか理解できなかった。金縛りに遭ったかのように身体が動かなくなる。時間にすればほんの数秒なのに、その数秒が私に恐怖をもたらした。

　キスから解放された途端、私の身体はガクガクと震えだす。

　でも、社長の目はそんな私の反応を面白がるように笑っていた。

　なんてひどい男。

「本当だ。キスしても落ちないし、相変わらずうまそうに潤ってる」

　社長は震える私の唇を親指でなぞりながら、からかってくる。

「玲王、やりすぎですよ」

　黒髪の青年が私達のほうに近づいてきて注意した。

「これぐらいやらないと、この女はわからないだろ？　化粧品会社で口紅を作ってるのに、社長同席の打合せにノーメイク。俺をなめてるだろ」

「玲王！」

「こんな社員雇ってるから、うちの会社が業界トップから三位に転落するんだよ。作ってる本人が試さないでどうして自信を持って売れるんだ？　誰だ、こんな女雇ったの？」

　社長の言葉に思わずカッとなって、彼の頬ほおを思いきり叩たたいた。バチンとかなり大きな音がしたが、もうクビになっても構わなかった。こんな横暴な社長の下でなんか働けない。

「だったら、クビにすればいいじゃない！　あなたがしたことはセクハラよ！」

　私のことをなにも知らないくせに、勝手なことばかり言って。社長でも許せない。

　社長の左頬は私に叩かれて赤くなっていた。

　かなり痛いはずなのに、彼は頬に触れることなく面白そうに私を見ている。

「だからって、上司の頬を叩いてもいいのか？」

　社長がふてぶてしい態度で私をじっと見据える。私のことをなんでも見透かしているかのような、余裕のある表情が気に入らない。

「クビになるのなら、もう上司でもなんでもないわ」

「クビにはしない。お前は今年の秋のＣＭ発表が終わるまで宣伝部に異動だ」

「横暴よ。勝手に決めないで！　こんな会社辞めます」

　私が会議室を出ていこうとすると、社長は私の腕を掴み、首にかかった社員証をチラリと見た。

「逃げるのか、橘 美優？　お前が開発したんだろ？　みんなが商品を手に取ってどういう反応をするか知りたくないのか？」

　そんなの、知りたいに決まっている。それをわかってて聞くなんてどれだけ嫌な男なんだろう。

「研究者なら当然知りたいはずだ」

「あなたになにがわかるのよ？」

　研究者でもないくせに、わかったような口を利きかないでほしい。

「お前が辞めないことかな。片かた岡おか、宣伝部の部長にこいつの異動の件を伝えておけ」

「わかりました」

「秋の新作のキャッチコピーは……そうだな〝キスしたくなる唇〟。メインのモデルは男を起用しろ」

　社長は嫌味としか思えないコンセプトを口にし、私を見てニヤリと笑った。

「そんなにキスがしたいならあなたがモデルやったらどうですか？　自分の顔も売れるし、宣伝費も節約できますよ」

　社長を見上げてキッと睨みつけるが、彼は私の皮肉に全く動じない。

　悔しくて、無意識に唇を噛かみ締めていると、彼が空いているほうの手をまた私の唇に持ってきた。

「せっかく塗ったのに、そんなに唇噛んでたら、いくら質のいい口紅でも落ちるぞ」

「余計なお世話よ！」

　私は咄とっ嗟さに彼の手を振り払った。

「お前、弱々しく見えて、意外と度胸あるんだな。俺に楯突く女なんて初めてだよ。それから俺の名前は〝あなた〟じゃなくて龍たつ神かみ玲王だ」

　彼はフッと微笑すると、ずっと掴んでいた私の腕を離した。

「いかにも〝俺様〟って感じの名前であなたに合ってるわ！　龍神社長」

　彼からやっと解放された私は、ドアを勢いよく開け、これでもかというくらい思い切り閉めると、研究室に向かって歩きだす。

　ああ、今日に限ってはヒールの靴を履いてくればよかった。腹立たしくて、カツカツと音をたてて歩きたい気分。

　人の唇を勝手に奪うなんて許せない。私が男性だったら絶対にあんなことはしなかったはずよ。

　それに異動ですって？　ふざけないでよ！　アメリカ帰りのやり手だって噂うわさだけど、ただの女好きで横柄なワンマン社長じゃない！　あれが〝超優良物件〟だなんて、〝劣悪物件〟の間違いじゃないの？

「最低男！　俺様悪魔！　鬼畜！　悪魔！　セクハラ男！」

　思いつく限りの悪態をつくが、この時の私は気づいていなかった。龍神社長にムカついていたせいで、身体の震えがいつの間にか止まっていたことに。










叩かれた理由［玲王ｓｉｄｅ］




「どうしてわざと叩かれたんですか？」

　あの女がいなくなると、片岡が不意に聞いてきた。

　こいつは七年前に俺の個人秘書になってから、ずっと側にいる。それこそ朝起きてから夜遅くまでずっとだ。今は社長秘書という肩書きを持っているが、親友でも部下でもなく、影のような存在。いや、たまに口うるさいから影とは言えないか。

　とにかく有能でなにをやらせてもそつがないが、一度疑問に思うと余計なことまで俺に聞いてくる。付き合いが長いから俺に対して遠慮がないのだ。

「よけようと思えばよけられたでしょう？」

「あえて言うなら目が怯えていたから……かな」

　瞳が震えていて、逃げたいのに逃げられない……あの女はそんな顔をしていた。

「え？　怯えていた？」

「近づいてキスした時、反応が普通じゃなかった。驚くというより身体が震えていたし、あれはなにかわけありだろうな。だから、とことん貶けなして叩かれてやった」

　まあ、あの女を怒らせるために言った言葉は全部俺の本心だが。

　最初にあの雪女みたいに血色のない顔を見た時はイライラした。綺麗な顔立ちをしているのに、それを目立たせないようにあの女は化粧をしていなかった。この業界にいるんだから、化粧に興味ないわけがないのに。服装は少し地味だったが、ブラウスにフリルのついたタイトスカートを品よく着こなしていたし、センスがないとは思えない。

　なのに、どうして化粧をしないんだ？

　美しくなることを拒んでいるような印象を受ける。まるで、自分の存在を消そうとしているかのように……。せっかくの艶やかで綺麗な黒髪も無造作にピンで止め、シスターみたいに肌の露出も少なくし、〝自分に近づくな〟って全身で言っているようだった。

　だが、どこか儚はかなげでミステリアスなあの漆黒の瞳に、思わず吸い寄せられた。

　あの女はわかっていない。

　そういう女ほど近づいて暴きたくなる。全てを……。

　それに、彼女のアロマのような香りは、香水なんかよりずっと男を誘う。

　そう、あの女は男を全然わかっていない。

「確かに、玲王が貶してから急に元気になりましたよね。震えてるのを見た時は、さすがにヤバいと思いましたけど。あなたは意外と優しかったんですね」

「〝意外と〟は余計だろ。お前、俺に喧けん嘩か売ってるのか？」

　軽く片岡を睨みつけると、こいつはしれっとした顔で話を変えた。

「まさか。でも、どうして橘さんを宣伝部に異動させるんですか？」

「暇潰しで、からかいたいからだ。毎日、会うために一時間かけて研究所に通うのは面倒だろ？」

　自分でも何故か不思議だが……気になるんだ、あの女が。もうちょっと近くに置いて、見てみたい。

「どこまで自己中なんですか？　今までみたいに、飽きたからって、おもちゃのように簡単に捨てないでくださいよ」

　片岡が眉をひそめ、やれやれといった様子で深い溜ため息をつく。

「だから、期間限定の異動にしたろ」

「捨てること前提じゃないですか。橘さんは確か縁故で入社したみたいですから、会長に知られたら厄介なのわかってますよね？　問題行動は控えてください」

「それをバレないようにするのもお前の仕事だろ？」

　仏頂面で言うと、片岡がギロッと俺を睨んだ。

「自分に婚約者がいるっていう自覚あります？」

　ああ、そういえばそんなのいたっけ。確か西さい園おん寺じとかいう国会議員の娘。

「前に一度だけ会った高たか飛び車しゃな女のことか。あんなの無視無視。じじいが勝手に決めた政略結婚なんて時代錯誤もいいとこだ」

　そもそもあんな図々しくて性格の悪そうな女、俺の好みじゃない。

　それにあの変わり者のじじいが本当にそれを望んでいるとは思えない。なにか裏がある。

〝じじい〟とは、俺の祖父であり日本の経済界を牛ぎゅう耳じる龍神グループの会長、龍神 学まなぶだ。

　龍神グループは、アンジュに代表されるスキンケア、メイクアップ、ヘアケア、フレグランスなどの化粧品業の他、銀行、証券などの金融業、高級ホテル、レストランなどのサービス業、宅地開発・販売などの不動産業といった、幅広い事業を国内外に展開している。

　その会長であるじじいは、世界の長者番付ランキングで毎年五十位以内にランクインしていて、海外でもその名を広く知られている。とはいえ外国かぶれのせいか七十歳を超えているのに、普段着はジーパンにＴシャツという変人だ。しかも、神出鬼没。

　片岡の親父がじじいの秘書をしているのだが、じじいが自分の立場を考えず、とにかくひとりで歩き回ることに、いつも頭を悩ませているらしい。

　そんなじじいがアメリカでふらふらしていた俺をアンジュの社長に決めた。じじいは『お前にチャンスをやる』とか言っていたが、絶対なにか企んでいる。

「いいんですか？　会長の意思を無視しても……」

「西園寺家と密になってもお荷物になるだけだ」

　俺が吐き捨てるように言うと、片岡の表情が険しくなった。

「玲王！　言葉が過ぎますよ」

「ああいう輩やからはあとで絶対裏切るし、邪魔になる」

　片岡の目を見据えて真しん摯しに告げると、こいつは渋々納得した。

「……あなたの読みは当たりますからね。株でだって相当儲けたでしょう？　それこそ、一生遊んで暮らせるぐらい」

「どうだったかな。金なんてすぐに消えてなくなる。信じられるのは自分だけだ」

　自じ嘲ちょう気味に呟いて、ふと考える。

　こいつは俺を裏切るだろうか？

　思わず手をやった首には、消えない痕と消えない感覚、そして消えない記憶――。

　この痣あざを見る度、胸に苦々しい思いが込み上げてくる。

　あの時じじいが現れなければ、俺は死んでいたかもしれない。俺を助けてくれたという点では、じじいに感謝してやってもいい。

　だが、俺は誰も信じないし、信じたいとも思わない。自分の力だけを信じて突き進んでやる。

「玲王らしいですね。それで、アンジュでＩＱ百六十の頭脳をちゃんと活かすつもりはあるんですか？」

「そう急せかすな。俺だって会社を立て直す戦略は考えてる。これから本気でいく」

「やっとですか。社長になっても、アメリカにいた頃のように目標もないまま、だらだら過ごすのかと半分諦めてましたよ」

　片岡の言葉が刺とげ々とげしい。こいつは本当に……遠慮という言葉を知らないのか？

「じゃあ、バカ殿ごっこもやめるんですね？　いい加減、毎晩クラブに通うの飽きました」

「そうだな。クラブ活動はやめる」

「なにがクラブ活動ですか。ただの女遊びじゃないですか」

　片岡が冷ややかに俺の顔を見た。

　うるさい奴だな。こいつは涼しげな顔で俺がイラッとすることを平然と口にする。

「それで、落ち目のアンジュを救う自信はあるんですか？　それに、グループの後継者が十一月に決まりますけど、果たして会長はあなたを任命しますかね？」

「誰にものを言ってる？　じじいの要望通り、短期間でこの会社を立て直す。弊害になる取締役連中は近いうちに切れよ」

　俺の言葉に片岡はハーッと深い溜め息をつく。

「かなり反感買いますよ」

「慣れてる」

　俺が不敵な笑みを浮かべると、片岡は呆あきれ返った。

「そこ、自慢するとこじゃないでしょう？　私としてはもっと世渡り上手になってもらいたいんですけど」

「俺に笑顔の安売りをしろって言うのか？　腹の探り合いなんて面倒なだけだろ」

　俺がギロリと片岡を睨みつけると、こいつは声を荒らげた。

「そんなんでライバルを蹴落とせるんですか？　かなり手強いのが一名いますけど。ホテル龍神の社長。業績だって順調に伸びてますし、グループ内の他の系列会社の株もかなり所有していると聞きます。今のところ後継者の最有力候補でしょうね。会長は玲王にかなり期待しているようですが、今のあなたには周囲を認めさせるほどの実績がない」

「ふん。彬あきらなんかが後継者になれば、龍神グループは衰退していくだろうな」

　卑劣で悪知恵の働く従兄いとこの顔が頭をよぎる。

　あいつの汚い経営手腕では、短期的には業績が伸びてもいずれ破は綻たんする。

「あの人は他のクズみたいにはいきませんよ。玲王と違って味方もいっぱいいますし」

「金に群がってる寄生虫どもを味方と言うならな」

　俺が皮肉るとそれを聞いた片岡が片眉を上げた。

「今のあなたには利用できる駒さえないのに、なんで会長の話を受けたんですか？」

「いつかてっぺんに立つために決まってるだろ」

「あの事件の復ふく讐しゅうをするため……なんじゃないですか？」

　俺の過去を知っている片岡が、その話題を俺が嫌がると知りながら意地悪く聞いてくる。

「勘繰りすぎだ」

　ムスッとした表情で言うと、自分で思っていたよりも冷たい声が出た。

　その刹那、急にバタンとドアが開いて、男性社員が息急き切って飛び込むように入ってきた。

　ああ、織田とかいう企画開発担当の奴か。

「すみません！」

　ペコペコ頭を下げながら織田が謝るが、それで済むと思っているなら大間違いだ。会社のトップとの打合せに三十分以上も遅刻なんてありえない。非常識もいいとこだ。急用が入ったなら、普通は代理を立てるだろう？

　そんな考えも浮かばず、遅れるという連絡さえしないなんて、こいつはバカか。これがうちの会社ではまかり通っているのかと思うと呆れ果て、怒る気すら失せる。

　業界三位に転落したのはこういう意識の甘さも原因のひとつじゃないのか？

「打合せはとっくに終わった。橘はもう戻ったぞ」

「……そうですか。すみません」

　織田は申し訳なさそうに謝った。

「遅れた理由は聞かないが、罰として夜までそこにある試作品の口紅を塗って過ごせ」

「え？　いや社長、それはちょっと……」

　狼狽えている社員を見て、俺はフッと笑った。

「冗談だ。だが、次やったらクビにする。遅れるなら代理くらい用意しろ」

〝クビ〟という言葉に反応して、織田の顔が青ざめる。

「片岡、本社に戻るぞ」

　……全く、前途多難だな。

　社員を叩き直すことも大事だが、数ヶ月という短期間で会社の売り上げを伸ばすには、なにか強烈なインパクトが必要だ。まずは秋の新作の口紅で、世間をあっと言わせてやる。夏より刺激的で、よりミステリアスなものを……。

　さっきのあの女とのキスでＣＭのイメージは固まった。女がキスされたいと望むような魅力的な男を起用すればいい。女性モデルの顔は見せないようにして、視聴者に自分がその男性モデルとキスしているように感じさせる。

　メインの男性モデルが鍵だ……誰にするかな？

　俺は逆境とも言えるこの状況を案外楽しんでいた。










キスの記憶




　私が無言で研究室に戻ると、自席でパソコンを見ていた亜紀ちゃんが、立ち上がって私を出迎えた。

「お帰りなさい、美優先輩。社長どうでした？　実物もイケメンでした？」

　亜紀ちゃんがニコニコ笑いながら聞いてくるが、私の心の中は荒れまくっていた。

「イケメンかもしれないけど、俺様で鬼畜で最低よ」

　自席に座って、机の上に資料をバンと置く。なにかに八つ当たりせずにはいられなかった。

「橘先輩、なにかあったんですか？」

　隣の席にいた井上君が心配して声をかけてくれるが、今はとても説明できる精神状態じゃない。

「美優先輩、眉間に皺が……あれ？　口紅やっぱり塗り直したんですか？　先輩が自分で塗るなんて珍しい」

　亜紀ちゃんに指摘されて、ハッと気づく。机の上の鏡で自分の唇を見ると、深紅のルージュが男を誘うようにみずみずしく潤っていた。

　あの最低男とキスした証拠――。

　ああ、開発した自分が言うのもなんだけど、キスしてもこんなに艶っぽいのが忌いま々いましい。

　あの柔らかなキスの感触……身体がまだ覚えてる。

　そう思うと、あの俺様悪魔の甘いムスクの香りまで記憶に蘇った。男性の香水の匂いは三年前の事件を思い出すから嫌いなのに……。いつもは匂いがするだけでも気持ち悪くなるけど、何故かあの時は、生理的な嫌悪感を覚えなかった。

　むしろあんな最悪な状況だったのに、少しでもいい香りだと思ってしまった自分が憎い。あの悪魔のような男は怖いけど、抵抗しなかった自分はもっと怖い。

　あの男だって私が本気で抵抗していたら、キスなんかしなかったかもしれない。よけようと思えばよけられたはずなのに、どうしてキスを許してしまったんだろう？

　複雑な思いにかられつつも、また怒りが込み上げてきた。

　ああ～、もう！　思い出すだけでもムカつく。

「井上君、メイク落とし取って！」

　私の不機嫌な声に、井上君が若干びびっていた。

「……はい」

　井上君がおどおどしながら、メイク落としの染み込んだコットンを取って、私に手渡す。

　そんな彼を見てちょっと心が痛んだ。

　ああ、井上君にまで八つ当たりしてる。井上君は全然悪くないのにごめんなさい。でもね、この口紅早く取りたいの！

　心の隅で井上君に詫わびながら、コットンを受け取ると、すぐに口紅を拭った。

　記憶からもこうやって簡単に消せたらいいのに。

　これでもかというほど大きな溜め息をつくと、亜紀ちゃんが恐る恐る聞いてきた。

「……美優先輩、プレゼン上手くいかなかったんですか？　社長が俺様で鬼畜で最低って……なにがあったんですか？」

「もう最悪。社長の顔なんか二度と見たくない。これ以上はお願いだから聞かないで」

　力なく呟き、ぎゅっと目を閉じる。

　この一時間足らずのあいだにどっと疲れて、今日はこれ以上仕事をする気にはなれない。

　それにしても、私を宣伝部に異動させるだなんて、本気なのだろうか？　……いや、きっと私の見た目が気に入らなかったから意地悪でそう言っただけだろう。

　とにかくあんな男とはもう関わりたくない。

　そんなことを考えていると、私のケータイがブルブルと震えた。

　見ると、大たい河がからのメール。

【あと五分くらいで着くけど、仕事は終わりそう？　門の前で待ってる。大河】

　大河は私のひとつ下の弟だ。頭がよくて、優しくて、とっても姉思いの自慢の弟。

　大河自身が迎えに来るってことは、今日は珍しく仕事が早く終わったらしい。

　その時、終業時間を知らせる午後五時の鐘が鳴った。

　ちょうどよかった。このままいても仕事にならないから、今日は早く帰って気持ちをリセットしよう。

「亜紀ちゃん、井上君、悪いけど弟が迎えに来たから今日は私、これで帰るね」

「弟さん？　会わせてくださいよ。美優先輩の弟さんならきっと美形だろうな。子供の頃だってこんなに可愛いし」

　亜紀ちゃんが私の机の上の写真を指差す。

　私が八歳の時、両親と大河と私の四人で撮った最後の家族写真。

　母は自分が癌がんとも知らず、この写真を撮った一ヶ月後に亡くなった。その後、父も私が大学二年の時に交通事故で他界した。大河が大学一年の時だ。

　大河はさらさらとした黒髪で、ギリシャ彫刻のように綺麗な顔立ちをした正統派イケメン。身長も百八十センチあり、中学生の頃から〝王子様〟と呼ばれるほど女の子達の憧れの的だった。

　芸能プロダクションからスカウトされることも多かった彼が、それまで頑なに拒否していた芸能界入りを決意したのはこの時だ。

　多分、大河は私を助けたかったのだろう。

　父が亡くなった時、経済的理由から私は大学を辞めようとしていた。父の生命保険はおりたけど、私立の理系大学に行っていれば数千万という金額なんてすぐに消えるからだ。理系である以上、マスターまで取らなければろくな就職先はないという私の状況を、大河はよくわかっていた。

　彼は優しいから、私のために芸能界入りしたとは決して言わない。自分の学費を払うためだと笑って言っていたけど……。

　就職した私は、やっと大河から自立できたと思ったのに、通勤すらひとりでできず、弟に頼りきっている。また彼の世話になっている自分が情けない。

「弟はあまり社交的じゃなくて、人と話すのが苦手なの」

　私は笑ってその場をごまかす。大河は今ではすっかり人気俳優で、面倒なことにならないよう、周りには秘密にしているのだ。

「え～、残念。私、イケメン大好きなのに。研究所にいても、出会いがあまりないんですよね。毎日会うのは井上君だし、たまには刺激が欲しい～」

「イケメンじゃなくて悪かったですね」

　亜紀ちゃんの言葉に、井上君がブスッとした表情で呟く。

「そんなことないよ。私は毎日、井上君に癒されてるよ」

　席を立ちながらすかさずフォローを入れると、井上君がはにかみながら微笑んでくれた。

　彼には男臭さがない。子犬みたいに可愛くて、なにより……安全だ。

「じゃあ、お疲れ様」

　ふたりに声をかけ研究室を出ると、長い廊下を足早に歩いて玄関を通り過ぎる。そして門の少し先に停まっていた黒いバンに近づくと、ガラガラッとドアが開いた。

「お疲れ、美優」

　サングラスをかけた大河が顔を出す。

「大河、誰かに見られたらバレるわよ」

　私がハラハラしながら小声で注意すると、彼はクスッと笑った。

「大丈夫。美優は心配性だな」

　私が車に乗り込みドアを閉めると、大河はサングラスを外した。

「でも、芸能記者とかファンに追いかけ回されたらどうするの！」

「結構バレないもんだよ。それに、俺はアイドルじゃないしね」

　大河が魅力的な笑顔でウィンクする。

　いえ、今のあなたの人気はアイドル以上だから。

　そう突っ込みたいところだけど、この笑顔を見てしまうとなにも言えず、結局なんでも許してしまう。

「美優さん、お疲れ様です。それでは出発しますね」

　私に声をかけてきたのは、ハンドルを握っている大河のマネージャーの百ゆ合りちゃん。大河にはマネージャーがふたりいて、新卒で二十三歳の彼女は見習い中だ。

　ボブカットの髪は、オレンジがかった茶色。まん丸な目はお人形さんみたいだし、私よりも小柄でとてもキュートだ。ちょっと抜けているところもあるけど、どんな時も一生懸命で可愛い。

「百合ちゃん、いつもありがとう」

　三年前の事件があってから、私は自分ひとりでは通勤できなくなった。

　いや、通勤だけじゃない。ひとりだと一歩外に出ることさえできず、コンビニもスーパーも怖くて行けなくなってしまった。

　そんな私が安全に通勤できるよう、大河が所属事務所に相談してくれた結果、百合ちゃんが毎日勤務先まで送迎してくれているのだ。

　セキュリティーが万全の研究所に入ってしまえば、不審者はまず入ってこれないのでなんとか働けている。

「いえいえ。大河さんがうちの事務所にいるお陰で私もお給料もらえるんですから、このくらい当然ですよ。社長も『美優さんは大事にしろ』っていつも言ってますし」

「今日は脇わき坂さかさんは一緒じゃないの？」

　脇坂さんとは、大河のもうひとりのマネージャー。ちょっと小柄なおじさんだが、とてもいい人ですごく頼りになる。

「社長と打合せとかで事務所に戻りました。それより、聞いてください。大河さん、今日はドラマの撮影でキスシーンがあったんですけど、相手役の女の子が何度もキスしたいからってわざとＮＧ連発したんです。それで監督が激怒して、結局明日、撮り直すことになったんですよ」

　口を尖とがらせながら言う百合ちゃんの言葉を、大河がにっこり笑いながら補足する。

「それで相手役の子がごねちゃって、今日の撮影は全部中止。久々に美優と一緒に夕飯食べられるよ」

「……キスシーン」

　あの龍神社長とのキスがまた蘇る。

　何故ここでキスの話題なんか出るの？　もう思い出したくなんかないのに……。

　思わず唇に触れると、大河が怪け訝げんそうに聞いてきた。

「美優、どうしたの？」

「……え？　ううん、なんでもない」

　咄嗟にごまかそうとしたけど、私の表情はかなり強張っていた。

「なんでもないって顔じゃないけど。今日会社でなんかあったの？」

　私の動揺でなにかを察した大河が、優しい目を向けて聞いてくる。

　大河は騙だませないか……。

「……今日、最悪なことがあったの」

　溜め息交じりの声で呟く。

「最悪って？」

「うちの〝俺様〟な社長の前でプレゼンしたんだけど……彼に散々貶されたのよ。思い出しただけでもムカつく」

　龍神社長に対する怒りが再び湧いてきて、思わず声が大きくなる。

「どうして貶されたの？　美優が仕事で手抜きしたわけじゃないでしょ？」

　聞き上手の大河が私を促す。

「口紅の開発者なのに、化粧しないで打合せに参加したからだって」

「なるほどね……。まぁ、社長の言い分もちょっとわかるけど。社会人だし、こういう業界にいるんだからね。女優だって、公の場でスッピンだったらみんな変に思うでしょ？　俺だって撮影の時はちょくちょく化粧されるし」

「それだけじゃないの！」

　大河があの最低男の肩を持つので、思わず反論する。

　でもそれは、失言だった。

「あっ……」

　慌てて口を押さえたが、出てしまった言葉は取り消せない。

「『それだけじゃないの』って他になにがあったのかな、美優？」

　大河が私の目を覗のぞき込んでくる。

「なんでもない！」

　むきになって否定するが、大河はかなり興味を持ったみたいで目がキラリと光った。

「美優、その社長さんとなにがあったか言ってごらん」

　優しい口調で大河が聞いてくる。

　……言わなきゃダメ？　あの男とのキスの話なんてしたくない。でも、言わないと大河はずっと聞いてくるだろう。

「美優の口から男の話が出てくるなんて珍しいよ」

「……口紅塗られて、キスされたの。口紅の出来を試すために」

　私が仕方なく白状すると、大河はヒューと口笛を鳴らした。

「やるじゃないか、その社長」

　大河の面白がるようなその声にちょっとムッとして、私は彼の背中をドンと叩いた。

「褒ほめないでよ、私は怒ってるんだから！」

「美優、もういい加減殻から出ようよ。普通におしゃれして、普通に恋して、もっと人生楽しまなきゃ」

　私をからかっていた大河の表情が急に真剣になる。

「……大河には迷惑かけてばっかりでごめんね。でも恋愛で誰かが傷つくのも、自分が傷つくのも、もう嫌なの」

「迷惑なんかじゃないよ……。そうだ！　今夜は美優特製の餃ぎょう子ざ作ってよ。あっ、ニンニクたっぷりね」

　子供の頃みたいに大河が無邪気な笑顔を見せ、私の頭をよしよしと撫なでた。

「なんでニンニクたっぷり？」

「明日、俺の口が臭ければ、相手役の子もそう何度もキスシーンのリテイクしないでしょ？　美優も毎日餃子食べてれば、その社長さんも、もうキスしてこないんじゃないかな？」

　大河が悪戯いたずらっぽく笑う。

　彼は身内の私には激甘だけど、よそでは結構腹黒いらしい。まあ、そうでなきゃ、あの世界ではやっていけないのだろう。

「私も大河みたいに強くなれたらいいのに」

「姉さんは強いよ。母さんが亡くなってからずっと俺を守ってきてくれただろ？」

　大河が真剣な表情で私を見つめる。

〝姉さん〟と呼ぶのは彼が真面目モードの時だけだ。

「大丈夫、姉さんは弱くない。弱くない」

　大河が私の肩をトントンと軽く叩きながら呪文のようにゆっくり言ってくれるけど、私の心はずっと凍ったままだ。

　綺麗になんかならなくていい。恋なんかしなくていい。

　だからお願い、私に構わないでほしい。

　みんな私を放っておいて。










安心できる場所




　龍神社長に衝撃のキスをされたその夜、私はかなりうなされていたらしい。

「美優！」

　大河が異変に気づいて私を起こしてくれた時、私の着ていたパジャマは汗でぐっしょり濡れていた。

　呼吸は乱れ、起こされても夢か現うつつか一瞬わからなかった。

「美優、大丈夫。夢だよ」

　大河が私を抱き起こし、優しく髪を撫でる。

「大河？　……夢……？」

　またか……。

　あの事件は、今も私を苦しめている。
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　三年前のまだ少し肌寒い春の日、私は高校時代からの親友である綾あや香かに、婚約者を紹介された。

　彼の名は佐さ藤とう孝こう介すけといい、誠実で優しそうな人だった。三人で和やかに食事をして、結婚式でふたりの幸せな姿を祝福する予定だったのに……。

　私が異変を感じたのはそれから一週間ぐらい経ったある日のこと。マンションを出て駅に向かう途中で、佐藤にバッタリ出くわし、声をかけられた。

　最寄り駅が一緒なんだ……その時はただそう思っていた。

　でも、それから彼は毎日声をかけてきた。ある時は電車の中で、またある時は自宅マンションの前で。

　親友の婚約者が自分をストーキングしているとは考えたくない。

　でも、偶然にしてはあまりにもおかしかった。家を出る時間を変えても、電車や帰宅時間を変えても……なにをやっても佐藤に会う。そして会わないようにすればするほど、彼の顔つきが変わるのがわかった。

　大河に相談しようと思いつつも、当時、仕事が忙しかった弟とは、会ってじっくり話す時間もなかったので、結局言えずにいた。もちろん結婚式を楽しみにしている綾香に言うことなんてとてもできない。

　恐怖に怯えながらの生活が続いたが、佐藤は私に声をかけるだけで他にはなにもしてこないため、ストーキングの確証がなく、警察にも届け出られなかった。

　そんな状況で精神的にかなり追いつめられた私は、ついに睡眠薬がないと不安で眠れなくなってしまった。




　そんなある日、綾香が私の前に現れた。

「親友の彼氏寝取るなんて最低！　私の結婚、破談になったのよ！」

　綾香が泣き叫びながら、私の頬を思いきり平手打ちする。

　あまりのショックに、頬の痛みは感じなかった。

　……破談？

　私には最初、なんのことかわからなかったが、続けて浴びせられた言葉で初めて事の成り行きを知った。佐藤が私とのあいだに子供ができたと偽り、彼女との婚約を破棄したのだ。

　全部嘘うそだと言っても綾香は信じない。

「あなたに彼を紹介するんじゃなかった。自分のほうが綺麗だからって、どうして彼を誘惑したのよ。他の男を選べばいいじゃない。どうして……孝介なのよ」

　綾香が泣き崩れるのを、私はただ見ていることしかできなかった――。




　しかし、悲劇はそれだけでは終わらなかった。

　数日後のある日、私は体調を崩して会社を休み、家にこもっていた。心身共にまいっていたから、家の中という安全地帯に逃げていたのだ。

　外に出なければ佐藤に会わずに済む、と安心しきっていた私はなんてバカだったんだろう。会わないようにすればするほど、あの男がしつこく追いかけてくるのはわかっていたはずなのに……。

　その夜、薬を飲んでぐっすり眠っていた私は、家の中への侵入者に気づかなかった。

　誰かが私に触れている。

「……大河？」

　眠りが浅くなって、身体のいろんな感覚が目覚めだす。

　シトラス系の強い香水の匂いがしたかと思うと、足を撫で回された。

「嫌！」

　足に触れるその感触が気持ち悪くて足をバタバタさせる。

　誰なの？　大河はこんなことしない。

　言い知れない恐怖が全身を包み込む。震えながら瞼まぶたを開けると、ベッドの横で、男が気味の悪い笑みを浮かべていた。

　――佐藤だ！

　鍵はちゃんと閉めていたはずなのに、どうして？

　佐藤は私の顔をじっと見たまま、上着のポケットからハンカチと細いロープを取り出し、私の顔に触れようとする。

「さ……触らないで！」

　私が大声で叫ぶと、佐藤は私の口にハンカチを押し込んで黙らせた。

　そして彼は私に馬乗りになると、ロープで私の両手を拘束してそれをベッドのパイプにくくりつける。

　私が力の限り暴れると、佐藤は残忍な笑みを浮かべた。

「無駄だよ」

　佐藤はパジャマのボタンに手をやると、上からひとつひとつゆっくり外していく。

　まるで拷問だった。

　何故？　どうしてここにこの男がいるの？

　頭に浮かぶのは疑問、そして絶望。大河は別のマンションに住んでいるからここには来ないし、この状況では助けも呼べない。

　……このままだと、私は……やられる。

　必死に暴れると、縛り方が甘かったのか私の手を拘束していたロープが緩み、私は素早くそれを外す。そして、口の中のハンカチを取り出し、佐藤の顔に向かって投げつけた。

「無駄って言っただろ、わからない女だな」

　佐藤は私が投げたハンカチを払いのけ、私の顔に向かって大きく拳を振り上げる。

　もうダメだ！

　殴られるのを覚悟して、目をぎゅっとつぶった瞬間――。

「美優!!」

　大河の声がした。

　目を開くと、突然の弟の登場に佐藤が驚き固まっている。

「美優になにするんだ！　離れろ！」

　大河が佐藤の頬を思いきり殴ると、かなりの衝撃だったのか、彼は床に倒れた。

　弟はかなり頭に血が上っていて、男の腹部を蹴り上げようとする。

「ダメ！　自分の立場忘れたの！」

　私の言葉で大河が思いとどまると、男はその隙に逃げだした。

「おい、待て！」

　慌てて追いかけようとする弟の腕に、私は泣きながらしがみつく。

「お願い、行かないで」

「美優……」

　私の姿を見て、大河はその瞳を曇くもらせる。

　パジャマのボタンが外され下着も見えていたけれど、私はそのことに羞恥を感じる余裕がないほど、あの男の暴挙に怯えていた。

　大河はなにも言わず、ためらいがちに私のパジャマのボタンに触れると、ひとつずつ丁寧に閉めていく。そして、私の涙を拭い、ぎゅっと抱き締めてくれた。

「美優の体調が心配で様子を見に来たんだけど、もっと早く来ればよかった。美優、ごめん」

「ううん」

　大河が来てくれて本当によかった。

　弟の服から香る、我が家の柔軟剤の匂いに包まれていると、とても安心する。段々落ち着いてくると、私は大河に事情を全て話した。

「美優ひとりで怖かったよな。これからは俺が守るから」

　なにかを決意したかのように大河が呟く。

　今までも十分守ってもらっているから、これ以上のことは望めないと思っていたけど、それからの大河の行動は早かった。

「あの男は何故か合鍵を持ってるし、ここに美優をひとりで住まわせるわけにはいかない」

　私はその日のうちに大河の住むマンションに引っ越すことになった。

　大河のマンションはコンシェルジュもいる高級マンションなので、不審者は入れない。通勤は、大河の事務所の女性スタッフが毎日送迎してくれることになった。
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　あれ以来、私の世界は灰色になり、化粧をする気もなくなった。綺麗に着飾ることで男性を誘惑していると誤解されたくなかったし、もう傷つくのは嫌だったから。

　この事件で私が失ったものは、あまりにも大きい。

　でも、悪夢はまだ終わってはいないということを忘れてはいけない。

　警察に相談しても、私が無傷だったせいか、まともに捜査をしてはくれなかった。あれだけ私を苦しめた佐藤はまだ捕まっていない。今も野放し状態のあの男がいつまた私の前に現れてもおかしくないのだ。それは、今日かもしれないし、明日かもしれず、私は今も恐怖と戦っている。

　私はいつまでこんな生活を続けるの？　ずっと弟のお荷物でいいの？　いや、このままでいいわけがない。大河だって自分の生活があるのに、一生面倒をかけるわけにはいかない。

　そんなことを考えながら迎えた朝。私はいつものように百合ちゃんが運転するバンの後部座席に、大河と一緒に乗っていた。

　車が会社の前に停まると、大河が私のことを心配して声をかける。

「美優、なにかあれば必ず俺に連絡してよ。仕事中は脇坂さんにスマホ預けとくから。俺が出られなかったら脇坂さんに出てもらうように言っとく」

「大丈夫、少し夢見が悪かっただけよ。大河は心配しすぎ。じゃあ、行ってきます」

　私は気丈に笑ってみせたが、大河は疑いの眼まな差ざしでじっと私を見ている。

「美優の大丈夫は信用できないんだよね」

「ひどいなあ、もう。少しは信用してよ」

「無理無理。何年一緒に暮らしてると思ってんの。ほら、忘れ物」

　大河が私の肩に手をかけ、頬に羽のように軽いキスをする。

　それを見た百合ちゃんがポツリと呟いた。

「美男美女でお似合い。でも、姉弟なんですよね。あ～、残念」

「なにが？」

　私が突っ込むと、大河に止められた。

「気にしないの。百合ちゃんは妄想の世界に生きてるから。美優は早く行かないと遅刻だよ」

　大河が自分の腕時計をトントンと指で叩く。

　彼の時計は始業時間の五分前を指していた。

「あ～、今度こそ行ってきます！」

　車のドアを勢いよく開け、飛び出すように降りると、走って研究所に向かった。

　いつものように門の前にいる守衛さんに挨拶をして、建物の中に入る。そして息急き切って研究室のドアを開けると、亜紀ちゃんが不安そうな顔で私に声をかけた。

「美優先輩、今日から本社の宣伝部に異動って本当なんですか？　さっき部長が来て、そう言ってて……」

　……嘘でしょう？

　亜紀ちゃんの言葉に唖あ然ぜんとする。

　あの悪魔、本当に私を異動させるの？　信じられない！　ただの気まぐれで？　それとも、私が頬を叩いた腹いせ？

　拒否権がないのが悔しくて、拳をぎゅっと握り締める。

　あの最低男、グーで殴ればよかった。

「橘先輩、部長が早く荷物を整理して宣伝部に行くようにって。……すぐ戻ってきますよね？」

　井上君の左手にはビーカーが握られている。実験中だったのに、私を心配して入口まで来てくれたらしい。

　チラリと亜紀ちゃんのほうを見ると、私の異動がショックだったのか彼女の目に涙が浮かんでいた。

「うん、こんな異動納得できないもの。だから、私の荷物はこのまま置いておくね。井上君、私が戻るまで亜紀ちゃんをお願い。なにかあれば連絡してね」

　私が井上君に微笑むと、彼はコクリと頷いた。

「美優先輩、約束ですよ。すぐに戻ってきてくださいね」

　亜紀ちゃんは、半泣き状態で私の手をぎゅっと握ってくる。

　きっと心細くて仕方がないのだろう。

「約束する」

　私は片手で亜紀ちゃんの肩を抱くと、ポンポンと優しく背中を叩いた。

「美優先輩、私からの餞せん別べつです。私の試作品」

　彼女は必死に涙を堪こらえながら私の手を離し、白衣のポケットから口紅を出して私に塗っていく。

「亜紀ちゃん……」

「ダメです。先輩は黙って」

　全部塗り終えると、その出来上がりを見て彼女は満足げに微笑み、もう一度私の手をぎゅっと握る。

「やっぱりこのオレンジがかった赤、知的な先輩にピッタリ。宣伝部に行っても頑張ってくださいね」

「亜紀ちゃん、ありがとう」

　私が笑ってみせると、亜紀ちゃんが私の手を離して突然泣きだした。

　そして井上君に目で〝行ってください〟と合図され、あれよあれよという間に研究所を追い出される。

　さて、どうしよう？　どうやって、ここ三鷹から銀座にある本社まで行けばいい？

　私はこの三年間ひとりで出歩いたことがない。小学生でもできることが私にはできないのだ。

　とはいえ仕事中の百合ちゃんを呼び出して、わざわざ送ってもらうなんて、そんな迷惑はかけられない。

　それじゃあ、タクシーは？

　私は一瞬考えて頭を振る。

　……ダメだ。女性の運転手なんてめったにいないし、知らない男性と密室に閉じ込められるなんて、考えるだけでも嫌だ。やはり電車で行くのが一番早いし、現実的かもしれない。

　時計を見ればもう九時過ぎ。

　普通のサラリーマンはすでに会社に着いて仕事をしている時間だ。私をストーキングしていた佐藤は以前食事をした時、区役所で働いていると言っていたし、この時間にあの男に出くわすとは思えない。

　大丈夫、大丈夫。

　そう自分に言い聞かせる。ここで一歩踏み出さなければ、ずっと大河のお荷物のままだ。

　覚悟を決めて駅に小走りで向かったが、いざ駅のホームに立つと決意が揺らいで何本も電車を見送ってしまう。それでも、なんとか五本目に来た電車にようやく乗った。

　本社の最寄り駅までは四十分。

　男性の隣に座らずに済むよう、空いているのに女性と隣り合う席を選んだ。それでも電車に乗っているというだけで緊張する。いつまたあの男が現れるかわからないと思うと気が抜けず、身体中をアンテナにしていると息苦しさを感じた。

　やっとの思いで本社のロビーにたどり着いた時、自分の身体に異変が起きた。呼吸が段々速くなり、どれだけ空気を吸っても全然楽にならない。むしろ苦しくなるばかりだ。

　どうして？

　そのうち手が痺しびれ、目め眩まいまでしてきた。そのままくずおれそうになったその時、私の視界にあの男が入った。

　龍神玲王。

　……嫌だ。あの悪魔の前でこんな無様な姿、見せたくない。

　そんな私の心の叫びが聞こえたのか、龍神社長が私のほうを向いた。一瞬目が合うと、あの俺様社長が私の異変に気づき駆け寄ってくる。

「おい、どうした？」

「……くる……しい……」

　呼吸が荒くなって、言葉もろくに喋しゃべれない。

　こんなに空気を吸っているのにどうしてしんどいの？　吸えば吸うほど苦しくなる。

「お前……過呼吸か」

　私の様子を見た龍神社長が、咄嗟にそう判断する。

「落ち着け」

　私の目を見ながら静かにそう言うと、龍神社長は突然私の肩を抱き締めた。

　びっくりして私の呼吸が一瞬止まる。

「いいか、ゆっくり息を吐け。もっとだ」

　打合せの時とは違い、龍神社長の声はとても穏やかで、言われるがまま息を吐く。

「今度は吸え」

　龍神社長は何度も同じ言葉を繰り返す。

　彼の言う通りゆっくり〝吸って、吐いて〟を繰り返すと息苦しさがなくなってきた。

　私はパニックになって、呼吸の仕方もわからなくなっていたんだ。それをこの悪魔に教えられるなんて……。

　私が落ち着いたのを見て、俺様悪魔がフッと微笑する。

　そんな彼の目に優しさが感じられたのは気のせいだろうか。見ているとなんだか安心して、張りつめていた緊張が一気に解け、瞼が段々重くなる。

「おい！　ここで寝るな。目を開けろ」

　龍神社長が私の耳元でそう叫んだが、その声はとても遠くで聞こえた。彼の腕の中で、私はホッとしてそのまま意識を手放した。










彼女の寝言［玲王ｓｉｄｅ］




「どうすんだ、これ？　この女、警戒心が強いと思えば……わけわからん。おい、片岡、逃げるな！」

　俺はロビーで橘 美優を抱きかかえたまま、この場を去ろうとしている片岡を慌てて呼び止めた。

「ちゃんと自分で責任取ってくださいね」

　橘 美優の対処に困っている俺を見て、片岡がクスリと笑う。

「お前なあ、秘書なら少しは手伝えよ！」

　ギロッと睨みつけながら怒鳴ったが、片岡は平然としている。

　こいつは基本的に冷たい男だ。こういう時には手伝うフリすらしない。

　俺が狼狽える姿を見て楽しむ片岡に〝この性悪男め〟と思わず舌打ちをする。

　さあて、どうするこの女？

　今、この女はあまりにも無防備で、手を出すのはためらわれる。といっても、こんなに目立っていてはなにもできないが。

　通りがかった社員達がみんな足を止め、俺達をじっと見ている。

「暇人が」

　そう吐き捨てるように呟き、この女を抱き上げる。

「さっさと仕事に戻れ。俺はお前らの顔を覚えてる。仕事をしないならクビにするぞ」

　俺が冷ややかに告げると、その言葉に怯えた社員達が一斉に離れていった。

　手間かけさせやがって。

「お見事」

　横で見ながらフッと笑って言う片岡を、俺はギロリと睨みつける。

「お前も仕事しろよ」

「してますよ。あなたの見張り」

　……憎たらしい奴め。こいつをずっと相手にしていると、今度は俺が過呼吸になりそうだ。

　それにしてもこの女、何故過呼吸なんかになった？　ここにたどり着くまでに一体なにがあったんだ？

　それに……こいつ軽すぎだろう。ちゃんと食べてるのか？

　華きゃ奢しゃな身体と透き通るように白い肌。このまま抱いていないと雪のように消えてなくなりそうだ。

「玲王、彼女をどうするつもりですか？」

　片岡が橘 美優にチラリと目をやる。

「とりあえず社長室に運ぶ。過呼吸の症状は治ったし、病院には行かなくても大丈夫だろ」

「まあ、あなたは下手な医者より知識はありますからね。後継者選びから脱落しても開業医という道がありますよ」

　片岡が面白そうに俺をからかうと、俺はムスッとしながらすかさず突っ込んだ。

「無免許でできるか、アホ」

「あなたにも常識があったんですね。安心しました」

　怒らせようと煽あおってくる片岡を俺は冷ややかに見据えた。

「……お前の減らず口、どうしてやろうか。ガムテープでも貼るか？」

「遠慮します。そんな趣味はありませんから」

　片岡が涼しげな顔をしながら、俺に向かってにっこり笑う。

「……お前の相手は疲れる。ひとり芝居でもしてろ」

　片岡の前で盛大な溜め息をついて、橘 美優を抱き上げたまま役員専用のエレベーターに向かう。その時、視界に見覚えのある人物が映った。

　帽子を深くかぶり清掃員の制服を着ているが、この背格好と、帽子からはみ出す白髪……間違いない。

　ハーッとまたもや溜め息が出た。

　今日は厄日か。

「じじい、こんなところでなにをしている？」

「ほっほっほっ、掃除ですよ」

　どこの清掃員がそんな笑い方するか。

「手が全く動いていないが」

　俺が冷ややかな眼差しでじじいを見ると、奴は逆ギレした。

「ふん、孫がちゃんと真面目に働いてるか、見に来てなにが悪い」

「開き直るな。片岡、お前の親父に連絡して早くこの変人を回収させろ」

「はい」

　片岡がケータイを取り出して電話をかける。

「回収とはなんだ。回収とは！」

「あんたの気まぐれに誰が付き合うか。俺は忙しいんだよ」

　邪険に扱われたじじいは俺を睨みつけたあと、電話を終えた片岡に声をかけた。

「玲王の世話は大変だろう。お前には苦労かけるな」

「やりがいはありますよ」

　片岡はじじいに向かってにっこり微笑んだ。

　すると突然、じじいの眼光がキラリと光る。

「最近、夜遊びが激しいとの報告を受けとるが、本当か？」

　じじいが橘 美優に目をやる。

「本当だとしたら俺を解任するのか？」

「遊ぶ女は選べ。女にどっぷりはまるといつか身を滅ぼすぞ」

「それも一興」

　嘲あざけるように笑うと、じじいの表情がますます険しくなる。

「とにかく、社員に手を出すとろくなことにならんからやめておけ。すでにこれだけ注目を浴びていればなおさらだ」

「俺は俺の好きなようにする。あんたも、もう若くないんだから暴飲暴食はやめたらどうだ。後継者決める前にポックリあの世に行くぞ」

「好きなものを食べて死ねるなら本望だ」

「会長、これでも玲王さんは心配して言ってるんですよ」

　片岡がすかさずフォローを入れるが、誰が心配などするか。

「こんなうるさいじじいがいなくなったところで俺はなんとも思わない」

　じじいが俺を殴ろうとするのでひょいとよけると、奴は歯ぎしりして悔しがった。

「会長は本当に玲王さんが可愛いんですね」

　片岡の目が笑っている。

「やめろ、気持ち悪い」

　このじじいの態度から、どうしてそんな答えが導かれるのか理解できなかった。

「それで、再建の目め処どは立ったのか？」

「ああ、今までの古くさいイメージを一新する」

「ほお、どうやって？」

　じじいの目の色が変わる。

「カギとなるのは秋の新作口紅だ。容器は高級感があっておしゃれなデザインのものに変えるが、まずはＣＭだろうな。まあ、楽しみに待ってろ」

　片岡を連れて銀座のクラブで遊び回った時、店のホステスにうちの商品を配ったら、中身は他社と変わらないかそれ以上なのに、反応はイマイチだった。あの女達の言葉を借りればデザインが婆臭く、化粧ポーチに入れておきたいようなものじゃないらしい。

　確かに男の俺が見ても、今までテコ入れされなかったのが不思議なくらい地味で魅力に欠ける。

　前社長も他の役員もぬるま湯にどっぷり浸かっていたとしか思えない。

「それから、役立たずの役員は辞めさせる。じじいに苦情が行くだろうが相手にするなよ」

「怖いもの知らずだな、お前は」

「俺はあんたにとっては捨て駒だろう？　古い縁を切りたくて仕方がないのに、自分の手が汚れるのを恐れて俺を使う。それとも、あんたにはもうその力もないのか？」

「玲王！」

　俺がじじいの反応を見ながら誰も言えない言葉を遠慮なく口にすると、片岡がすかさず止めに入った。

「さあて、どうかな？」

　じじいはニヤリとしながらも、鋭い眼光で俺の顔をじっと見据える。

　この目を見ていると、歳を取ってはいてもさすがは龍神グループの会長だと思う。だが、俺はあえてじじいを挑発した。

「図星なら、早く隠居したらどうだ？」

「わしに面と向かってそんなことを言うのはお前くらいだ。まあ、せいぜい頑張れ」

　じじいは俺の言葉を余裕の表情で笑い飛ばし、俺の背中をポンポンと叩く。

「ひとつ聞いていいか？」

「なんだ？」

「前社長が急に辞任した理由」

「……マスコミには伏せているが辞任じゃない。自殺だ。会社の金を横領していて、精神的に追いつめられたらしい」

　片岡に聞かれたくないのか、じじいが俺に耳打ちする。

「きな臭い話だな」

「彬が裏で動いていたという話もある。あいつはこの会社を手中に収めたがっているからな」

　彬……か。

　十五も年上の従兄は、ホテル龍神の社長で龍神グループのナンバーツー。日本国内だけでなく、欧米のリゾート企業を買収して高級ホテルを数多く海外進出させ、急激に成長した。だが、あいつのことを調べれば調べるほど、グレーどころか真っ黒だ。政界との繋つながりを強め、銀行から巨額の融資を得て土地を買収したが、それにはヤクザが絡んでいる。

「あんたも護衛をつけずにほいほい出歩くな。死にたくなければ……な」

　俺の言葉にじじいが黙り込む。

　日本に戻ってきて、じじいの求心力が弱まっているのを感じた。

　別れの挨拶も交わさずに、じじいと片岡を残してエレベーターに乗ると、俺はまっすぐビルの十階にある社長室へ向かう。

　社長室に入ると応接セットのソファーに彼女を寝かせ、着ていたスーツのジャケットを脱いで彼女にかけた。

　思わず触れたくなるその唇。今日は会った時からそのルージュが俺を誘うように潤っていて……男の本能を目覚めさせようとする。

「困った女」

　たまらずそっと柔らかな唇に親指で触れると、それだけではやめられなくなった。

　部屋にはふたりきり。こんな無防備に眠っている女に手を出すのは俺の趣味じゃないが、この唇が俺を誘うからいけないんだ。

　そう自分に言い訳をして……その柔らかな唇を奪う。

　俺がその感触を楽しんでそっと橘 美優から離れると、彼女ははぁと吐息を漏もらした。

「このことを知ったらこいつ、カンカンになって怒るだろうな」

　キスの証拠が残らないこの口紅は、男にとってもいい商品だ。

　ひとりほくそ笑んでいると、ノックの音がした。

「入れ」

　俺が返事をすると、宣伝部の女部長が入ってきた。

　名前は確か田た辺なべと言ったか。香水の匂いが若干きついのは気になるが、化粧は完璧だから会社の顔としては及第点だろう。

「あの……その女性は？」

　田辺がソファーで寝ている橘を見て目を丸くする。

「お前も話は聞いているだろう？　今日から宣伝部に異動になった橘 美優だ」

　俺が紹介すると、なにが気に入らないのか田辺は目を細め、見下すような視線で彼女を見た。

　これだから女ってのはめんどくさい。男以上に扱いが厄介だ。

「今度売り出す口紅の開発者だ。お前達にとってもいい勉強になるだろう。期間限定だから、この機会に彼女からしっかり学べよ」

「……はい」

　田辺が渋々返事をする。

「それで、なんの用でここに来た？」

「はい、ＣＭモデルの件ですが、宣伝部の満場一致で高たか橋はし大河に決まりました」

　田辺が俺に手渡した資料には、絵に描いたようなイケメンの写真が添付されていた。

「人気、実力共に若手ナンバーワンの俳優です。十代から三十代の女性に人気があるので、うちの消費者層とも一致します。彼以上にカメラのアップにも耐えられるセクシーで綺麗な顔立ちのモデルはいません。社長とは違うタイプのイケメンですよ」

　余程この俳優に熱を上げているのか、田辺が力説する。

　写真を見る限り、確かにこの顔なら女受けしそうだ。

「また、彼の相手役になる女性モデルはあえて無名のモデルを使います。社長がおっしゃっていたように、視聴者に高橋大河の相手が自分だと妄想させるには、そのほうが効果的なので」

「お前がＣＭに出たいくらいだろう？」

　俺が田辺をからかうと、図星だったのか、女狐のようだった彼女の顔にボッと火がついた。

　女を虜にする男……高橋大河か。

「いいだろう。高橋大河の所属事務所と広告代理店に連絡を取れ。コンセプトは昨日話した通りだ。ＣＭ撮影には俺も顔を出す」

「はい、わかりました。あの……」

　田辺がためらいがちに口を開く。

「なんだ？　まだなにか報告があるのか？」

「……橘はこのままでいいのでしょうか？」

「今日は体調が悪いらしいから、明日から行かせる。お前はもう下がっていい」

「……はい」

　田辺が不服そうな顔をしながら部屋を出ていく。

　あの顔……。好奇心というよりは嫉しっ妬とか？

　橘 美優を俺とこのまま一緒にいさせておくのが嫌らしい。

「お前は早速敵を作ったようだぞ」

　俺は少し身を屈めると、ソファーでぐっすり眠っている彼女の頬にそっと触れた。

「う～ん、……たい……が……まだ眠らせて」

　彼女の寝言に一瞬手が止まった。

　橘 美優は俺の手を掴むと、また深い眠りに入っていく。

　恋人がいるのか？　〝たいが〟って言ったか？

　まさか……高橋大河のわけはないだろうが。

　俺の手に頬擦りしながら安心したように眠る彼女を見て、俺は苦く舌打ちをした。










彼の優しさ




　温かくて優しい手。私の顔くらい大きい……。この手に安心してぐっすり眠れたけど……誰の手？　大河のじゃない。大河の手はもっとほっそりしていて、こんなに分厚くないし……。

　……え？　手？

　瞼を開けると目の前には忌々しい顔があって、状況が掴めないままゆっくり上半身を起こした。

　気づけば龍神玲王が私に左腕を預けたまま、しゃがみ込んで寝ている。

　まさか、ずっと社長の手を掴んだまま寝ていたの？　嘘でしょう!?　この状況どうすればいいの？

　それに、なんでこうなったの？　このスーツのジャケット、社長のだよね？

　自分の身体にかけられたジャケットと龍神社長を交互に見る。

　彼のもので間違いなさそうだが、龍神社長がそんな気遣いをみせるなんて信じられない。ひょっとして私はまだ寝ぼけているのだろうか。

　念のためジャケットを取って自分の服を確認するが、衣服の乱れはないし、襲われた形跡もない。寝ていて不快な感じはしなかったし、なにもされていない……と思う。

　そもそもここはどこだろう、と思い辺りを見回してみる。

　応接セットと執務用の机がドンと置いてあるということは、社長室だろうか？

　でもどうしてここにいるのかがわからない。本社に着いたら息が苦しくなって、龍神社長に助けられて……。そのあとの記憶が全くなく、考えてもなにも思い出せない。

　俺様悪魔とふたりきりだなんて、考えただけでも恐ろしいのに、今はこの男に触れても不思議と嫌悪感を覚えない。それどころか悪夢も見ずぐっすり寝たせいか、頭がスッキリしていて身体が軽い。

　龍神社長が介抱してくれたの……？

　彼のほうに目をやると、その端正な顔立ちに見入ってしまう。

　ずっと黙っていればいいのに。

　すると、彼が身動きして「う～ん」と唸うなりながら目を開けた。

　あっ、ヤバッと思っても今さらどこにも隠れることはできず、彼と目が合ってしまった。

　私が固まっていると、龍神社長は興味なさそうにすぐに目を逸そらす。

「身体中痛てえ……」

　龍神社長が顔をしかめながら、立ち上がってストレッチをすると、ポツリと呟く。

「……左腕の感覚がない」

　それは……多分私が彼の腕をしっかり掴んでいたからだ。

「あっ……すみません。あの……これお返しします」

　咄嗟に謝り、スーツのジャケットを龍神社長に差し出すと、彼はムスッとした表情でそれを乱暴に掴んだ。

　これは怒ってる？

「お前のお陰で昼食、食べ損ねた」

　目の前の時計の針は、〝六〟の数字を指していた。

　さすがに朝の六時ってことはないと思うけど、なんのために苦労してここまで来たかわからない。

　終業時間である十七時はもう過ぎているから、今から宣伝部に行っても意味はないだろう。

「すみません」

　がっくり肩を落として謝ったが、龍神社長は私を無視して誰かに声をかけた。

「片岡、今日はもう帰る。腹減った」

　片岡？と思うと、昨日の打合せの時にいた黒髪の男性が隣の部屋から現れた。

「ああ、ふたり共起きたんですね。あまりにも微笑ましい光景だったので起こすのが憚はばかられました」

　ニコニコ笑いながら、片岡さんがケータイを掲げる。

　よくよく見ると、そこには私と龍神社長のふたりが写っていて……。安心しきって眠る私の横で俺様社長もすごく穏やかな顔をしている。

　これじゃあまるで恋人同士じゃない？

「ったく、お前は高校生か。悪趣味だな。すぐに削除しろよ」

　苦虫を噛み潰したような顔で龍神社長が片岡さんを見る。

　このふたり、どういう関係なんだろう。秘書かと思ったけど、やけに親しそうだしただの秘書ではないようだ。

「今度あなたを脅す時のネタにしますよ。あなたは本当に見かけによらずお人好しですね。寝てる時間含めて七時間も橘さんに腕貸してるなんて」

　片岡さんの言葉に、龍神社長も私も思わず無言になる。

「いいもの見せてもらったんで、今日は代わりに仕事しておきましたよ。あなたの決裁が必要なものは残しましたけどね」

　片岡さんが書類の束を龍神社長に手渡す。

「だったら起こせよ」

　文句を言いながらも受け取った書類にさっと目を通すと、龍神社長は書類を応接セットのテーブルに向かって放り投げた。

「会社を私物化しすぎだろ？　会議もないのにファーストクラスでベガス出張？　ふざけんな。本当バカな役員どもだな」

「今までそれが認められてたなんて、ひどい会社ですよ」

「こんなもの、俺が目を通す必要もないだろ。お前が処理しろ。全部却下だ」

「ふふ。私は悪者にはなりたくありませんからね」

　片岡さんがちょっと意地悪な笑みを浮かべる。

「ホント狡ずるい男だよ、お前は。今日はもう帰るぞ」

　龍神社長がすたすたとドアのほうへ歩きだしたので、私も慌ててソファーから立ち上がった。

　すると、彼はなにか思い出したように立ち止まる。

「橘、お前、どうやって帰るつもりだ？　体調は？」

「ご迷惑おかけしてすみませんでした。もう大丈夫です。でも私は今回の異動、納得してませんから。それに、あなたが勝手に異動を決めなければ、私の体調も――」

　私が文句を言い終わらないうちに、龍神社長がスーツのジャケットを私の顔目がけて投げた。

「ごちゃごちゃうるさい。送ってく」

「でも……」

「心配しなくても片岡もいるし、お前みたいなうるさい女には手を出さない。そんなに不安ならお前が自分の家まで運転しろ」

　仏頂面で言うと、龍神社長はまたすたすたと歩きだす。

　私が彼のジャケットを持ったまま困っていると、片岡さんが微笑んで言った。

「あの人の言葉を翻訳すると、〝また倒れたら大変だから送ってく〟。要するに心配なんですよ。素直じゃないですけどね」

「……素直じゃない」

　私は片岡さんの言葉を繰り返す。

「さあ、行きましょうか。もたもたしてると彼の機嫌がますます悪くなる。お腹を空かせたライオンを怒らせると怖いですからね」

「……はい」

　仕方なく龍神社長のあとを追うあいだ、私は自分の中で戸と惑まどいを感じていた。

　初対面の印象が悪かっただけに社長をひどい男と思ってしまったけど、それは間違いだったのだろうか？

　地下にある駐車場に着くと、彼は黒いドイツ車のセダンに乗り込んだ。何故か助手席に……。

　普通、偉い人って後部座席に乗るんじゃないの？　どうして？

　私は社長の行動を疑問に思いつつ、男性と隣にならずに済んでホッとした。私が車の後部座席に乗り込み、シートベルトを締めると、片岡さんも運転席に座った。

「具合が悪くなったら言え。それで、家はどこだ？」

　龍神社長が私に声をかける。

「麻あざ布ぶのほうです。あのう……このジャケットは？」

　私が戸惑いながら聞くと、ぶっきらぼうな答えが返ってきた。

「寒かったらかけてろ。必要なければその辺に置いとけ」

　これがこの人の優しさなのだろうか？

　私の住所を聞いた片岡さんが車を発進させると、龍神社長は、胸ポケットからスマホを取り出していじり始めた。

　それを見て私も大河への連絡を思い出し、【今日は社長に送ってもらうことになったから、迎えはいい】と短くメールを打って送信する。なにもすることがなくなりボーッと窓の外を見ていると、聞き覚えのある声が龍神社長のスマホから響いてきた。

　この声は……。

　気になって社長のスマホに目をやれば、驚いたことに大河が出演しているドラマが流れていた。

　なんでこの人が大河の出ているドラマなんか観てるの？

「橘は高橋大河って俳優知ってるか？」

「……はい」

　それは私の弟ですから。

「秋の新作口紅のＣＭは、彼をメインモデルに考えている。お前は開発者としてどう思う？」

　大河がうちのモデル？　冗談でしょう!?　なんでよりによって大河なの？

「いい俳優さんだとは思いますが、男性をメインに使うのはどうでしょう？」

「俺は直感を信じるタイプなんだ。誰がなんと言おうとやめない」

　龍神社長が不敵に笑う。

　その瞳は一点の曇りもなくまっすぐ先を見ていて、そんな彼をちょっと羨ましく思った。

「おい、着いたぞ」

　ボーッとしていると、いつの間にか家の前に来ていた。

「あっ、すみません」

　慌ててシートベルトを外す。

「研究員にしてはいいとこ住んでんな。実家か？」

「家族の持ち家で。送っていただいてありがとうございました」

　笑ってごまかしながら車のドアを開けて降りると、目の前にはキャップをかぶった大河の姿。

　この雰囲気、なんか怒ってるけど、サングラスしてないじゃない！　キャップだけじゃ龍神社長に高橋大河ってバレるよ！

　慌てて大河の手を掴んでマンションに入ろうとしたが、大河にぎゅっと身体を抱き締められた。

「美優、心配させるな！」

「た……い……!!」

　ヤバい。

　龍神社長の前で大河とは言えなくて、思わず口をつぐむ。

「無事でよかった。あんな短いメールだけじゃわけがわからなくて心配するだろ。美優は男性恐怖症だし」

　フウッと大河が安堵の溜め息を漏らす。

　変な詮索をされたくなくてあんな簡単なメールを送っちゃったけど、こんなに大河を心配させたのなら、もっと詳しい説明をすればよかった。

「ごめん……。体調が悪くなって、社長が送ってくださったの」

「具合はもういいの？」

　大河が私の両肩に手を置いて、私の瞳を覗き込む。

「うん。今はもうなんともない」

　私は大河を安心させるように微笑んでみせた。

「それはよかった。それで、社長さんて助手席にいる方だよね？」

　大河は龍神社長のほうに、なにか値踏みするような視線を向け、近づいていく。

　お願い、変なこと言わないでよ。

「うちの姉がお世話になったようで、ありがとうございました」

　龍神社長は無言のまま大河を見据えている。

　なに？　この空気……。もしかして高橋大河ってバレた？

「このお礼はまた」

　大河が口角を上げ軽くお辞儀をするが、その言葉はどこか意味深だ。

　ふたりの行動をドキドキしながら見守っていると、龍神社長は大河の言葉に軽く頷き私に声をかける。

「明日はちゃんと仕事しろよ。片岡、車を出せ」

　車にエンジンがかかり、走り去っていくと、大河が唐突に言った。

「あの社長が美優の唇を奪ったのか。なかなかいい男じゃない」

　もう！　なんでその話を持ち出すのよ。また思い出すじゃない！

「美優、これからはちゃんと連絡してよ。ケータイにいくら電話しても出ないし、またなにかあったのかと思ったよ。美優の姿見るまで生きた心地がしなかった」

　大河の言葉でケータイを確認すると、確かに彼からの着信が三件。

　電話にも出なかったんだから、大河はきっと気が気じゃなかっただろう。

「ごめん。車の中でボーッとしてて、バイブが鳴っても気づかなかった」

　私が俯うつむき加減に謝ると、大河が私の肩に手を置いた。

「全部説明してもらうからね。あの人達と同じ車に乗って大丈夫だったの？」

「うん。汗もかいてないし、震えもない」

　なんでだろう。不思議と怖さを感じなかった。

「そう、いい傾向だな。ところで、美優の会社からＣＭの話が来てるんだ」

「断っ……！」

『断って』と言おうとしたら、大河がいきなり人差し指を私の唇に当てた。

「受けるから」

　大河の有無を言わせぬこの笑顔。こういう時の大河は誰がなにを言っても自分の意志を貫く。

「楽しみだなあ、あの社長にまた会うの」

　大河は龍神社長を乗せた車が去っていったほうを見つめた。

「ほら、早くマンションの中に入ろう。サングラスしてないんだから道行く人に大河だってバレちゃうよ」

　大河のファンにでも気づかれるんじゃないかと思うと、いても立ってもいられない。

「誰かさんが心配かけさせるから、サングラスするの忘れたんだよ」

　大河に悪戯っぽく恨みがましい視線を向けられ、私はうなだれた。

「うっ、ごめん」

「ＣＭの出演依頼が来てることだし、あの社長は当然高橋大河のことを知ってるよね？」

　大河が面白そうに私に聞いてくる。

「……うん」

「社長には、俺が高橋大河ってバレたかもね」

　挑戦的でいてどこか楽しんでいるような顔。

　大河がこういう表情をするのはなにかを企んでいる時なのに、私はどうして気づかなかったのだろう。

　弟の策にはまったと知った時には、逃げたくても逃げられない状況になっていた。
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　橘 美優のマンションから高たか輪なわにある俺のマンションにまっすぐ向かう。

「仲のいい姉弟でしたね」

　橘 美優がいなくなった車内で片岡がふと呟く。

「ああ、そうだな」

　確かに仲のいい姉弟だったが、それよりも気になったのは橘 美優の弟の挑戦的な視線。

　なんだったんだ、あれは？　俺への牽けん制せいというよりはどこか面白がっているような表情で……。

『このお礼はまた』って奴は言った。

　再会を確信しているかのような言葉……なにか企んでいるのだろうか？　それにしても、あれはやっぱり本人だろう？　……高橋大河。

「お前は気づかなかったか？」

「なにをです？」

「……気づいてないならいい」

　説明するのが面倒なので、半ば投げやりな態度でこの会話を終わらせようとすると、片岡が片眉を上げた。

「そんな言い方されると気になりますね」

「いずれわかる」

　橘 美優は隠そうとしていたようだが、あの男はさっきスマホで見た高橋大河そのものだ。声もスマホから聞こえてきたものと同じだったし、キャップをかぶったくらいで隠し通せるものじゃない。

　あんなにオーラがあって存在感のある男、そうはいないだろう。それに……あの女の寝言。橘 美優はあの時確かに『たいが』って呟いた。間違いない。

　高橋大河のあの台詞せりふからすると、ＣＭの話はすでに伝わっているらしい。奴は受けるつもりなんだろう。だからああ言ったんだ。

　ＣＭの件はありがたいが、個人的には気に入らない。俺はひとりっ子だからわからないが、姉弟とはいえ抱き合ったり寝言にまで出てくるなんて仲良すぎだろ。端から見ればまるで恋人同士だ。

　普段男性は嫌いです、って顔をしておきながら、なんであいつの腕の中にはすんなり収まるんだ？　弟とはいえ男だぞ……なんとなくムカつく。

　しかもあの時、橘 美優を見つけて、奴はかなり安あん堵どしていた。

　なにをそんなに心配していたんだ？　彼女の今日の過呼吸と関係があるのだろうか？

　だからって抱き締めるなんて、俺には理解できなかった。

「普通、姉弟が人前で抱き合ったりするか？」

　あの男が俺の目の前で橘 美優を抱き締めた時の光景が、頭から離れない。

　面白くない。

「そうですね……状況によるんじゃないですか？」

「そうか」

　片岡に答えを聞いてもまだ納得できなくて、胸がムカムカする。

「まさか妬やいてるんですか？」

　片岡がクスッと笑う。

「ありえない」

　単にせっかく見つけたおもちゃを奪われて苛いら立だっているだけだ。

　俺が即座に否定すると、片岡は楽しそうに絡んできた。

「どうだか？　今日ありえないくらい紳士だったのはどこの誰ですか？」

「なんのことだ？」

　とぼけてみせるが、片岡の口は止まらない。

「女を助けてお姫様抱っこをし、自分の腕を長時間その子に預け、彼女が怖がらないように助手席に座り――」

「うるさい、黙れ」

　ムッとした表情で言うが、自分でも俺らしくない行動だと思う。

　あの女は俺の調子を狂わせる。ただの暇潰しのおもちゃなんか放っておけばいいじゃないか。女なんて所詮みんな同じだ。

　片岡は急に真剣な顔で俺に告げた。

「遊ぶのは構いません。でも、本気にはならないことです。女に現を抜かしていると、全て失いますよ」

「俺の親父のようにってか」

　俺が自嘲気味に笑うと、片岡は冷めた表情でチラリと俺を見た。

「あなたは自分をわかっていない」

「自分のことは自分が一番よくわかってる」

　俺が反論すると、片岡は静かに告げた。

「あなたは根が優しすぎます。いざという時冷酷になれない」

「俺が優しいだと？」

　片岡の言葉に俺は顔をしかめる。

「でも、そんなあなたのこと嫌いじゃないですよ」

　フッと片岡が微笑する。

「ふん、お前に好かれても嬉しくない。気持ち悪いだけだ」

「そういう口の悪さ。あなたにとっては一種の愛情表現ですよね」

「……お前の頭もついにイカレたか。病院で診てもらえ」

　俺が不快な顔をして言うと、片岡のケータイが鳴った。

　片岡は車を道路わきに停車させ、俺に構わず電話に出る。

「はい、片岡です」

　じっと耳を澄まして聞いた会話によると、どうやらじじいが会合の帰りに交通事故に遭ったらしい。ただの事故か、それとも誰かの陰謀か……。

　いずれにしろ、俺にとっては厳しい向かい風だ。じじいが表に出てこられないのをいいことに、好き勝手する輩が現れるのは間違いない。

「玲王、聞こえていたと思いますが、会長が事故に遭われて病院に搬送されたそうです。病院に向かいますか？」

「俺が行っても邪魔なだけだろ？」

　俺は冷めた表情で言うが、片岡は引き下がらない。

「ですが……」

「じじいだって望まないさ。それに……あのじじいは殺したって死なない」

　図太さだけは天下一品だからな。

「ひょっとして彬さんの仕し業わざでしょうか？」

「どうだろうな？　短絡的に決めつけるのは好きじゃない。それより、お前の親父は無事だったのか？　車に同乗してたんだろ？」

「かけてきたのが本人だったので多分大丈夫だと思います」

　片岡にしては珍しく曖あい昧まいだ。

「秘書がわざわざ自分は無事だなんて言うかよ。自分の父親なら確認しておけ」

「では、自分の祖父も自分の目で確認したらどうですか？」

「必要ない。俺は腹が減ってるんだ。これ以上イライラさせるな」

　冷めた目できっぱり言うと、さすがの片岡も諦めた。

　彬だろうが、誰だろうが俺の邪魔はさせない。俺は誰にも止められない。

「じじいが死んだなら線香の一本ぐらい立ててやってもいい」

　俺が不敵にそう呟くと、今度は俺のスマホが鳴った。

　チラリと画面を見ると、事故に遭ったはずのじじいからのメール。そこには暗号のような言葉が表示されていた。

【ふるいにかけろ】

　ほらな、メールが打てる程度にじじいは元気だ。あのじじいが簡単にくたばるか。

「どうしました？」

　車を発進させながら片岡が聞いてくる。

「ただのくだらない迷惑メールだ」

　俺は吐き捨てるように言い、スマホのメール画面を閉じた。そして車の窓に目をやると、そこには自分の顔が映っていた。

　ふるいになどかける必要はない。俺は誰も信じないし、信じるものなどなにもない。最初からふるいにかけるものなどないのだ。

「俺は自分しか信じない」

　そう、小さく呟いた。







第二章










キスの数




　私が宣伝部に異動になってから一ヶ月が経った。

　宣伝部は本社ビルの八階にあり、十六名いる社員のうち十四名が女性だ。みんな洗練されたスーツを着ていて、化粧もバッチリしている。

　そんな華やかな部署で私の居心地が悪いのは、単にノーメイクだからというだけではない。田辺部長をはじめ、宣伝部のみんなが私に冷たく当たるからだ。多分、みんな今回の私の異動を快く思っていないのだろう。龍神社長が勝手に決めたことだから、彼の愛人とでも思われているのかもしれない。

　私だってこんな異動したくなかったのに……。

　宣伝部に異動してからというもの雑用ばかりを押しつけられ、まともな仕事は一切任せてもらえていない。

「このパンフレット、ここの説明が少しおかしいので、修正したほうがいいのではないでしょうか？」

　せめて与えられた仕事はしっかりやろうと、私が田辺部長に提案すると、あからさまに嫌な顔をされた。

「明日は高橋大河のＣＭ撮影なのよ。この忙しい時に、あなたの戯ざれ言ごとなんかに付き合ってられないわ」

　田辺部長がバカにしたように私のことを笑う。

「大体、あなたは宣伝部をなんだと思ってるの？　会社の顔なのに毎日化粧もせず会社に来るなんて、期間限定とはいえ自覚足りなすぎ。恥ずかしいから明日の撮影には来ないでよ」

　矢継ぎ早の言葉に頭痛がする。私のことが気に入らないのか、異動してきてからずっとこんな調子で、挨拶すら返してもらえない。

「はい、すみません」

　唇を噛み締めながら、怒りを抑える。

　もうなにを言っても無駄だ。他の社員もこの部長の言いなりで、私に宣伝部の仕事を教えてはくれない。

　みんなの私を見る視線の冷たさに、息苦しさを感じてそっとオフィスを出た。

「亜紀ちゃんに会いたいな」

　思わず口から言葉が漏れる。

　あの研究室に帰りたい。研究は大変だったけど、亜紀ちゃんがいて、井上君がいて、とても居心地がよかった……。

　こんなつらい思いをさせられるのも、全てあの俺様悪魔のせいだ。嫌がらせなのか知らないけど、勝手に異動を決めるなんて。

　苛立ちを抑えるため、私は外の空気を吸おうと屋上に上がった。ベンチに腰かけて空をボーッと見上げる。

　空は雲ひとつなく真っ青なのに、私の心の中はもやもやしたままだ。

「やっぱり会社……辞めようかな」

　誰もいないと思って弱音を吐くと、意外な声が返ってきた。

「臆病者」

「あっ……」

　どうやら先客がいたようだ。

　しかも、この声は今一番会いたくない相手。龍神玲王……。

　なんで現れるのよと思いながら私が顔をしかめていると、彼がこっちに歩いてきた。

「眉間に皺が寄ってるぞ」

　俺様悪魔に指摘され、手で眉間を隠す。

「余計なお世話です」

　私が膨れっ面で言うと、龍神社長はフッと笑った。

「サボり魔が偉そうに言うな」

「サボりじゃありません！　息抜きです」

　キッと彼を睨みつけて反論する。

「そういうのを天あまの邪じゃ鬼くって言うんだよ」

　クスクス笑いながら社長は私の頭を軽く小突く。

「痛っ！　そういうあなただってサボッてるじゃないですか」

　頭を押さえながら声を荒らげると、社長が面白そうに私を見た。

「俺は大事な考え事してたんだよ」

「……あなただって立派な天の邪鬼です」

　社長の言い訳に呆れて彼から目線を逸らす。

　だが、龍神社長は私と視線を合わせるために、私の瞳を覗き込んだ。

「一緒にするな。俺はお前みたいに全て放棄してないぞ。お前をバカにしてる連中、見返してやりたくないのか？　宣伝部で上手くいってないんだろ？」

　なんでもお見通し、という顔をしているのがムカつく。

　全てあなたのせいじゃない！

「わかってるなら早く研究所に戻してください」

「戻って平穏無事に過ごすのか？　それでなにが楽しい？」

　彼の言葉が私の心に突き刺さる。

「楽しさなんて求めてません。ただ静かに過ごしたいだけです。それのなにがいけないんですか？」

　誰も傷つけず、自分も傷つかずひっそりと生きていきたい。私のことは放っておいてほしい。

「お前、最初に会った時から苦しそうにしてる」

　私のことなんてなにも知らないくせに、あなたになにがわかるのよ。

「勝手に知った風なこと言わないでください」

「なにを恐れてる？」

「なにも」

　私がそっぽを向くと、龍神社長が座っている私の顎を掴んだ。

「逃げるなよ」

「もう放っておいて！」

　私が抵抗すると、彼は真摯な目で告げた。

「それができれば苦労しない。お前から目が離せないんだ」

　龍神社長の声が何故か切なく響く。

　どうしてなのかわからないけど、なにか呪縛にでもかかったかのように私は彼から目を逸らせない。

　俺様悪魔は私に顔を近づけると、そっと口づけた。

　熱のこもったキス。最初のキスみたいに強引でもなければ、私をからかう様子もなく、キスをする直前まで私の反応を窺うかがっていた。まるで、〝怖いなら俺から逃げろ〟と言っているみたいに……。

　逃げようと思えば逃げられたのに、気づけば私は自らその唇を受け入れていた。

　すると彼は、さらに本気でキスをしてきた。

「どうして……」

　唇が離れると、私は龍神社長を見上げた。

　彼がわからない。俺様なくせに、どうしてそんなに優しいキスをするの？　それに、何故私に構うの？

　私は彼に捕われ、逃げられない……。いや違う、逃げたくない。もっとこの人を知りたいと、自分の中からそんな欲が出てくる。男性恐怖症の私が男の人に興味を持つなんて……。ああ、これ以上考えちゃダメ。

　私が呆ぼう然ぜんとしていると、彼が口を開いた。

「ヌードな唇もいいが、やっぱ昼間は口紅がないとな。なんか、悪さしてる気にならない」

　龍神社長はそう言って私の唇に軽く触れると、ポケットから口紅を取り出して私に塗っていく。

「これでいい。お前、雪みたいに白くてファンデいらずの肌してるな。風呂上がりの顔は頬がうっすら赤くなって、より綺麗なんだろうな」

「それ、化粧品会社の社長の言葉じゃないですよ。それに、人の風呂上がりなんて勝手に想像しないで」

　龍神社長の言葉に顔が赤面して、思わずそっぽを向く。

「男なんてみんなスケベなんだよ。お前の弟だって同じだ」

　こんなスケベ男と大河を一緒にしないでほしい。

「違います。弟はところ構わずキスしたりしません」

　私が否定すると、龍神社長はポツリと呟いた。

「ところ構わず抱きつくくせに」

「え？」

「なんでもない。お前、警戒心強そうに見えて、意外と無防備なんだよな。今のキス、なんで逃げなかった？」

　私をじっと見つめながら、龍神社長が聞いてくる。

　なんでそんな質問するのよ。

「……それは……」

　私は言葉につまった。〝逃げたくない〟って思ったなんて、口が裂けても言いたくない。

「答え、俺は知ってるけど」

　悪魔が妖よう艶えんに微笑んで私の耳元で甘く誘う。

　答え？　答えを知ってどうなるの？　彼が側にいると自分で自分がわからなくなる。

　黙ったままの私を見て、龍神社長は軽く溜め息をついた。

「やっぱり臆病者だな。お前にこれをやる」

　そう言って、俺様社長はさっき私に塗った口紅を手渡す。

「これが完成した今年の秋の新作」

「え？　でも……」

　容器のデザインが当初の予定のものと全然違う。

　ゴールドのパッケージにレッドのラインが入っていて、海外ブランドのもの？と思えるくらい高級感がある。アンジュのロゴの〝Ａ〟もすごく格好いい。

　会社のロゴを気に留めたことなんてなかったけど、今までよりすごくスタイリッシュに見える。

　私が驚いていると、龍神社長が私の反応を楽しそうに見ていた。

「工場に発注する直前に容器のデザインを差し替えたんだ。いいだろう？」

「確かに魅力的ですけど、これ……すごくコストがかかるんじゃあ？」

　ひょっとして赤字覚悟なの？

　すると、龍神社長はとんでもないことを口にした。

「価格は上げる」

　はっきりと言った彼の目からは強い意思が窺え、ワンマン社長だと半ば呆れる。

「でも、それじゃあ売れませんよ」

「お前の弟がＣＭモデルやるのに？」

　龍神社長が口角を上げてニヤリとする。

「……嘘……」

　社長の言葉に驚いて目を丸くする。

　やっぱりあの時、私の弟が高橋大河ってバレちゃってたの？

「弟はそんなに安っぽいか？　違うだろ？」

「そうですけど……」

「それに、この口紅はお前が開発した自信作だろ？　絶対売れる」

　目を輝かせながら龍神社長はきっぱり言いきった。

　この人はどうしてここまで自分に自信を持てるのだろう。なんだか羨ましい。

「売れなかったらどうするんですか？」

　私の否定的な言葉に、俺様社長がちょっとキレる。

「売れるに決まってる。じゃあ、賭けをしよう。売れなかったら全社員の前で土下座して謝る。売れたら……お前をもらうからな、橘 美優。覚悟しておけよ」

「な、なに言ってるんですか？　そんな賭け、無効です！」

　社長の一方的な言葉に動揺してどもる。

『お前をもらう』なんて……私は物じゃない。

「反論は受けつけない。お前もいい加減、自分の本能に従えよ」

　龍神社長が目を細めて私を見下ろす。

「……本能に？」

「美優」

　私の名前を優しく囁ささやいたかと思うと、社長が身を屈めて座ったままの私に顔を近づけた。

　彼の唇がゆっくりと私のそれに重なる。私が抵抗しないことがわかると、彼のキスは激しくなった。社長の唇の熱が伝わってきて、そのまま流される。

　理性を失いそうなほどのキスに応えていると、急に彼は私から離れた。そして勝ち誇ったような笑みを浮かべて、私を見据える。

「ほら、これがお前の答え」

「違う！」

　私は認めない。この人のことなんか好きじゃない。

「せいぜい悩め。でも、俺は待たないぞ」

「龍神玲王、あなたなんか大嫌い！」

「もうキスを四回もした仲なんだ。玲王でいい」

　彼が含み笑いをする。

「三回の間違いでしょう!?　勝手に増やさないでよ」

「数えてたのか？　でも、残念。間違いなく四回だ」

　悪びれもせず、彼は楽しげに笑って私の反応を面白そうに眺めている。

「寝ぼけてるんじゃないの？」

「それはお前。次に寝言を言う時は、絶対俺の名前を言わせるからな」

「なんなのそれ？　わけわからない。あなた頭おかしいんじゃないの？」

　寝言って……前に過呼吸で倒れた時？　私、なにを言ったの？　それよりも……まさか私が倒れた時に勝手にキスしたの？

　私の顔からサーッと血の気が引いていく。

「あなたじゃない、玲王だ。忘れたキスが気になるなら、いつでも再現してやる」

　玲王は私の耳元で悪戯っぽく囁くと、私の髪に軽く口づける。

「弟によろしく伝えろよ。他の奴には言わないから安心しろ」

　私は、そう言い残して歩きだす玲王の後ろ姿を睨みつけた。

　誰があなたみたいな俺様にキスの再現なんか頼むもんですか！

　からかわれているみたいでムッとする。

「あなたなんか好きじゃない」

　玲王の背中に向かって小さく呟く私の声は、彼にはもう届かない。

　私は恋なんかしない。恋なんかしたくない。

　玲王も他の誰も絶対に好きになんかならない。

　そう自分に言い聞かせながらも、彼がいなくなって寂しいと感じる私は、どこか矛盾している。

　玲王がくれたルージュを、思わずぎゅっと握り締めた。










火種［玲王ｓｉｄｅ］




　外の空気が吸いたくなり、俺は片岡にはなにも言わずひとり屋上に向かった。屋上の壁に寄りかかりながら空をしばらく眺めたあと、手に持っていた報告書に目を通す。

　これは、興信所に依頼していた高橋大河の調査報告書。

　奴の挑戦的な視線を感じた時からずっと気になっていた。

「やはり……な」

　結果は黒。俺の勘は正しかった。

　美優はこのことをわかっているのだろうか？　彼女は高橋大河にずいぶんと心を許しているように思えるが……。

「ただの戸籍上の弟。血の繋がりはない」

　つまり、あれもただの男だと知った今、俺の心中は穏やかじゃない。

　高橋大河。本名は橘 大河。

　奴が三歳の時に母親が交通事故で死亡し、五歳の時に奴の父親と美優の母親が再婚。家族仲はよかったらしいが、再婚の二年後に美優の母親が癌で死亡。

　その後、ずっと父親と美優と三人で暮らしていたが、平穏だった生活は彼が大学一年の時に終わりを迎える。父親が交通事故で他界し、経済的理由から芸能界入りした。それからは美優とは別々の生活をしていたようだ。

　だが、三年前に美優がストーカーに襲われたため、彼女を自分のマンションに呼んで再び一緒に暮らすようになる。ひとりで外出できなくなった美優の送迎を事務所の人間にやらせるため〝ダメなら他に移る〟とかなり脅して社長を説得したらしい。

　もうシスコンの域を超えてるだろ。奴が美優を姉と思ってないのなら、これはスキャンダルの火種になりかねない。

　なんとなく胸の中がもやもやする。高橋大河をモデルに起用したのは間違いだったのだろうか。

「そろそろ戻らないと片岡に怒られるな」

　踵きびすを返して社長室に戻ろうとした時、偶然にも暗い表情で空を眺める美優の姿を見つけた。

　多分仕事が上手くいっていないのだろう。

　美優を異動させてから、あの宣伝部の女部長が毎日彼女の文句を言いに社長室にやってくる。

　俺の我がままで異動させたのだから、俺の一存でまた研究室に戻してやってもなんら問題はない。

　だが……それで美優は本当に救われるのだろうか？

　彼女はずっと殻に閉じこもったまま、なんの刺激も楽しさもない世界にい続けようとする。きっとストーカー被害に遭ったことが原因だろう。前に起こった過呼吸も、多分俺が言い渡した異動により、慣れないひとり歩きをしたせいだ。

　男を恐れているのに、美優の目は俺になにかを訴えているように感じる。

〝私を見て〟と。

　めんどくせー女。本当にそう思う。

　相手を気遣いながら接するなんて俺の柄じゃないし、女なんていくらでもいるんだから、面倒なら捨ててしまえばいい。

　でもいつの間にか、おもちゃとして側に置いておくはずだった彼女の瞳に、完全に捕縛されている。

　そんなことをぼんやり考えていると、不意に彼女の声がした。

「やっぱり会社……辞めようかな」

　気がつくと、俺は彼女に声をかけていた。

　美優は俺を見て顔をしかめたが、そんな表情もまた一興。彼女は俺に媚こびてくるような女どもとは違い、反応が素直だから、からかうのが楽しい。

　美優と言葉のやり取りを少し楽しんだあと、俺は彼女に一歩踏み込んだ。美優が怯えたらいつでもやめるつもりで、彼女に優しく口づける。

　ホント、俺らしくない。片岡がいたら俺を嘲笑っていただろう。よくわからないが〝愛いとおしい〟ってこういう感情なのか？

　自分よりも、美優の気持ちを大事にしたくなる。そっと包み込んで、俺が守ってやりたい。そして、彼女の中にある恐怖を取り除いてやりたい。

　――美優は俺から逃げなかった。

　戸惑いは感じていたようだが、俺が近づいても怯える様子はなかった。

　それを知った途端、やはり欲が出てしまい、美優が逃げないのを半ば確信しながら、二度も彼女の唇を奪った。自分のキスに応える美優を見て嬉しくなる。自制が利くうちに終わらせたが、本当は抱き締めて、もっとあの唇を味わいたかった。




　美優と別れて社長室に戻ると、片岡が眉間に皺を寄せながら仁王立ちで立っていた。

「どこで油売ってたんですか？　探しましたよ」

「ああ、悪い。ちょっと外の空気吸いたくなった」

　俺の言葉に片岡はますます不機嫌になる。美優とキスしてたなんて言ったら、小一時間説教を食らっただろうな。

「今日は会議がつまってるんですよ。無理してスケジュール調整したんですから、急にいなくならないでください」

「わかってる」

「そんな緊張感のない態度では、いつまで経ってもてっぺんなんて立てませんよ」

「そういえば、じじいの怪我の状態は？」

　片岡がぐちぐちうるさいので話題を変える。

「あなたでも気にするんですね。面会謝絶です。父以外は病室に入れないそうですよ」

　つまり……片岡の親父以外は誰もじじいの怪我の状態を知らないことになる。

「彬さんも見舞いに行ったようですが、会えずにそのまま帰ったそうです」

「ザマーミロって感じだな」

　俺の暴言に片岡が顔をしかめる。

「玲王！　そんな楽しんでる場合じゃないですよ。会長の入院が長引けばますます彬さんは……」

「好き勝手やるってか？」

「もうすでに動いてます。彬さん、フリージアと合併したらしいですよ。ホテル龍神にはブライダル部門もあるし、合併すると都合がいいんでしょうけど」

「……いよいよ俺を潰しに来たか」

　フリージアは化粧品業界で最近、急激に売上を伸ばしている新進気鋭の会社だ。

　うちではなくわざわざそこと合併したということは、俺になにか仕掛けてくるつもりなのだろう。

「面白がってる余裕なんてないですよ。どうするんです？」

「彬に敵と認定されるなんて光栄だな。俺からはなにもしない」

　こんな短期間に合併するなんて相当あくどいことをやっているはずだ。そのうち自分の首を絞めることになるのに彬もバカだな。

　じじいも一体なに企んでるんだか。面会謝絶ってことは病室にはいないのだろう。片岡の親父の指示で表向きそういうことにしているだけだ。今頃じじいは病院を抜け出して、自由を満喫しているに違いない。

「俺があんたを完全に隠居させてやるよ」

　上を向いてポツリと呟くと、片岡が首を傾かしげた。

「誰に言ってるのか知りませんが、まだボケるには早いですよ」

「わかってる。ほら、さっさと行くぞ」

「待ってたのは私ですよ。全く、我がままで自分勝手な人ですね」

　片岡は俺に見せつけるようにわざとらしく深い溜め息をついた。










弟の企み




　私が屋上で玲王とキスした次の日。

　ボーッとパソコンの画面を眺めながら宣伝部の自席でサンドイッチを食べていると、突然ポケットの中のケータイがブルブルと震えた。取り出して見ると、百合ちゃんからの着信。

「百合ちゃん、こんな時間にどうしたの？」

『ああ、美優さんよかった！　今、お昼休みですか？』

「うん、そうだけど」

　百合ちゃんの慌てた声が気になる。

『大河さんが、ペンダントを寝室に忘れたらしくて。あれがないと仕事できないってごねちゃってるんです。助けてください～』

　ペンダントって、大河が芸能界入りする時に私があげたクロスのネックレスのことだろうか？

『寝室に忘れたらしいんですけど、大河さんがプライベート空間だから美優さんに取ってきてもらってって』

「大河がごねるなんて珍しい。困らせちゃってごめんね、百合ちゃん」

『それで、今美優さんの会社の前に車停めてるんですけど、すぐに出てこれますか？　早くしないとＣＭの撮影始まっちゃうんです』

　行ってペンダントを取るだけなら、お昼休みが終わるまでに戻ってこれるだろう。

「わかった、今すぐ行くわ。本当にごめんね」

『いえいえ。でも、大至急でお願いします～』

　電話をすぐに切ると、走ってエレベーターに向かう。

　基本的にエレベーターは好きじゃないけど、そんなこと気にしている場合じゃない。

　幸い男性が乗ってこないまま一階に着くと、飛び出すように降り、走って百合ちゃんの乗っているバンを探す。

　あれだ！

　運転席にいる百合ちゃんが私に気づいて手を振る。

　車のドアを開けていつものように後部座席に座ると、百合ちゃんは本当に申し訳なさそうに謝ってきた。

「美優さん、お仕事あるのにごめんなさい。でも、本当に時間がないので急ぎますね」

「謝らないで。大河に会ったらちゃんと叱しかっておくからね」

「はは」

　百合ちゃんが乾いた笑いを浮かべる。

　マンションに戻り大河の寝室に入ると、ベッドの上に置いてあるペンダントが目に入った。

「なんで今日みたいな大事な日に忘れたんだろう？」

　用意周到で完璧主義者の大河にしてはありえないミスだ。

　急いで百合ちゃんの元に戻り出発すると、車が撮影所に向かっていることにふと気づく。

　……あれ？　ペンダントを百合ちゃんに渡せば、私が撮影所に行く必要はないのに。

「ねえ、百合ちゃん」

　私が運転席の百合ちゃんに声をかけると、彼女の肩がびくっと震えた。

「私、お昼休みが終わるまでに会社に戻らなきゃいけないの。それに、私が撮影所に行くのはマズいんじゃないかな？」

「で、でも……美優さんの会社に戻る時間はないんです。美優さん、ごめんなさい」

　百合ちゃんがどもりながら私に謝る。

　ちょっと待って、なんか怪しい……。百合ちゃんはなにをそんなにびくびくしているの？

　彼女はそのまま運転し続け、撮影所の前で停車した。

「ほ、ほら、美優さん、着きました」

「私は車の中で待ってるから、百合ちゃん渡してきてくれない？」

「それじゃあ意味ないんですよ。いいから、いいから」

　百合ちゃんは顔を強張らせながら車を降りると、私のいる後部座席のドアを開けた。

「意味ないってどういうこと？」

　そう百合ちゃんに突っ込むが、彼女は私の言葉を無視し、私の手を引いて強引に車から降ろす。

「美優さん、時間がないんです。早く」

「でも……私が姉ってのは公表してないし、行けないよ」

「大河さんの命令には逆らえません」

　百合ちゃんが嫌がる私を、無理やり撮影所の奥にある控え室まで連れていく。

　幸い宣伝部の面々には出会わなかったけど、このままここにいれば見つかって嫌味を言われるのは時間の問題だ。

　私がそんなことを考えていると、百合ちゃんが控え室のドアをノックした。

「百合です。美優さんを連れてきましたよ」

　ドアを開けた彼女に腕を引っ張られて中に入ると、大河がスーツ姿で椅子に座りながら優雅にコーヒーを飲んでいた。

　その光景に唖然とする。

　この余裕……ペンダントがなくてごねている人間とは思えない。準備はできていて、あとはスタッフに声をかけられるのを待つだけ、私にはそう見える。

「もう時間がないから早速始めてくれる？」

　チラリと私に目をやると、大河が近くにいたスタッフに声をかける。

「大河？」

「美優さん、着替えますよ」

　百合ちゃんが私を控え室の隅にあるフィッティングルームに連れていく。カーテンを閉めると、彼女はフックにかけてあるパープルの可愛いスーツを指差した。

「これに着替えてください」

「百合ちゃん、どういうこと？」

「時間がないので私、手伝いますね」

　そう言って百合ちゃんが私の服を脱がしていく。

「ちょ、ちょっと」

　ごまかさないでと思っていると、あっという間にスーツ姿にされ、今度はフィッティングルームを出て大河の側の椅子に座らされた。

「ちょっと、大河！　これどういうことなの？　説明して！」

「俺の相手役のモデルが今日風邪引いちゃって撮影に出られなくなってね。代役が見つからないって言うから、美優にやってもらおうと思って。監督にはもう話をしてオーケーはもらってる」

　大河が黒い笑みを浮かべる。

「冗談でしょう？　素人しろうとの私には無理よ！」

　どうして私が出なきゃいけないのよ！　モデルなんて他に腐るほどいるじゃない！

「美優が一番適任なんだ。他のモデルは今回はちょっとね」

　含み笑いをしながら大河が言葉を濁す。

「勝手に決めないで。絶対に嫌よ！」

「美優はただ立ってるだけでいい。あとは俺達に任せて。顔は口元しか映さないから大丈夫だよ」

「でも、……この撮影、キスするんでしょう？」

　姉弟じゃあ、ありえないよ。大河……一体なに考えてるの？

「俺はキスしないから安心して。角度でそう見えるようにするだけだから」

　大河は平然とした顔で言うが、急にこんなことになって私は不安でたまらない。

「全然安心なんかできないよ……」

「美優、時間がないんだ。諦めて」

　大河がチラリと腕時計に目をやり、少し困ったような顔をする。

「無理よ。私は女優でもモデルでもないもの」

「美優はこの高橋大河の姉なんだよ。姉さんならできる」

　どういう論理よ。素人の私がプロと同じように演技できるわけないじゃない。

「大河、最初から企んでたんじゃないの？　モデルが風邪引いたなんてのも嘘でしょ。ネックレスの話も私をおびき出すためよね。なんでこんなことするの？」

「美優には荒療治が必要だからさ。俺は姉さんの将来が心配なんだ。このままだと行かず後ご家けになるよ」

「だからって、物事には限度ってものがあるわ」

　いくら私の殻を破るためでも、わざわざＣＭに出させる弟がどこにいるのよ。

「いい？　撮るのは二パターン。最初は会社のエレベーターで待ち合わせをする恋人同士。美優が待ってて、俺はエレベーターの中にいる。扉が開いたとこで俺が美優をそのまま中に引きずり込んでキスするフリをするから。次が雨のシーンで、泣いて走り去る美優を捕まえてキスをする」

　大河は私の気持ちを無視して撮影内容を説明する。

「立ってるだけじゃないじゃない！」

　私に演技しろなんて、無茶振りもいいところだ。

「そんな突っ込みしてくるなんて意外と冷静だね。ヘアメイクさんも待ってるし、ちゃんとお化粧してもらいなよ」

　怒っている私とは対照的に、彼は涼しい顔をして私を見る。

「大河！」

　私が声を荒らげて大河を睨みつけると、彼の横にいたヘアメイクさんが私に近づいてきて優しく声をかけた。

「監督が待ちくたびれてるみたいなので、じっとしててくださいね。肌も綺麗だし、そんなに時間はかかりませんよ」

　彼女は有無を言わせぬ表情で、私の顔に化粧を施していく。

　そのあいだ私はずっと、なにかにすがるように、玲王にもらったルージュを握り締めていた。

「美優、眉間に皺が寄ってる。老けるよ。怖がってないで鏡見てごらんよ」

　大河に言われ渋々鏡を見ると、そこには見慣れぬ女の姿。ブラウンのアイラインとアイシャドーで強調された魅惑的な瞳に、艶やかに輝くピンクの唇。

　自分だとは思うけど、化粧でこんなに変わるとは……やっぱりプロの腕は違う。

「すっごく綺麗だよ。姉にしとくのはもったいないくらい」

「冗談はやめてよ」

　私は鏡の中で微笑む大河を睨みつけた。

「髪留め取りますね」

　ヘアメイクさんはバレッタを取って髪を丁寧にアイロンがけしていき、最後に彼女は満足げに呟いた。

「はい、完成です」

　私の仕上がりを見た大河も「うん、完璧だね」と、腕を組みながら頷く。

　ただひとり納得いかないのは私。

　ブスッとしていると、大河が意地悪な目をしてとんでもないことを言った。

「そんな顔してると、本番で本当にキスするよ」

「た、た、大河！」

　姉弟でキスなんて冗談じゃない。

　私が口をパクパクさせていると、大河が私の両肩に手を置いた。

「落ち着いて、美優。美優がちゃんとしてくれたらキスしないから」

　悪魔な表情でにっこり微笑しながら弟が私を脅す。

　二十年以上一緒にいて、初めて知る大河の別の顔。

　この子……一体誰？　本当に大河なの？　腹黒いと感じたことはあっても、それは他人に対してだけで……。ああ、もうわからない。

　私の頭はすでにオーバーヒートしている。

「美優の作ったルージュのＣＭだよ？　その唇で男も女も魅了してみな」

　そう言う大河に腕を引かれながら控え室を出て、廊下を数十メートル歩くとスタジオに着いた。

　監督やその他のスタッフもみんな待っていたようで、周囲の視線が一斉に大河と私に向けられる。隅でじっと私達を見ていた玲王や宣伝部の人達も、女性モデルが私だと気づいたのか、唖然とした表情で私の顔を凝視していた。

　もうみんなにバレてる……。どうするのよ？　あとで絶対、田辺部長達からなにか言われる。ああ、もう最悪。

　私の顔は真っ青になり、できることならこの場からすぐに逃げだしたくなった。

　でも、私を熟知している大河は私の腕を掴んで離さない。

「言ったろ？　ちゃんとやらないと本当にキスするよ。もう逃げちゃダメだからね、姉さん」

　大河の眼光が鋭くなる。

　これは……弟の最後通告だ。

　がっくりとうなだれ、渋々スタッフに案内された立ち位置に立つ。

　わけもわからぬうちに監督の声がして、撮影が始まった。

　私がボーッと立っていると、エレベーターの扉が開いて中にいた大河と目が合った。

　次の瞬間には、彼に手を掴まれ、そのまま中に引きずり込まれる。

　全然知らない大河の表情。完全に演技に入っているその視線は、初めて私に向けられるもので……。

「会いたかった」

　本当の恋人のように愛おしげに私を見つめると、大河は私の両肩に手を置いて顔を近づける。

「た……いが？」

　本当にすれすれのところまで大河の唇が近づいてきて、思わず声が出た。

「目、閉じて」

　大河が小声で言って私をそっと抱き締める。

　キスされる!!

　そう思って目を閉じたけど、大河の唇が私のそれに重なることはなかった。

　そっと目を開けると、そこには愛おしそうに私を見つめる大河の顔。

　私が呆然としていると、監督からカットの声がかかった。

「最初にしてはよく頑張りました」

　微笑みながら私の頭を撫でる大河の顔は、いつの間にか私が知っているいつもの弟のものに戻っていた。

　さっきのは本当に大河だったのだろうか。

　私がそんなことを考えていると、玲王の視線を感じた。

　お願い、そんなじっと見ないで。彼と目が合って咄嗟に逸らしちゃったけど、変に思われたよね、きっと？　もう、どうするの！

　私を巻き込んだ張本人は、監督と談笑しながらモニターチェックをしている。

　問題のキスシーンはモニター画面では本当に唇が重なっているように見えて、私の気持ちは複雑だった。

　弟とキスシーンって……。

「さすが高橋大河だね。いい表情してる。次のシーン行こう」

　監督にあっさりオーケーをもらい安堵する私をよそに、大河はまたもやとんでもないことを言いだした。

「監督、俺から提案があります。雨のシーンは龍神社長でいきませんか？」

　大河の提案に、みんなが固まる。

　でも、大河だけは余裕の表情で玲王のほうに歩きだした。

「龍神社長はイケメンだし、俺との対比でＣＭ流したほうが面白いと思いますよ。どうです、社長？」

「俺は役者じゃない。やるつもりはない」

　玲王が冷めた表情ではっきり告げると、大河は口角を上げながら玲王になにかを耳打ちする。

　一体なにを言っているの……？

　大河が玲王から離れると、玲王はじっと私のほうを見る。それから一瞬大河を睨みつけ、溜め息交じりの声で言った。

「いいだろう」

　玲王の答えを聞くと、大河は悪魔のように微笑んだ。

　もう、これから一体どうなるの！










冷たいキス




「美優さん、雨のシーンは赤いワンピースになります」

　百合ちゃんに手を引かれ控え室に戻ると、彼女が私に深紅のワンピースを見せた。

「アンジュの社長さんて格好いいんですね。龍神玲王っておっしゃいましたっけ。彼がライオンなら大河さんはトラ。どっちも肉食系だあ」

　百合ちゃんは妄想の世界に入っているのか、ひとりニヤニヤしながら嬉しそうにしている。

　でも、私にそれを突っ込む余裕はない。

　大河は一体なにを考えているの？　私だけじゃなく玲王まで巻き込んで……。もう本当にわからない。

　赤いワンピースに着替えると、今度はヘアメイクさんが化粧を少し変えた。ルージュもワンピースに合わせて深紅に近い色のものを筆で塗っていく。

　大河は私が逃げると思ったのか、後ろでずっと見張っている。でも私にはもう抗う気力はなく、意思のない人形のようにじっと化粧が終わるのを待っていた。

　大河はあの時……玲王になんて耳打ちしたのだろう。あの俺様玲王に〝うん〟と言わせるなんて余程のことだ。玲王の気持ちをあんなにすぐ変えさせるなにかなんて、すぐには思いつかない。

　ほとんど初対面に近いのに、どうして玲王をＣＭになんか引っ張り出したの？

「美優、なに考えてるの？」

「それはこっちの台詞。大河はなに考えてるの？　宣伝部のみんなには、モデルが私だってきっともうバレてるし、明日どんな顔して会社に行けばいいのよ」

　こっちはこれからどうしたらいいのか頭を悩ませているのに、大河は相変わらず悔しいくらい落ち着いている。

「そうだね。龍神社長も美優だって気づいてるしね」

「大河……私、もうできないよ」

　私が弱気な発言をしても、大河の態度は冷ややかだった。

「賽さいは投げられた。もう逃げられない」

　冷たい表情で大河が私に告げる。

「龍神社長も他のスタッフも美優を待ってる。ほら、行くよ」

　大河に腕を掴まれ控え室を出ると、スタジオまで連れていかれる。

　今日の大河はやっぱりいつもと違う。いつもならもっと私の気持ちを尊重してくれるのに、どうしてこんなに突き放すの？

　大河に腕を離され、私はスタッフに指示された立ち位置に立った。

　衣装に着替えたのか、ダークグレーから紺色のスーツに変わった玲王が、少し離れた位置で私を見ている。

　雨の準備もオーケーのようで、あとは私の涙待ち。

　でも……。女優じゃないのにそんな都合よく涙なんて出てこない。焦あせれば焦るほど、どうやって泣いていいのかわからなくなる。

　何十分経過したのだろう。次第にみんながイライラしてくるのを肌で感じた。

　ああ、このまま消えてしまえたらいいのに。

「泣くのにどんだけ時間かかってんだ！」

　痺れを切らした監督の怒号にびくりとして、改めて泣くのを試みるが涙なんて一滴も出てこない。早く泣かなきゃと精神的に追い込まれ、息が苦しくなる。

「あっ……」

　ヤバい。またこんなところで過呼吸なんて絶対にダメ！

　でも、気だけが焦ってまた目眩がしてきた。こんなに空気を吸っているのに酸素が足りない。

「美優！」

　異変に気づいた玲王は私に駆け寄ると、また私を抱き締めて、耳元で優しく言った。

「この前と同じだ。一回呼吸を止めろ」

　彼の声に従って息を止める。

「今度はゆっくり吐け」

　私の様子を見ながら玲王が言う。

「今度はゆっくり吸え」

　玲王の落ち着いた声に安心し、言われるまま吸って吐いてを繰り返すと、過呼吸は治まった。

「もう大丈夫だな？」

　玲王が優しい目をして私の瞳を覗き込む。

　私がコクリと頷くと、それを見ていた監督が苛立ったように声を荒らげた。

「モデルは変更だ。病気のモデルなんて使えん！」

　監督の言葉に身体が震える。

　そんな私を気遣いながら玲王が私の髪をそっと撫で、監督に向かって冷たい声で言った。

「モデルの決定権は俺にある。勝手な変更は認めない」

　監督はそれを聞いて苦い顔をしたまま黙り込む。

　現場の雰囲気は最悪だった。

　そこにずっと静観していた大河が割って入る。

「監督、俺に十分くれませんか？　彼女を泣かせてみせますよ」

　大河は監督に向かって余裕の笑みを浮かべると、私の手を掴んだ。

「おい！　今、無理にやらせればまた過呼吸になるかもしれないぞ」

　玲王が大河を睨みつけるが、大河は全く動じない。

「大丈夫。龍神さんもいるし、対処できる人間がいれば問題ないでしょ。美優、おいで。これは美優の会社の社運がかかった仕事だよ」

　大河の目は氷のように冷たい。

　でも、社運と聞いて玲王の抱擁をゆっくり解いた私は、大河に手を引かれ、また控え室に戻った。

「美優、座って。なにか悲しいことを思い出してごらん」

　大河が近くにあった椅子を指差すと、私は言われるがままそれに腰かけて、立っている大河を見上げる。

「そんな急に言われても……」

「じゃあ、俺が言おうか」

　大河の目が妖しく光る。

「大河？」

「母さんが……美優の母さんが亡くなった時のこと、覚えてるよね？　あの時、美優は全く泣かなかった。なんでかな？」

「……それは……」

　どうしてつらい過去をわざわざ掘り返そうとするの？

「家庭が壊れるのを恐れてたんだよね。泣けば捨てられると思ったんだろ？　美優は俺と父さんとは血が繋がってなかったから」

「大河、やめて！」

　それは、私にとってはパンドラの箱で……。私が耳を塞いでも大河の容赦ない言葉が私の胸に突き刺さる。

「〝俺とは血の繋がりがない〟って認めるのが怖くて、本当の姉弟だって思い込もうとした」

「そんなことない。私はちゃんと認めてる！」

「いいや、美優は受け止められてない。その事実からずっと目を逸らしてる。もう〝家族ごっこ〟はおしまいだよ」

「家族ごっこ？」

　大河の言葉に目の前が真っ暗になる。

「そう、家族ごっこ。弟でいるのはもう飽きた。血の繋がりがない以上、俺と美優はただの男と女」

「そんなことない！　大河と私はずっと仲のいい姉弟――」

　私が言い終わらないうちに、大河の顔が急に近づいてきて唇を奪われた。

　冷たいその唇。

　本当にキスするなんて……。

　私は大河の突然の行動に驚きを隠せず、気がつくと平手で大河の頬を叩いていた。

「嫌！」

「美優、俳優の顔は叩いちゃダメだ。大事な商売道具なんだから」

　諭さとすような口調で言うが、大河の目は相変わらず冷たい。

「……ひどいよ、大河」

　私は大河のキスと、彼の顔を叩いてしまったことにショックを受けていた。

「これでわかったろ？　俺も男だってこと」

「嘘つき！　キスはしないって言ったのに」

「撮影ではね」

　大河は悪魔のような笑みを浮かべた。

「大河は私の弟なんだよ。どうして今さらそんなこと言うの？」

「もう、うんざりなんだ。俺だって男だし、好き勝手やりたい。一緒にいると美優が邪魔なんだよね」

「邪魔……」

「もう弟に寄生するのはやめてよ。これからは俺も美優のことを姉とは思わないから」

　そう言って大河は私がプレゼントしたクロスのネックレスをスーツのポケットから取り出すと、私に見せつけるようにゆっくりとゴミ箱に捨てた。

「大河……」

　捨てられたネックレスが自分のように思えてつらかった。

「今すぐマンションを出ていけとは言わない。でも、年末までには出てってくれる？」

　氷のように冷たい大河の視線。

　目頭が熱くなって涙が込み上げてくると、大河は腕時計を見て冷淡に言った。

「もうすぐ約束の十分だ。手間かけさせないでよ」

　大河に乱暴に手を引かれ、みんなのところへ戻る。

　涙が今にもこぼれ落ちそうだった。

「監督、いいですよ」

　大河は監督に声をかけると、私の背中を押した。

「じゃあ、始めるぞ」

　監督の声でみんな所定の位置につく。

　混乱している私は人工の雨が降る中、わけもわからず泣きながら走った。

　今まで過ごしてきた日々はなんだったのだろう。

　大河は『家族ごっこ』と言った。あんなに笑って過ごした日々も彼にとっては全て演技だったのか……。

　切なくて胸が痛い。今の私はボロ雑巾みたいだ。

　泣き崩れそうになった時、玲王に腕を掴まれ振り向かされた。

「待てよ」

　玲王が私の顎に手をかけ、唇に口づける。

　私の冷えきった心を温めてくれるような熱のこもったキス。

　どれくらいキスをしていたのだろう。

　私が少し落ち着いたのがわかったのか、玲王は私を強く抱き締めた。

　雨はとても冷たいのに、彼の腕の中はとても温かくて……。監督のオーケーの声がかかっても、私はしばらく玲王のスーツをぎゅっと掴んだまま離れなかった。彼にすがりついて、現実から逃げたかったのかもしれない。

「どうした？　あいつになにを言われた？」

　私の頬に手を添えながら、玲王が優しく聞いてくる。

「……家族ごっこはおしまいだって」

　私は笑ってみせる。

　もうなにを信じていいのかわからない。信じられるものなんてあるのだろうか。

「これで……本当にひとりぼっちになっちゃった」

　玲王に向かって微笑すると、ひと筋の涙がこぼれた。

　その涙を彼が指でそっと拭う。

「今日のお前は疲れきってるから、ゆっくり休め」

　俺様な言い方なのに、優しく聞こえるのは何故なんだろう。

　玲王の顔をじっと見つめていると、大河が花束を持って現れた。

「いつまでいちゃついてるつもり？　撮影はもう終わったよ。これは今日一番の功労者に」

　大河が意地悪く笑いながら、持っていた花束を私に手渡す。

　これは多分、うちの宣伝部が大河のために用意したものだ。

「こんなのいらない！　着替えてくる」

　大河に花束を突き返すと、私は走って控え室に戻った。今日はもう大河の顔を見たくなかった。いや、もしかしたらこれからずっと見られないかもしれない。

　私の安らぎの場所はもうなくなってしまったのだ。永遠に……。
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「あーあ、せっかくの花束無駄にしちゃったな」

　くしゃくしゃになった花を見て高橋大河が苦笑する。

「お前、あんな風に泣かせて一体なに考えてるんだ？　本当の姉じゃなくても大事な女だろ？」

　俺は濡れた身体をタオルで拭きながら、奴に問う。




　撮影所に着いて、高橋大河と一緒に現れた女性モデルの姿を見た時は驚いた。

　黒く長いストレートの髪に化粧を施された綺麗な顔。

　誰かなんて聞く必要はなかった。聞かなくたってわかる。あそこにいるのは……。

『……美優……』

　高橋大河は俺と目が合うと、企み顔で微笑んだ。

　美優を引っ張り出してきたのはお前か……そう確信した。

　彼女と奴のキスシーンを目まの当たりにした時は、かなりムカついた。本当にしていないとはいえ、あそこまで絡まれるとイライラする。完全に嫉妬だ。

　そんな俺を見てほくそ笑んでいた高橋はかなり性格が悪い。俺が美優に気があるのをわかっていて見せつけているのだ。そして、奴は俺に挑戦状を叩きつけてきた。

『龍神さんがやらないのなら、今度はホントに美優にキスしますよ』

　雨のシーンに移る時、高橋は俺にそう耳打ちし、俺の表情を探るように見てきた。

『いいだろう』

　俺は渋々了承した。




　高橋には俺の答えなんて聞かなくてもわかっていたはずだ。美優と俺をこの撮影に引きずり込んだことも、美優を泣かせたことも、全ては奴の計画通りだったのだろう。

　だが、あいつの意図がわからない。

　自分の大事な女と他の男とのキスシーンをお膳立てする男がどこにいる？　それに、美優は見ているのがつらくなるくらい絶望に打ちひしがれていた。撮影のためとはいえ、あそこまで彼女を追い込む必要があったのだろうか？

　俺が高橋を見据えると、奴は笑った。

「ふふ。血の繋がりがないって知ってるんだ？　俺のこと調べたんだろうけど、なにもかもお見通しってわけ？」

「俺にはお前が理解できない。二十歳過ぎたいい大人が今頃反抗期か？」

　俺が高橋を皮肉ると、奴は俺を鋭い眼光で睨みつけてきた。

「龍神さんに理解なんてされたくないよ。勝手に精神分析しないでくれる？」

「だったら子供みたいな真似するな」

「こっちの事情を全てわかってるつもりだろうけど、龍神さんに俺の気持ちは理解できないよ」

「結局のところ、お前はなにがしたいんだ？」

　俺の質問は高橋の瞳に暗い影を落とさせた。

「……美優に弟離れさせたい。それだけだ」

「姉離れの間違いだろ？」

「違う！」

　高橋はムキになって否定するが、奴の余裕のない表情で俺は確信した。

「図星だろうが。なら、どうしてそんな悲しい目をしてる？」

「……うるさいよ。顔に似合わずお節介だよね」

　これ以上突っ込まれたくないのか、俺から視線を逸らす。

　多分、俺には知られたくないのだろう。俺だけじゃない、他の誰にも。特に、美優にだけは知られたくないに違いない。

「美優はあなたに惹ひかれてるかもしれないけど、やっぱり俺はあなたが嫌いだよ」

　そう言って高橋は少し悲しそうに笑った。

「嫌いで結構。好かれるほうが気持ち悪い」

「龍神さんらしいね。あなたは敵を増やしそうなタイプだけど、そうじゃない。敵をも魅了して味方にする、そんな人だ。あなたなら……美優を任せてもいいかな」

　高橋が俺の顔をじっと見ながら腕を組む。

「は？　どういうことだ？」

　俺が片眉を上げると、高橋は黒い笑みを浮かべた。

「約束を破って悪いけど、俺、控え室で美優にキスしたから」

　舌をペロッと出すその顔に全く反省は見られず、怒りを通り越して呆れる。

「お前は……」

「まあ、許してよ。俺としても予定外だったわけなんだから。きっとこれが最初で最後だよ。むしろ今までずっと自制してきたんだから、褒めてもらいたいくらいだね」

　悪びれもせず、高橋は恩着せがましく言ってくる。

「誰が褒めるか。開き直るな、バカ」

「あなたにバカって言われるとムカつくんだけど。大体人のこと気にしてる余裕はないんじゃないの？」

　高橋が俺に意味ありげな視線を投げる。

「なにが言いたい？」

「俺の俳優仲間がフリージアのＣＭモデルをやるらしい。男がメインモデルなんておたくと一緒だよね。コンセプトも一緒。情報漏れてるんじゃない？」

「……まさか」

　うちの情報が漏れてる？　じじいが【ふるいにかけろ】ってメールしてきたのはこれのことなのだろうか？

「ＣＭ発表の日にち、前倒ししないといくら俺がモデルでもマズいことになるよ」

「お前もたいした自信家だな。ご忠告感謝するよ」

「物心ついた時から演技してるからね」

　高橋が寂しげな笑みを浮かべた。

「お前が俺をＣＭに引っ張り出したのは、それも理由のひとつか？」

「話題性はあったほうがいいでしょ？　俳優として、自分が関わった商品は必ずヒットさせたい。俺、やるからにはとことん勝ちにこだわるタイプなんだ」

「同感。お前、役者にしておくのもったいないな。俺の右腕に欲しい」

　俺が真顔で言うと、高橋は心底嫌な顔をした。

「冗談きついよ。それより、今日、美優を俺の家まで送ってってくれないかな？　美優がひとりで外を出歩けないってことは、もう知ってるでしょう？　俺は今日暴走したから、一度事務所に戻って社長に説明しなきゃいけないんだ。それに、美優も今日は俺の顔を見たくないだろうから、俺は別のとこに泊まるつもり。美優は龍神さんになら触れられても怖くないみたいだし、なによりあなたに心を許してるから、大丈夫だと思う」

　言いながら、高橋が少し悲しそうに笑う。

「美優と気まずくなったのは、自業自得だろうが。でも、俺をそんなに信用していいのか？」

「悔しいけど、龍神さんしかいない」

　高橋は歯がゆくて仕方ないのだろう。

「玲王でいい」

　俺の言葉に高橋が固まる。

「え？」

「ある意味同志だからな、大河」

「その呼び方……俺はまだ許可してないし……。とりあえず美優を任せたけど、襲うなよ。今日は水に濡れて身体が冷えてるだろうから、温かいお風呂に入れてあげてね。あと、ブランデーでも飲ませて眠らせてあげて。それから……」

「まだあるのかよ。お前、相当過保護だろ」

　俺が呆れて突っ込むと、大河はフッと微笑した。

「絶対、美優を泣かすなよ」

　その言葉にどれほどの思いが込められているのだろう。

　それは、大河本人にしかわからない。

　こいつの代わりに俺が美優を守りたい……そう思った。

「ああ、約束する」

　それを聞いて安心したのか、大河は突然爆弾発言をした。

「玲王。俺、年末に渡米するから」
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　俺には姉がひとりいる。ひとつ年上の血の繋がらない姉。

　綺麗で優しくて料理上手だけど、たまに抜けてて……それでいて凛としているところもあって。芸能界に入って何年も経つけど、美優以上に綺麗な人は見たことがない。身内びいきと言ってしまえばそれまでだけど……。

　俺にとって美優はひと言では言い表せない。姉であり、母親であり、妹であり、時には……恋人。要するに、それくらい自分にとって大事な存在なのだ。

　出会った最初の頃は背もほとんど同じで、歳もひとつしか変わらなかったから、毎日仲良く遊んで過ごした。寝るのもご飯を食べるのもお風呂に入るのも全部一緒で、側にいるのが当たり前だった。

　美優の母親が亡くなった時、美優は一番つらいはずなのに、俺と親父の前では絶対に泣かなかった。それを見て、多分俺の中でなにかが変わったんだと思う。

『僕が美優を守るから、安心して寝ていいよ。僕は美優を置いて絶対に死なない』

『大河、ずっと家族でいてね。約束だよ』

『うん、約束する』

　眠れぬ美優の布団に一緒に入り、そう言って慰める日々が続いた。泣かない美優を見ているのがつらくて、どんなことがあっても守らなければと、この時心に誓った。

〝美優の男になりたい〟って思ったことがないと言えば嘘になる。でも、美優が望んでいるのは俺が家族でいることだ。俺にとっては美優を守ることがなにより大事だから、どんなに誘惑に負けそうになっても、結局は自分に与えられた〝弟〟の役を演じ続けた。

　そうして、平穏な日々を過ごしてきたが、親父が交通事故で亡くなると、俺は選択を迫られた。

　あんなに毛嫌いしていた芸能界だったけど……美優の生活を守るため、俺は自分のプライドを捨てた。

『美優。俺、芸能界入るから』

　俺は笑って美優に宣言した。

『本気なの？　スカウトされても嫌がってたのに』

　美優は反対したけど、美優に働かせるくらいなら俺が稼ぐ。

　幸いにも俳優という職業は俺にとって天職だった。それもそのはず、俺は弟という役をずっと演じ続けてきたのだから。

　運にも恵まれ、出演作が次々とヒットし、俺の名前は世間に知られるようになった。今は金にも困っていないし、普通の暮らしをしていけば、美優を一生養えるだけの蓄えもある。でも、美優にはそのうちいい人を見つけて幸せになってほしい。三年前の事件が起こるまでは、自然とその日は来るだろうと思っていた。

　だけど、あのストーカー事件で、美優の生活は一変した。

　彼女は美しく着飾ることを罪だと思い込んで、化粧を一切しなくなった。そして俺以外の男との接触に恐怖を感じるようになり、まだ野放しのストーカーの存在に怯え、ひとりではコンビニにさえ行けなくなった。

　そんな美優が心配で俺のマンションに住まわせ、事務所にも協力してもらい、彼女をこの三年間守ってきた。

　でも、このままでいいわけない。こんな怯えた生活をずっと続ければ美優の精神だってそのうちおかしくなる。考えてみればもう潮時だったんだ。

　多分、俺達は互いに依存し合っているから、それを断ち切らなければ俺達の……いや美優の未来がない。

　だから美優の口から玲王の話が出た時、俺は希望の光を見出した。

　そして美優を送ってきた玲王を見た俺は、彼女から離れることを決意したのだ。数年前からハリウッドからオファーが来ていたし、受けるなら今しかない。

　ずっと気がかりだったのは俺がいなくなったあと、誰が美優を守るかだった。でも、玲王になら美優を任せられそうだと思った。彼はそれだけの力を持っているし、彼以上の人間なんて他のどこを探してもいないだろう。

　その考えに至る時にはもう迷いはなかった。たとえ自分が美優に憎まれても、彼女のためならなんでもできる。悪魔に魂を売ってもいい、そう思っていた俺は、運命のように舞い込んできたＣＭの話を受けることにした。

　美優を変えるためだったら仕事も利用するし、玲王だって巻き込んでやる。生ぬるいやり方じゃなく、逃げられないところまで追いつめて、美優の世界に変化を与える。強烈な変化を。

　そして全ては俺の計画通りに運んだ。

　ラッキーなことにＣＭの相手役は、事務所の新人モデルだったから、俺は彼女に当日は風邪で休むようこっそり根回しをし、当日、監督には『代わりにいいモデルがいる。クライアントのＯＫも出ているから』と紹介した。監督とは何度か仕事をしていて信頼されていたから、代役の件はすぐに了承された。

　でも、美優が過呼吸になって、玲王に抱かれるのを見た時、正直胸がチクンと痛んだ。それが、ずっと抑えていた俺の男の部分を目覚めさせてしまったのかもしれない。

　気がつけば美優の唇を奪っていた。

　もちろん俺のシナリオにはなかったことで、本当はただ厳しく突き放してそのまま嫌われる予定だった。

　男の本能で動くなんて、俺は役者としてまだまだだなって思う。

　美優と玲王のキスを見た時も冷静ではいられなかった。だが、見なければ自分が美優から離れられない。

〝俺は必要ないんだ。もう必要ない〟

　自分に暗示をかけるように頭の中でその言葉を繰り返す。

　美優を騙すのはつらかったけど、これでよかったんだと思う。

　マネージャーの脇坂さんは俺の暴走に激怒して、今は事務所の社長に状況説明をしに行っている。

　俺もあとで社長にたっぷり怒られるだろう。

「渡米するって、もしかしてハリウッドか？」

　玲王は頭の回転が速く、多くを語らなくても察してくれるのでこちらとしても楽だ。

「そう。前々からオファーはあったんだけど、今回はシナリオも面白いし、いい役なんだ」

　美優を守るために役者になったけど、この機会に自分の力を試してみたいと思う。

「そうか。美優はそのことを知ってるのか？」

「美優にはまだ内緒にしてて。これ以上動揺させたくないから」

　今の美優に俺の渡米のことを伝えれば、彼女はもっと混乱するだろう。

「行く前に必ずお前の口から伝えろよ。俺からは言わないからな」

　玲王が真摯な表情で俺を見る。

　それで、美優に対する自分の気持ちにきっぱりケリをつけろって？　……ホント、人がよすぎるよ。

「わかってる」

　俺はフッと微笑すると、軽く頷いた。

「拠点をロスに移すなら、俺の家を使うといい。立地は最高だし、部屋数もあるし、色々と便利だぞ」

「……あんまり優しくされると気持ち悪いんだけど。ひょっとしてもう兄貴面してんの？　まだ美優の恋人でもないのに？」

　俺がクスッと笑うと、玲王は面白くなさそうな顔で言った。

「うるさい。時間の問題だ」

「どうだか？」

「言ってろ。俺も着替えてくる。美優のことは心配するな」

　玲王は不敵な笑みを浮かべると後ろ手を振って、俺とは別の控え室のほうへ向かっていく。

「泣かしたらぶん殴る」

　玲王の背中に向かって呟くと、声が届いたのか一瞬彼は立ち止まった。

「好きにしろ」

　その言葉を聞いて、玲王には敵わないと思った。

　俺様のようでいて、懐に入れた相手にはとことん優しくするし、困っている人を見たら放っておかない。玲王には面と向かって〝嫌い〟と言ったけど、話をしてみるといい奴だし、人を魅了してやまないあのカリスマ性……美優が惹かれるのもわかる。

　美優の口から玲王の話が出た時、彼に美優を任せても大丈夫か気になった俺は、玲王のことを調べてみた。

　経済界の噂では、龍神グループの会長はずいぶんと彼を可愛がっているらしい。

　アンジュは会長である龍神 学が最初に設立した会社だ。その社長になるということは特別な意味を持つ。

　今落ち目のアンジュを立て直せれば、新参者の玲王の株は上がり、後継者として周囲に認められるだろう。




「あ～あ、花束こんなにしちゃってもったいない。これ、バラだからきっと一万はしますよ」

　俺が考え込んでいると、百合ちゃんが現れて床に散らばった花びらを拾い始める。

「ちょっと色々あってね。いいよ、そんなことしなくても」

「これも私のお仕事ですから」

　百合ちゃんが俺に向かってにっこり笑った。

　彼女の邪気のない笑顔を見ていると自然と癒される。

「社長が早く戻ってこいって電話で怒鳴ってましたよ。覚悟しといてくださいね」

「はは。まあ、減俸くらいは覚悟しとくよ」

　苦笑する俺に向かって、彼女は心配そうな顔で尋ねる。

「でも、いいんですか？　大事な美優さん、龍神社長に託しちゃって」

「聞いてたんだ？」

「……すみません。つい、大河さんのことが心配で……」

「そっか、ありがとう。美優のことはいいんだ」

　唇をぎゅっと噛み締めながら苦く呟く。

「そうですか」

「今日、俺……家に帰れないんだ。だから、百合ちゃん家に泊めてくれない？」

「ダメです！　ダメです！」

　俺のお願いが唐突だったのか、百合ちゃんがぎょっとした表情で必死に頭を振る。

「どうして？」

　百合ちゃんの反応がおかしくて、俺は彼女の顔をじっと眺める。

「私の部屋の本棚見たら、きっと大河さん引きますよ」

　俺が家に行くのがそんなに嫌なのか、百合ちゃんの顔が引きつった。

「なんなの、それ？　いつもの百合ちゃんの妄想の世界？」

　俺は彼女の言葉に首を傾げた。

　なんで本棚の話が出てくる？

　百合ちゃんの反応は今まで周りにいた女の子とは違っていて、予想外のことばかりだ。

「最近はＢＬ系にもはまってるし、絶対にダメです。困ります～」

「ＢＬ系って……」

　百合ちゃんの言葉に唖然とすると同時に、嫌な予感がして彼女を問い詰める。

「ひょっとして、今日の龍神社長と俺を見て変な想像してないよね？」

「えへへ……」

　しっかり妄想してるな。

　笑ってごまかす百合ちゃんの頭を拳でグリグリする。

「大河さん、ごめんなさい～。ギブです。もうその妄想はしません！」

「じゃあ、百合ちゃんの妄想から俺を消去してよ」

「え～、大河さんと誰かで毎晩妄想して寝るの、私の楽しみなんです。奪わないでください」

　百合ちゃんが俺を上目遣いで見ながら、手を合わせてお願いする。

「俺と自分、ていうのは妄想しないの？」

　俺の質問に、百合ちゃんは滅相もないと首をブンブン振る。

「私は庶民ですから！　そんなのありえません。今夜泊まるのもホテルでいいじゃないですか」

「百合ちゃんと？」

　俺が彼女をからかうと、さらりとかわされた。

「ひとりが嫌なら脇坂さん誘ってくださいよ。脇坂さん腹芸が得意だし、きっと楽しい夜を過ごせると思いますよ」

「いや、そんな楽しさ望んでないんだけど」

　俺の言葉をスルーして、百合ちゃんは腕を上下に振りながら唐突に言う。

「大河さん、屈んでください」

「え？　なに？」

　俺が百合ちゃんの頭くらいまで屈むと、彼女は手を伸ばして俺の頭を撫でた。

「今日はよく頑張りました」

「百合ちゃん？」

　意味不明な行動に、思わず彼女の目を見る。

「はい、忘れ物」

　百合ちゃんは俺の目を見ながら微笑み、ネックレスを俺の首にかけた。

「……これ」

　ゴミ箱に捨てたはずのクロスのネックレス。

「美優さんがくれた大事なものでしょう。捨てちゃダメです」

　メッと可愛い顔で百合ちゃんが怒る。

「ごめん」

　彼女の優しさにホッとして少し気が緩んだのか目頭が熱くなり、次の瞬間には涙が頬を伝っていた。

「大丈夫。大丈夫」

　百合ちゃんはそう言いながら、覆いかぶさるようにして俺の肩をそっと抱く。

　彼女は小さいのに、その温かさは俺の身体全てを包み込んだ。

「男の子だって泣いていいんですよ。大河さんの涙見れるなんて役得です。きっとファンに恨まれますね」

　百合ちゃんが茶目っ気たっぷりに微笑む。

　彼女は俺達のこと、どこまで知っているのだろう。ゴミ箱に入れたクロスのネックレスを拾ってくれたのだから、控え室での美優との会話も聞いていたはずだ。

「百合ちゃん、俺の涙は高くつくよ」

　声音を変え、小動物を捕食する狼おおかみのような目で彼女を見上げる。

　百合ちゃんに涙を見られたのが癪しゃくで、ちょっとからかうつもりだったのに、彼女の反応は普通の女と違った。

「大河さん、今月私、三千円ちょっとしかないんです～。給料日までまだ一週間もあるのに払えませんよ」

　百合ちゃんのとんちんかんな言葉に唖然とする。ドがつくほど天然の彼女に俺の演技は通用せず、ペースを乱された。

「……本棚の本、全部売れば？」

「大河さんのいけず～。私の宝物ですよ！」

「ほら、事務所に戻るよ。俺と一緒に社長に怒られてくれたら、百合ちゃんの好きなお寿司奢おごったげる」

「ホントですかあ？」

　百合ちゃんがパッと花が咲いたような笑顔になる。

「大河さん、私、大トロ十貫に、中トロ十貫に、イクラ十貫に……」

　唇に指を当てながら、嬉しそうにネタを言っていく百合ちゃんに、俺は突っ込む。

「どんだけ食べんの？」

　小柄なのにそんなにお寿司が食べられるのだろうか？

「でも、一週間分食い溜めしないと」

　百合ちゃんが俺の言葉にシュンとした表情になる。

「……子供か。お腹痛くなるでしょ」

　俺が注意すると、彼女はちょっと潤んだ瞳で俺に訴えた。

「だって、お腹空いたら動けませんよ」

「じゃあさ、百合ちゃんの分もお金出すから、毎日お弁当作ってきてよ」

　百合ちゃんを元気づけるために、俺がにっこり笑って提案すると、彼女はキラキラと目を輝かせる。

「え？　私の分までいいんですか？」

「その代わり、いちご味とかチョコ味とか変な味つけにしないでよ」

　百合ちゃんが俺の言葉に無言になった。

　冗談で言ったのに、彼女は本当にやるつもりだったらしい。

「大丈夫？　できる？　それからお金は計画的に使うんだよ」

　なんだか幼い姪を見守る叔父のような図。

　俺が財布から出した一万円札を受け取ると、百合ちゃんはニパッと笑った。

「大河さん、ありがとうございます！　頑張ります！」

「……胃薬用意したほうがいいかな」

　俺は百合ちゃんに聞こえないようポツリと呟く。

　いちご味のおにぎりだったらどうしよう。

　一抹の不安を感じるが、彼女の存在に俺はかなり救われていた。










彼の意外な面




　何故こうなったんだろう。

　撮影が終わったあと、玲王にさらわれるように車に乗せられ、成り行きで彼の家に連れてこられた。そして今……お風呂に入っている。

「確かに『大河のマンションには帰りたくない』って言ったけど、だからっていきなり玲王の家ってどうなの？　しかも、風邪引くからってお風呂に入れられて……」

　なんなの、この展開。

　ここは二十五階建ての高級マンションの最上階で、ワンフロア丸ごと彼の家らしい。間取りは７ＬＤＫでトイレと浴室はふたつずつ。それにテラスまでついていて豪華だ。しかも、家具は必要最低限のものしか置いていないので、余計に広く感じる。

　下の階には秘書の片岡さんが住んでいるらしい。

『玲王になにかされたらすぐ呼んでください』と片岡さんに言われたけど、今のところその心配はなさそうだ。

　だって、玲王はまず私をお風呂に案内すると、すぐにスマホで誰かと会話をしながらリビングのほうに行ってしまったから。

　その姿は〝仕事のデキる男〟って感じで、声をかけづらい雰囲気だった。

　ＣＭ発表がどうのこうのとか言っていたけど、なにかあったのだろうか？

　ＣＭ……まるで悪夢を見ていたみたいで、さっきまで撮影していたのが嘘のようだ。今日一日でいろんなことが起こりすぎた。大河のあの言葉も、あのキスも……全部現実なんだ。昨日までの日常は、もう戻ってこない。

　私はこれからどうすればいいんだろう？　もう疲れてなにも考えられない。

　お風呂は湯加減もちょうどよくて気持ちがいいし……。誰にも邪魔されず、このままちょっとだけ微ま睡どろんでいたい。身体をというよりは、オーバーヒートした頭をゆっくり休めたかった。

　仰あお向むけの状態で浴槽に頭を預け、そっと目を閉じる。次に目を開けた時、全部夢だったらいいのにと願いながら……。

「お前寝てないだろうな？」

　しばらくすると扉の向こうから玲王の声が聞こえて、また現実に戻された。

　パッとすぐに目を開け、慌てて浴槽で身体を隠し大声で否定する。

「ね、寝てません！」

「もういい加減、上がらないと逆の上ぼせるぞ。あと五分以内に上がらなかったら、この扉開けるからな」

　玲王がクスクス笑いながら声をかける。

　冗談だとは思うけど、やらないとは限らない。

「ダメ！　すぐに上がるから」

　ドキドキしながら慌てて浴槽から出ると、もう人影は見えなかった。どうやら玲王は声だけかけて行ってしまったようだ。

　扉を開けるとまず頭だけ出して、本当に玲王がいないか確認する。

　大丈夫そうだ。

　足元には籠かごが置いてあって、中には玲王のらしき部屋着とバスタオルが入っていた。

「意外と気が利くんだ」

　下着は仕方ないとして、一度脱いだ服をもう一度着るのは嫌だったので、バスタオルで身体を拭ふくとありがたく拝借した。

「……やっぱりぶかぶか」

　玲王は大きいので、上着は短いワンピースくらいの長さがある。そして、部屋着からは微かにムスクの香りがした。玲王の香水の匂いだ。

　大河の服をわざわざ着ることなんてなかったから、これはちょっとドキドキする。

　玲王が側にいるみたい……。

　そう感じながら、リビングに行くと彼の姿はなかった。

「あれ？」

　キョロキョロしながらダイニングのほうまで行くと、意外なものを発見し、思わず目が点になる。

　嘘でしょう？

　目の前の光景が信じられず、何度も瞬まばたきをする。

　玲王がエプロンをつけて、キッチンに立っていたのだ。

　ブラウンとホワイトを基調としたアイランド型キッチンで、私に背を向けてなにかを茹でている。

　キッチン用品も本格的というか、レストランにありそうな道具が揃っていて……。

　この人、一体誰なの？

「上がったか」

　私の気配に気づいた玲王は、振り返った途端、顔をしかめた。

「髪、早く乾かさないと風邪引くぞ」

「大丈夫。自然に乾くから」

　そう言う私を、玲王はギロリと睨む。

「せっかく綺麗な髪なのに傷むぞ」

　いったん火を止めた彼は、私を洗面所に連行し、私の髪にドライヤーを当てた。

「お前って……本当に自分のことに無頓着だな」

〝無頓着〟と言われるのは不本意だったので、ちょっと嫌味っぽく返す。

「あなたって意外と面倒見いいんですね」

「ひょっとしてお前、髪の毛いつも大河に乾かしてもらってるんじゃないか？」

　玲王が『大河』って呼び捨てにしているのが気になったけど、いつも弟に乾かしてもらっているのは事実だったので素直に認める。

「大河がいる時はそうしてくれますけど」

「……あいつ、甘やかしすぎだろ」

　ムスッとした表情で玲王がぼやく。

「え？　なに、乾かしてもらったらいけないの？」

　キョトンとしながら聞くと、玲王に頭を小突かれた。

「普通は恋人でもやらないな、正直妬ける」

　玲王は面白くなさそうな顔でそう言って、しばらくドライヤーを当て続けたあと、電源を切った。

「ほら、終わった。早くメシ食うぞ」

　ダイニングに戻ると、玲王がお皿にパスタを盛りつけていく。そしてテーブルに食事を並べると、今度はシャンパンを開けた。

「ほら、ボーッと突っ立ってないで座れ」

「……はい」

　この状況にまだ頭が追いついていかない私は、玲王に言われるまま席に着く。

「ほら、お前のだ」

　玲王は私にグラスを手渡すと、自分も私の向かい側の席に着いた。

「今日のＣＭの成功を祈って」

　微笑しながら玲王がグラスを掲げ、一気に飲み干す。

　私もシャンパンを口に含むと、フルーティーな味わいが口の中に広がった。

「では、いただきます。美お味いしそう」

　手を合わせ、パスタを見ると笑みがこぼれた。盛りつけもすごく綺麗で、豪快な玲王が作ったとは思えない。

「美味しそうじゃなくて美味しいんだよ」

　私の言葉に玲王が笑いながら突っ込む。

　彼の言ったことは本当で、食欲なんてなかったはずなのに、あっという間に平らげてしまった。

　玲王はおもむろに席を立つと、私の隣の椅子に座り「疲れた時は食わないとな」と言って私の頭をよしよしと撫でてきた。

　なんか私、犬扱いされていないだろうか。

「料理習ったの？」

　玲王の手際はよく、かなり慣れていたので私が尋ねると、玲王は昔を思い出したのかクスッと笑った。

「一時期はまったことがあった。イタリアの変なおやじのところで武者修行したんだ。興味があればなんでもやる。化粧だってプロ並みにできるぞ」

　玲王が私の目を見てニヤリとする。

「うちの社長になるから化粧も勉強したの？」

「自分で試してみないと何事もわからないだろ？　やって損はない」

　前向きな姿勢……口だけの自信家かと思ってたけど、案外努力家なのかもしれない。

　それに比べて私はどうだろう。日々平穏無事に済めばいいと、無気力なまま生きていて……。

「私は……玲王みたいにはなれないな」

　私が悲しく笑うと、玲王にバシッと頭を軽く叩かれた。

「痛い！」

　私が頭を押さえると、玲王が私を睨む。

「五体満足なくせに甘えるな」

「だって……」

「だってじゃない。お前もいい加減殻から出て、現実をちゃんと見ろ」

　玲王は真剣な表情で私に説教をする。

「悪いとは思ったが、大河のことを調べたから、お前の過去になにがあったかも知っている。お前の問題はここだ」

　そう言って、玲王は自分の心臓を手のひらでトントンと叩く。

『調べた』って、三年前のことも知ってるってこと？

　三年前の事件を思い出して怯えた表情になると、玲王は私の頬に手を当てた。

「そんな顔するな。生きてればなんだってできる可能性があるんだから、自分からその可能性を捨てるな」

　真剣な目で玲王が私に訴える。

「私……これからどうすればいいんだろう？」

　自分自身のことも、大河とのことも……。

　考えれば考えるほど頭の中がぐちゃぐちゃになって、気が変になりそうだ。

「……今日はなにも考えずゆっくり休め。疲れた頭で考えてもいい答えなんて出ない」

　そう言って玲王は席を立つと、棚からブランデーのボトルを取り出し、グラスに注いで私に手渡した。

「自分の人生は自分で決めろ。助けはするが、決めるのはあくまでもお前自身だ」

「玲王……」

「俺も風呂に入ってくる。寝るなら奥に俺の寝室があるから適当に使え」

「玲王はどこで寝るの？」

　私の質問というか不安に対して、彼はリビングのソファーを指差してぶっきらぼうに言った。

「ソファーで寝る。今日は襲わないから安心しろ」

「今日はって……。ちょっとなんでここで脱ぐのよ！」

　玲王が目の前でワイシャツを脱ぎだしたので、両手で目を覆う。

　私のそんな様子を見て、玲王は面白そうに私をからかった。

「自分の家で脱いでなにが悪い。男の裸なんて大河ので見慣れてるだろ？」

「勝手に決めつけないでよ！　大河は私の前では絶対脱がないし、上半身だって海で泳ぐ時くらいしか――」

「それはたいした紳士だな」

　私が反論すると、玲王はニヤリとしながらそう呟き、ケタケタ笑いながらバスルームのほうへ消えていった。

「もう、俺様悪魔なんて大嫌い！」

　玲王の背中に向かって叫ぶと、私は彼にもらったブランデーを一気に飲み干した。

　さっきシャンパンも飲んだから、身体がカーッと熱くなって、なんだか頭もボーッとしてきた。

　ワイシャツを着ている時は気づかなかったけど、玲王の首にあった痣はなんだろう？　まるでなにか紐のようなもので首を絞められたような……。

　玲王は隠そうとはしなかったけど、聞いてはいけない気がした。

　玲王、あなたも心に闇があるの？










忌まわしい記憶と痣［玲王ｓｉｄｅ］




　風呂から上がると、冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取ってがぶ飲みした。

　美優は寝たのか？

　静かなのが気になって、ふと視線をダイニングのほうへ向けるとぎょっとした。

　美優がダイニングテーブルに突っ伏している。

「おい、こんなとこで寝るな。風邪引くぞ」

　肩を軽く揺すって声をかけると、瞼を擦こすりながら、美優が甘えた声で呟く。

「う～ん、眠い。いいの、このまま」

「寝るならベッドで寝ろ」

　俺が突き放した言い方をすると、美優は子供のように駄々をこねた。

「もう歩けない。抱っこ」

　ちょっとトロンとした目で美優が両手を伸ばしてくる。

　なんなんだ、この甘えん坊……。こいつ酔ってるのか？　シャンパンとブランデーを少し飲んだだけで？

「お前は幼児か。ったく、世話が焼ける」

　溜め息をつきながら美優を抱き上げると、彼女は俺の首に手を絡める。だが、なにかを思い出したのか俺の首の痣にそっと触れた。

「この痣、痛む？」

　聞き慣れた質問。

　いや、違うか。普通は『この痣どうした？』って聞く。

　だが、彼女は好奇心ではなく、心から心配しているらしい。酔っているはずなのに、俺の痣に触れるその手はなにか気遣うように優しかった。

「……いいや。ずいぶん昔のだから、痛みはない」

　あるのはその時の記憶と感覚。たまに夢にうなされ、眠れないこともある。

　母親に電気コードで首を絞められたと真実を告げたら、こいつはどういう顔をするだろうか。
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　忌まわしい記憶。

　俺が十二歳の時、親父が経営する不動産会社が乗っ取られ、両親が選んだ道は一家心中だった。

　女遊びが派手だった親父。堕胎させた女もいたらしく、女に現を抜かしているあいだに、会社を買収されたあげく、社長を解任された。プライドだけは高かったから、龍神家で厄介者扱いを受けたことが、耐えられなかったのだろう。

　先に死んだのは親父だ。自宅マンションのベランダから飛び降りて、恐らく即死。

　お袋はそれを見届けると、泣きながら電気コードで俺の首を絞め始めた。

　苦しみのさなか、お袋の涙がこぼれ落ちて、俺の頬を伝ったのを覚えている。

　俺はここで死ぬんだ……そう思った矢先、お袋は突然手の力を緩めた。

「玲王、ごめんね」

　お袋はそう言って謝ると、親父のあとを追ってベランダへ走っていく。

　ダメだ、俺を置いていかないで！

　声が出ない俺は心の中でそう叫び、手を伸ばした。

　だが、その声が届くはずもなく……。ほんの一瞬で、お袋は俺の視界からも俺の人生からもいなくなった。

　意識が朦もう朧ろうとしている中、じじいが慌てて駆け込んでくるのがわかった。

　それから次第に視界が霞かすんできて、俺は意識を失った。




　目覚めた時、俺は病院のベッドの上にいた。

　結局、お袋は俺を殺せないまま親父を追って勝手に死んだ。俺を見捨て、夫として最低だった親父を選んだのだ。

　殺してくれればよかったのに、俺に変な情けをかけたお袋が許せなかった。

　ひとりでこれからどうやって生きろと言うんだ？

　優しかったお袋にさえ捨てられた俺にはもう誰もいない。苦い思いが胸に広がった。
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　あれから十七年も経つのに、首の痣は消えない。

　鏡で痣を見る度、まるで俺に〝忘れるな〟って言っているかのように、あの時の記憶が蘇る。

　親父が乗っ取られた会社は、一年後に彬が買収したらしい。つまり、全ては彬が仕組んでいたことで、親父はハメられたのだ。

　親父は最低な男だったし、自業自得だと思う。

　お袋はあんな親父と結婚して幸せだったのだろうか。俺よりもそんなに親父が大事だったのか？

　お袋に見捨てられてから、俺は自分しか信用しなくなった。

「玲王？　やっぱり痛むの？」

　美優の心配そうな声でハッと現実に戻される。

　この話を聞いたら美優は今までの奴らみたいに、憐あわれみの目で俺を見るだろうか。それとも、涙を流して泣くだろうか。

　過去に苦しめられているのは俺も同じだ。

「大丈夫だ。お前が心配することはない」

「そう、ならよかった」

　俺の答えに安心したのか、美優が俺の首に無邪気に腕を巻きつける。

　シラフでは絶対にありえない行動だが、果たして朝起きた時、彼女の記憶に残っているだろうか？

　できることなら動画でも撮って、あとで本人に見せてやりたい。きっとその顔は羞恥で赤く染まるはずだ。

「じゃあ、このままベッドまで運んでよ。美優はもう限界です」

　この我がまま娘。

　美優に向かって悪態をつきたいが、心の中だけで我慢して、彼女を寝室のベッドに寝かせた。俺にしては至極紳士的な対応だ。

　だが、美優は俺の首に腕を巻きつけたまま離さない。

「おい、手を離せ。さっさと寝ろよ」

「嫌！　ひとりは怖いもの」

　冷たく言っても、美優はさらにぎゅっと抱きついてくる。

　普通なら歓迎すべき行動だが、酔っ払いを襲うほど俺は鬼畜じゃない。それに、今夜の美優は気が滅入っているだろうから、ゆっくり休ませてやりたかった。

　美優の手を首からはがそうとすると、今度は俺の背中に手を回してきた。

「行っちゃ嫌！」

「お前、自分が誰に抱きついてるのか、ちゃんと自覚してるのか？」

　美優の上に覆いかぶさるような状態になったので、彼女を潰さないように両手で身体を支えながら、彼女の目をじっと見据える。

「俺は大河とは違う。どうなっても知らないぞ」

「玲王は優しいのに、どうして自分を悪く見せようとするの？」

　美優の言葉に、俺は少し戸惑いながら自嘲気味に呟く。

「……俺が優しい……ね」

　お前も片岡と同じことを言うんだな。

　でも俺はお前達が思っているような人間じゃない。俺は誰も信じない冷たい男だ。

「怖い人はもっと目がギラギラしてる」

　自分の経験から言っているのだろうが、そこまで安心されても困る。

「お前なあ、男はいつ豹変するかわからないんだよ。お前がシラフの時に望むなら、一緒に寝てやる」

「もう眠いの。手貸して」

「はあ？　なんで手？」

　俺が呆あっ気けに取られていると、美優は俺の右手を勝手に掴み、自分の頬に当て目を閉じる。

　それで満足したと思ったのも束の間、今度は俺の右腕をぐいっと引っ張って、枕代わりにした。

「おい、この状態で寝るな！」

　俺が美優の耳元で怒鳴っても、彼女は目を閉じたまま動く気配がない。

　呆れていると、一分後には美優のスウスウという寝息が聞こえてきた。

「マジかよ」

　大河に言われてブランデーを飲ませたが、こんな目に遭うとは思わなかった。

「あいつ、わかってて言ったな。俺にも同じ苦痛を味わえってか？」

　大河も絶対、似たことを経験しているはずだ。

　……腹黒い奴。だが、あいつは俺に一番大事なものを託したんだ。

　自分の腕の中で安心したようにすやすや眠る美優を見て思う。

　何度もこの寝顔を見てきて、ずっと手を出さないで……俺ならありえないな。大河の理性を今なら褒めてやれる。

「まあ、俺は弟なんかじゃ満足できないが」

　美優の頬を撫でると、彼女はますます俺の胸に身を寄せてきた。

　明日の朝目覚めたら、彼女はきっと驚きょう愕がくするだろう。どういう反応をするのか楽しみだ。

「俺はちゃんと警告したからな」

　美優の寝顔を見ながらそう呟く。

　それにしても、朝までこの状態というのはかなりの拷問だ。その気はなくても、男ならここまで密着されると理性が飛ぶ。

「明日からお前には、宣伝部としてちゃんと仕事してもらうから覚悟しろよ」

　ちょっと恨みがましく言いながら、美優の髪を撫でた。
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　美優が風呂に入っているあいだ、俺は大河と電話で話していた。

　うちの会社のＣＭ発表の件だ。

　当初の予定より一週間前倒しすることにしたが、なんとか大河のスケジュールは押さえたし、マスコミ各社へも彼の事務所が変更を伝えてくれることになった。

　あとはうちの取引先への通知変更だが、田辺が信頼できるかどうか、今のところグレーだから、美優に極秘でやらせようと思う。

　それから、ＣＭモデルとしての美優の存在は伏せておくことにした。彼女を表舞台に出す気はない。唇以外、顔はほとんど映っていないし、メインのモデルは大河と俺だしな。

　大河も同じ意見のようで、自分が巻き込んだくせに、『マスコミに美優のことバレたら対応頼む』と俺に言ってきた。

「心配するくらいなら、最初から引っ張り出さなきゃいいだろ」

『荒療治が必要だったんだよ。玲王だって、俺と美優がこのまま同居してたら面白くないでしょ』

　大河が俺の心を見透かしたように言う。

『もし美優が夜中うなされたら、優しく撫でてあげて。但し、邪よこしまな考えは捨ててよ。怯えるから』

　俺に託しておきながら、大河がしっかり釘を刺してきた。

「お前……よく離れる決心ついたな。そんなに心配なら美優の取扱説明書くれよ」

『辞書くらいの厚さになるけどいいの？』

　こいつなら本気でそれくらいのものを用意しそうだ。想像しただけでぞっとする。

「やっぱいい。……お前過保護すぎるから」

『俺の愛は深いんだよ』

「言ってろ。俺は俺のやり方でいく。弟じゃないからな」

　俺が呆れると、大河が電話越しにクスクスと笑った。

『まあ、頑張って』

　一応ライバル？からのエールに顔をしかめる。

『俺は玲王が現れてくれてよかったと思う。美優には普通に結婚して、子供も産んで幸せになってほしい』

「結婚式で祝福できる自信あるのかよ？」

『もちろん。俺は美優が幸せでいてくれるなら他にはなにも望まない。それから、今もまだストーカーが接触してくる可能性があるから、美優から目を離さないで』

「わかった」

　ストーカーの存在は俺も気になっていた。油断した隙を狙ってまた美優に近づいてくるかもしれないが、幸い会社は同じだし、送り迎えには困らない。
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「……大河のバカ」

　美優が俺の腕の中で寝言を呟くが、また大河の名前が出てきて思わずムッとする。

　だが、うなされて眠れなくなるよりはいい……か。

「いつの間にか俺もすっかりお前の保護者だな、美優」

　目を細めながら美優を眺め、彼女の頬に優しく触れる。

　今夜はこのままぐっすり眠れるといいのだが。

「これくらいの報酬、許せよ」

　俺は顔を近づけて美優の唇にそっと口づけをする。それから彼女を背後から抱きかかえると、俺と同じムスクの匂いがした。







第三章










悪夢再び




「おい、もういい加減起きろ」

　遠くで玲王の声が聞こえる。

　いつもは大河が優しく起こしてくれるから、これは夢に違いない。きっと起きなくても害はないはずだ。それに、こんなに温かくて気持ちいいんだからまだまだ寝ていたい。

「嫌。もうちょっと」

　夢の中の玲王に邪魔されたくなくて、側に感じる温かい物体に身を寄せた。

「〝嫌〟じゃない。早く起きないと襲うぞ」

　ちょっとイライラしている感じの玲王の声が聞こえる。何故か耳が生暖かいと思ったら、いきなりなにかが私の耳みみ朶たぶをカプッと噛んだ。

「ギャー！」

　なに？　なにが起きたの!?

　びっくりして飛び起きると、玲王が私を見てニヤリと笑った。

「可愛くない悲鳴。ギャーってなんだよ」

「え？　え？　え～!!」

　なんで玲王とベッドにいるの？　しかも、こんなに密着してるなんて！　昨日なにがあった？　私無事なの!?

　心臓が破裂しそうなほどバクバクいっている。

　慌てて着ている服を確認するが、なにかされた様子はない。噛まれた耳を押さえながらひとり青くなっていると、玲王にコツンと頭を軽く叩かれた。

　彼には私がなにを考えているかなんて、全てお見通しらしい。

「襲われたのは俺。おまけにこの腕、お前のせいで五分は痺れて動かせない。なにも覚えてないのか？」

　玲王が右腕をぶらぶらさせながら、呆れた顔で聞いてくる。

　私が襲ったってどういうこと？　全く記憶がないんだけど……。

「お前、昨日酔っ払って、俺に抱っこしろだの、ベッドに運べだのひどかったんだぞ。それに、俺をベッドに引きずり込んだのはお前だからな。おまけに腕枕……なにされても文句は言えないぞ」

「……嘘」

　過去に一、二回大河にやっちゃったことはあるみたいだけど、それを玲王相手にするなんて思ってもみなかった。

「お前、酒癖悪すぎ。外で酒飲むの禁止な」

「……はい、ごめんなさい。お詫びに朝食は私が作ります」

「ああ、冷蔵庫適当にあさればなにかある。時間がないから早く準備しろよ」

「はい。今すぐ」

　混乱した頭のままベッドを出ようとすると、玲王に腕を掴まれた。

「それから、会社行く時はブラ忘れるな」

　玲王が悪戯っぽく笑いながら、私の背骨を上から下へススッとなぞる。

　きゃ!!

　背中がぞくぞくした。

　なんなの？　この感覚……いや、その前になんでブラしてないのバレてるの？

　ショックで固まっていると玲王に背後から抱き締められた。しかもその腕は胸に当たっていて……。

　ぎゃ……ぎゃあー。

　声にならない悲鳴を上げる。

「お前、人の家でくつろぎすぎ。こんだけ密着して寝てればノーブラなんて脱がせなくてもわかる」

　玲王が私の耳元でクスクス笑う。

「どうだ？　俺のこと怖いか？　それとも、もっと触れてほしいか？　大河のとこには帰れないんだ。しばらくここにいるんなら、それなりの覚悟でいろよ」

　玲王は私の耳元で甘く囁くと、私の首筋にそっとキスを落とし、名残惜しそうに私から離れた。

　ホッとしたような、少し寂しいような。

　複雑な気持ちのまま呆然としていると、玲王にデコピンされた。

「シャワー浴びてくる。朝食頼む」

　そう言い残し、玲王はベッドを出てすたすたとバスルームのほうへ歩いていく。

　私の心をこんなにかき乱しておいて狡い。

　彼を前にすると、不思議と私のガードが緩んでしまう。

　私はどこかで思っているのだろうか？　玲王になら触れられてもいいって。そして、自分も彼のあの均整の取れた綺麗な身体に触れたいって……。

「ううん、私らしくない。……ご飯作ろ」

　ベッドを出て洗面所で顔を洗うと、そのままキッチンに向かった。気持ちを入れ替え、朝食の準備をしようと隅々まで目をやると、食材の多さに驚かされる。

　豊富な野菜に魚介類、チーズや漬物、その上調味料もたくさん揃っていて、とても男の人の家とは思えない。

　なにを作るか少し迷ったけれど、フライパンで焼おにぎりを作ることにした。焼き上がるあいだにお味み噌そ汁も用意する。

　香ばしい匂いがしてきた頃、玲王が身支度を調えてキッチンに入ってきた。

「焼おにぎりか。いい匂いだな」

　料理が出来上がると玲王もテーブルに運ぶのを手伝ってくれて、「いただきます」を言い、食べ始める。

「やっぱ、ご飯は誰かと食べないとな」

　玲王が嬉しそうに笑う。彼は食事中に新聞を読まないし、スマホもいじらない。

　きっとお母さんの躾しつけがよかったのだろう。

　そう思いながら食事をしていると、玲王がお味噌汁を飲んで急に黙り込んだ。

「あっ、まずかった？」

「いや、お袋の味に似てたからちょっとびっくりした」

　その顔は少し悲しそうで、私はなんて言ったらいいのかわからなかった。

「……私がお母さんに習ったの、お味噌汁だけなの。小学生の時に亡くなったから。だから、他の料理は全部自己流だよ」

「そうか。お前も両親いなかったな」

『お前も』ってことは、玲王も両親がいないらしい。もっと知りたいけど、あまり触れてはいけない気がする。

「ごちそうさま」

　玲王は両手を合わせてそう言うと、席を立った。

「お粗末さまでした」

　なんかいつもと違う。お味噌汁を飲んでから急におとなしくなって調子が狂う。




　だけど、やっぱり玲王は玲王だった。

　しばらくするといつもの表情に戻り、スマホで誰かと連絡を取りだした。

　するとその数分後に、玄関のインターホンが鳴った。

　玲王に「お前も来い」と言われ、玄関までついていく。

　彼がドアを開けると、茶髪のロングヘアで涼しげな目元が印象的なお姉さんが立っていた。部屋着らしきパープルのマキシワンピを着ている。

「もう玲王ったら、呼び出すなら夜にしてよ。化粧まだ途中だったんだから。同じマンションに住んでるからって私は便利屋じゃないわよ！」

　誰ですか？

　いきなり美人が現れて思わず目が点になる。

　ひょっとして玲王の彼女？　やけに親しげだし……。

　何故だか知らないが胸がチクンと痛んだ。

「あら、玲王の部屋着なんか着て、あなた達そういう関係なの？」

　なんだか値踏みされているような視線を受け、ちょっと警戒していると、玲王は彼女に向かってピシャリと言い放った。

「余計な詮索はするな」

　そして玲王は無造作に彼女を指差す。

「これ、一応俺の友人の森もり田た 歩あゆむ。こんななりしてるが男だ。但し、興味があるのも男。歩、彼女がさっき電話で話した橘 美優だ」

「え～!?　こんな綺麗なのに男の人なの？」

　玲王の言葉に思わず本音が口から出た。

「あら、正直な子は好・き・よ、美優ちゃん」

　ふふっと微笑しながら歩さんは私の頬を撫でる。

　綺麗にマニキュアが施された手は大きくて、本当に男性なんだと納得してしまった。

「ストーカーの件もあるし、今日から歩にお前のボディーガードさせるから。会社で見かけても普通に振る舞えよ」

「え？　会社も？」

「こいつなら女子トイレも行けるだろ。心は女だし、お前を襲う心配はないから安心しろ」

　確かに、歩さんが女子トイレにいても全く違和感はない。

「そうよ。私はイケメンが好きなの。玲王、約束忘れないでよ」

　歩さんが玲王の肩に手を置くと、玲王はバイ菌が触れたかのようにすぐ振り払った。

「ああ」

　玲王が苦笑する。

「約束って？」

　気になって玲王に聞いてみると、歩さんが代わりに答えてくれた。

「高橋大河に会わせてくれるって言うのよ。本当、セクシーでいい男よね。ああ、一緒にデートできないかしら」

　歩さんはひとり妄想の世界に入る。

　嘘でしょう？　大河が危険……。玲王……大河を売ったのね。

　キッと玲王を睨みつけると、彼は素知らぬフリをした。




　そのあと玲王から、『田辺部長には内緒』と言われ、極秘の仕事を言い渡された。

　みんながランチに行っているあいだに、こそこそ取引先データをプリントアウトするなんて、ちょっと心臓に悪い。それに、ＣＭ発表の会場まで変えちゃって。

　本社でやるはずが、龍神グループでもないホテルでなんて、本当に大丈夫なのだろうか？　大河の事務所が会場のセッティングとかをしてくれるみたいだけど……。

　公には私のことは伏せることになっている。

　でも、田辺部長達には前日まで黙ってるなんて……こんなんで無事成功するの？

「もう、見つかったら言い訳できないよ」

　ぶつくさ文句を言いながら仕事をする。

　うちの情報がライバル会社に漏れているというのは本当なの？　もしかして玲王は今、結構苦しい立場にいるのかな？

　それに、歩さんのことは片岡さんにも伏せておくように言われた。片岡さんにバレると面倒だとかなんとか。

『片岡はね、私のこと毛嫌いしてるのよ。オカマなのに玲王の友達ってのが気に食わないの。見た目だけでなんでも決めつける男って最低よね』

　歩さんは片岡さんと犬猿の仲なのか、かなり酷評していた。

　それにしても会社にいる時、歩さんはどこにいるのだろう？

　歩さんの話では、一応宣伝部と同じフロアの販売企画部にいるらしいけど、さっき立ち寄った時は見かけなかった。今日会社の廊下で何度かすれ違った時も、私に向かって微笑むだけで話しかけてくることはなかった。

　ここまで厳重にしてもらっておいてなんだけど、社内にまで佐藤は来るだろうか？

　研究所に比べたらかなり人の出入りは激しいけど、そもそもあの男が私の異動を知っているとは思えない。

　そんなことを考えていると、ケータイが鳴った。見ると百合ちゃんからの着信だったので電話に出る。

『美優さん、今大丈夫ですか？』

「うん、大丈夫だよ。今日はどうしたの？」

　昨日と同じパターンに、ちょっと警戒しながら百合ちゃんの用件を聞く。

『大河さんに言われて美優さんの服をいくつか持ってきたんです。大河さんのところには当分帰らないんでしょう？』

「うん。ちょっと喧嘩しちゃって」

　まだ大河に会う勇気はない。大河だってきっと私の顔なんて見たくないはずだ。

『今、会社の前にいるんですけど、ちょっと出てこれますか？』

「今行くね、ありがとう」

　ケータイを切って慌ててエントランスに向かい、受付を通り過ぎようとすると、見覚えのある顔が私をじっと見ていた。

　嘘……。

　目の前が一瞬で真っ暗になる。

　佐藤孝介……親友の元婚約者であり、私をずっと苦しめてきたストーカー。

　私はまた悪い夢でも見ているのだろうか？

　ガタガタと震えて、蛇へびに睨まれた蛙かえるのように私の身体は動かなくなった。

　怖い。怖くて、叫ぶどころか瞬きをすることさえできない。佐藤から目を離せないのだ。

　嫌だ。もう顔も見たくなかったのにどうして？

「久しぶり、美優。会いたかったよ」

　彼は私にすうっと近づいてきて、残酷な笑みを浮かべるとそう言った。

　お願い、側に来ないで。

　私の悲痛な叫びは、声にならなかった。










私の中の変化




「このまま外へ出るぞ。変な真似をすれば、痛い目に遭う」

　佐藤は周りに気づかれないようポケットからカミソリを取り出して、私にほんの一瞬見せると指にはさんだ。そして、その指は私の腰に添えられる。

　言われるがまま、私は腰を抱かれるようにしてエントランスを歩く。

　まるで悪夢だ。泥沼の中を歩いているように足が重く感じられ、地面を歩いている気がしない。

　人形のように佐藤に歩かされる。

「もたもたするな。痛くしないとわからないのか？」

　逆らえば迷わず切るという意思表示なのか、佐藤がカミソリを持った指を私の腰に押しつける。

　ビリッと鈍い音が微かに聞こえて、カミソリの刃で私の服が少し破けた感触がした。でも今の私にはそれを確認する余裕なんてない。

　怖くて仕方がなかったけれど、怯えながらもなんとか足を動かす。恐怖に支配され、声を出して助けを呼ぶことができなかった私は、『玲王、玲王』と心の中で必死に叫び続けた。

　エントランスを出ると、佐藤が手を上げてタクシーを停車させる。

「さあ、乗るんだ」

　佐藤が私の背中を押すが、私は恐怖のあまり上手く身体を動かすことができない。

「ぐずぐずするな！」

　佐藤がキレてカミソリを持っているほうの手を振り上げた。

　嫌……！

　もうダメだと思った。逃げることすらできない私の目に、振り上げられた佐藤の手が飛び込んでくる。

　私が固まったまま呆然としていると、突然歩さんの怒号が聞こえた。

「か弱い女になにすんのよ！」

　声と共に、歩さんが佐藤に向かって回し蹴りをすると、それが見事佐藤の頬に当たり、地面に倒れた。だが、佐藤はゆっくりと起き上がり、歩さんを睨みつける。

「この女！」

　佐藤の頬は真っ赤に腫はれて、血が滲にじんでいる。

「私に蹴られてもまだそんな元気があるんだ。しぶとい男ってホント嫌ね」

　歩さんはそんな佐藤に歩み寄り、佐藤の腹を尖ったヒールで蹴った。

「うっ！」

　佐藤はしゃがみ込み、腹部を片手で押さえて呻うめく。それでも、ふらふらになりながらまた立ち上がると、いきなり私の腕を掴んできた。

「お前に用はない。失せろ」

「ちょっと、その子離しなさいよ」

　歩さんが近づこうとすると、佐藤は私の腕を乱暴にひねり上げた。

「痛っ！」

　腕に激痛が走る。

「この暴力男！」

　歩さんが佐藤に掴みかかろうとした時、玲王の車が現れて急停車し、彼が飛び出すように降りてきた。

「このストーカー男が」

　駆け寄った玲王はそう吐き捨てると、佐藤を取り押さえて私を解放する。

「歩、チンタラしてんな」

　玲王がキッと歩さんを睨みつける。

「あんたの見せ場作ってあげたのよ。感謝しなさい」

「お前、性別は男なんだからもっと本気出せよ」

「うるせー。男って言うな」

　歩さんがドスの利いた声で玲王を怒鳴る。

　佐藤は玲王の突然の登場に驚いていたが、ニタリと笑った。

　あっ！

　あの男はまだ手にカミソリを持っている。玲王や歩さんは多分それに気づいていないはずだ。

「今度こそ警察に突き出してやる」

　玲王が佐藤の両手を掴んで拘束しようとしたその刹那、佐藤が暴れだした。

　そして玲王の手を振りほどくと、彼の喉のど元もとに向けて切りかかった。

「玲王！」

　その一瞬、時が止まったように感じた。

　気づけば勝手に身体が動いて、カミソリを持った佐藤の手を両手で押さえていた。

　結果がどうなるかなんて考えなかった。ただ、本能的に玲王を守ろうと思っただけで……。

「美優！」

　玲王は叫び、血がポタポタと滴る私の手をそっと掴んで怪我の状態を確認する。

　右の手のひらが三センチほどぱっくりと切れていて、その傷を見た瞬間、身体がふらっとした。

　玲王は悲痛な表情で、ポケットからハンカチを取り出すと、すぐに私の傷口に当てる。止血しているあいだ、玲王はずっと無言だった。

　なんか気まずいけど、ひょっとして怒ってる？　あっ、そういえば佐藤は？

　ふと横を見れば、歩さんが倒れている佐藤の頭をグリグリとピンヒールで踏みつけていた。

　美人に踏みつけられている図はなんか……すごい。

　すると歩さんはケータイを取り出してどこかに電話をかけた。

「あっ、お巡まわりさん？　しつこいストーカー男捕まえたの。すぐに来てくれる？　友達も怪我しちゃって。じゃあ、よろしく」

　歩さんがチュッとケータイにキスをする。

「歩、俺は美優を病院に連れてくから、あと頼む」

　玲王はブスッとした表情で私の手を押さえながら、歩さんに声をかけた。

「はいはい」

〝行って〟と言うように歩さんが手を振ると、玲王が私の手を引いて車に乗せようとする。

　その時、百合ちゃんが慌てふためいた様子で私の目の前に現れた。

「美優さん、大丈夫ですか？　ごめんなさい。私が呼び出さなければ……」

　今にも泣きだしそうな表情をしながら、彼女が私に頭を下げて必死に謝る。

「大丈夫だよ。ちょっと切っただけだし、百合ちゃんのせいじゃないよ」

　そう優しく声をかけ、にっこり笑ってみせた。

「でも、私のせいで……。大河さんになんて言ったらいいか」

　百合ちゃんが拳をぎゅっと握り締めながら俯く。

「だから、百合ちゃんのせいじゃないよ」

　私は微笑みながら、半泣き状態の彼女の頭を撫でる。

「あんたが悪いんじゃない。心配するな、大河には俺からも連絡を入れておく」

　玲王がそう声をかけると、百合ちゃんが申し訳なさそうに玲王にバッグを手渡す。

「これ、美優さんの着替えです」

「ああ、悪いな」

　玲王は百合ちゃんからバッグを受け取ると、私を促して車に乗り込んだ。

「美優さん大丈夫ですか？」

　運転席の片岡さんが私を気遣う。

「ちょっと切っただけだから」

　私は笑ってみせたが、玲王は片眉を上げた。

「ちょっと？　こんな深く切れてんのに？　これ、縫うかもしれないけど、麻酔痛くても文句言うなよ。片岡、病院まで頼む」

　不機嫌な声で玲王がそう言うと、片岡さんは静かに車を発進させる。

　車内の空気はぴりぴりしていて、手の痛みよりも玲王が怒っていることのほうがつらかった。

「……ごめんなさい」

　私が謝っても玲王はまだ怒っていて、嫌な沈黙が続く。

　それを見かねた片岡さんが話題を変えた。

「それにしても、誰をボディーガードにつけたかと思えば、あの男おとこ女おんなだったんですね？　たいして役に立ってないんじゃないですか？　いい加減、縁を切ったらどうです？」

「歩がいなかったら美優はどこかに連れてかれてた。そう考えるとぞっとする」

　玲王は私の肩を抱くと、私の頭を彼の胸に預けさせる。

　聞こえてきた玲王の心臓の鼓動が、あまりにも速くてびっくりした。

「ちょうど取引先から帰ってきた時、いち早く異変に気づいた玲王が血相変えて『急げ！』と怒鳴ったから何事かと思いましたけど。美優さんが誘拐されなくて本当によかったです」

　玲王が血相変えたって本当に？

　信じられなくて玲王の顔を見ると、彼は仏頂面で言った。

「片岡、余計なこと言わずに運転に集中しろ。ああ、もう、お前も俺の顔見るな！」

　ばつが悪いのだろうか、あの玲王がちょっと狼狽えている。

「まだ怒ってるの？」

「美優にじゃない。結果的にお前に怪我をさせた俺にだ」

　玲王がその瞳を曇らせる。

「ごめんなさい」

「だから、お前が謝るな」

「……はい」

　私がしゅんとなると、玲王は車内に片岡さんがいるにもかかわらず私を抱き寄せた。

「それから、もうあんな無茶するな。心臓止まるかと思った」

　玲王の思わぬ告白に胸がきゅんとなる。

「大丈夫だ。もうお前を苦しめる奴はいない」

　私の腕を優しく撫でながら言う玲王の言葉で、私はやっと悪夢から解放された気がした。

　この心地よい玲王の胸の中で、ずっとこうしていたい。そして、側にいて彼を守りたい。玲王が怪我をしなくて本当によかった。彼が大怪我していたら私はこんなにホッとしていられなかっただろう。自分よりも玲王が無事であることのほうが大事だなんて……。

　いつの間にか玲王がとても大切な存在になっていた。

　私……玲王のことが好きなんだ。

　この腕を離したくない、玲王を失いたくない。そう願う私は欲張りな女だろうか。

　私の中でなにかが確実に変わり始めていた。










心配性な俺［大河ｓｉｄｅ］




「大河さん、ごめんなさい」

　レコーディングが終わると、赤い目をした百合ちゃんが俺の目の前に現れた。

「どうしたの？」

　俺が百合ちゃんに駆け寄ると、彼女は堰せきを切ったように泣きだした。

「ううっ……美優さんが……美優さんが……」

　俺はズボンのポケットからハンカチを取り出すと、彼女の涙をそっと拭った。

「ちょっと落ち着こうか」

　百合ちゃんの肩を抱きながら、近くにあったソファーに座らせる。

「着替えを美優に届けに行ってくれたんだよね？　その時、なにかあったの？」

「……美優さんが……男に……襲われ……て怪我を」

「美優が怪我!?」

　百合ちゃんの言葉に動揺して思わず大声を出すと、自分の顔から次第に血の気が引いていくのを感じた。

　男に襲われて美優が怪我をした？　男って……まさかあのストーカー？　怪我って、どの程度のものなのか？

「私のせいで……美優さんが……手に怪我を……ううっ……」

　百合ちゃんがしゃくり上げながら説明するが、イマイチ状況がわからない。

「大河さん、本当にごめんなさい。ごめんなさい……」

　大粒の涙を流しながら、百合ちゃんが何度も俺に頭を下げる。

「百合ちゃん、落ち着いてからでいいから、もう少し詳しく状況説明できる？」

　俺が優しく彼女に問いかけたちょうどその時、ポケットの中のスマホが鳴った。

　見れば玲王からの着信だ。

　このタイミングならきっと美優の件だろう。こうなれば彼に聞いたほうが話も早いし、必要な情報も手に入る。

「百合ちゃん、ちょっと待ってね」

　彼女にひと言断ってから電話に出ると、単刀直入に玲王に聞いた。

「美優が怪我したって本当？」

『ああ。例のストーカーと揉もみ合った俺を助けようとして、手のひらを切ったんだ。今病院で傷を縫合してる。そのあとの怪我の状態にもよるが、順調にいけば一週間後に抜糸だそうだ。ストーカーは警察に突き出したから心配するな。怪我させて悪かった』

　美優に怪我をさせたことを悔やんでいるのか、玲王はいつもの俺様口調ではなく淡々としていた。

「手のひら以外に傷はないの？　美優は落ち着いてる？」

『傷は手のひらだけだ。もっとショックを受けてると思ったんだが、本人は意外に落ち着いてる』

　玲王の説明を聞いて安堵する。

「あとからショックが来るかもしれないから、気をつけて見てあげて。怖くても、怖いって美優は素直に言えないから」

『ああ、わかってる。そっちはどうだ？』

「今、レコーディングが無事に終わったとこだよ。俳優の俺に歌わせるなんて無茶振りもいいとこ。歌手じゃないんだから、どうなっても知らないよ」

　俺はあの口紅のＣＭソングまで歌うことになったのだ。慣れない仕事のオファーに軽く嫌味を言いつつ、他ひ人と事ごとのようにクスッと笑う。とりあえず美優が無事だとわかって、笑う余裕が出てきた。

『謙けん遜そんするなんて珍しいじゃないか。俺をＣＭに引っ張り出したことに比べたら、これくらいなんでもないだろ？』

　ＣＭに出演させたことをまだ根に持っているのか、玲王が皮肉っぽく返してくる。

「根に持つ男はモテないよ。男にもね」

　俺はフッと微笑しながら負けじと切り返した。

『野郎にモテたかない。それより、現場を見てたお前のマネージャーが、私が呼び出したせいだって自分を責めてたからフォロー頼むぞ』

「お気遣い感謝するよ。これから慰めるとこ。美優のこと、頼んだからね」

　スマホを切って、チラリと百合ちゃんを見ると、彼女はまだ泣いていた。

　たまたまタイミングが悪かっただけなのに、本当に人がいいというか……。

「百合ちゃん、美優は大丈夫だから心配しないで」

　手に怪我をしたけど、あのストーカーが捕まったんだから、これで安心だ。三年間悪夢とずっと戦っていた美優は精神的にかなり楽になったと思う。

　あとはこのお嬢ちゃんをどうしようか？　こんな風に泣かれるとちょっと意地悪したくなる。

「百合ちゃん、いつまでも泣いてるとキスしちゃうけどいいの？」

　俺が悪戯っぽく笑うと、百合ちゃんが目を丸くした。

「え？」

　その顔は〝聞き間違いだろうか〟と言っている。

「だから、泣きやまないとキスしちゃうよ」

　俺が百合ちゃんの頬に顔を近づけると、彼女はピタリと泣きやんだ。

　なんなの、この反応？

「残念。そんな露骨な反応されると傷つくな」

　俺が苦笑していると、百合ちゃんは拳を握り締めながら力説しだした。

「だって、今回のアンジュのＣＭのギャラ、四千万なんですよ。ってことは、一回のキスの値段が四千万。私になんてもったいなさすぎます！」

　でも、キスだけでその値段じゃないし、俺の演技もギャラに入っているのを忘れないでほしい。

「とにかく、美優の怪我もそれほど心配はないようだし、百合ちゃんのせいでもない。百合ちゃんが悪いなら、百合ちゃんに頼み事した俺も同罪だけど」

「でも……」

　彼女はまだ自分を責めているのか、ぎゅっと唇を噛み締める。

　彼女には気分転換が必要だな。

「〝でも〟はなし。俺、お昼に百合ちゃんが作ってくれたお弁当食べたんだけど、ずっとスタジオに缶詰で朝食抜きだったし、まだ腹減ってんだよね。なにか外に食べに行こうか？　お昼まだ食べてないでしょう？」

　百合ちゃんに向かってにっこり微笑むと、俺は腕時計にチラリと目をやった。

　もう十四時か。百合ちゃんだってお腹空いてるだろうに。

「でも……私……金欠で」

「……奢るよ。それくらいは俺も稼いでるからね。なに食べたい？　お昼のお弁当も頑張って作ったんだから、ご褒美」

　あまり期待していなかった百合ちゃんのお弁当は意外にも美味しかった。冷凍食品は一切使っていなかったから、きっと夜仕込みをやったか朝早く起きて相当頑張ったはずだ。

「美味しいラーメンと餃子がいいです」

「そんな安いのでいいの？　フレンチとかイタリアンとか行きたくないの？」

「身近なもののほうが落ち着くというか。ダメですか？」

「いや、ダメじゃない。百合ちゃんらしくていいと思うよ。逆に百合ちゃんがフレンチって言ったら引いたかもね」

　俺がクスッと笑うと、彼女は引きつった笑みを浮かべた。

「はは。私には敷居が高すぎて。ラーメン屋なら私、いいお店知ってるんです。そこのしそ餃子、美味しいですよ」

「うん。いいね」

　俺は百合ちゃんの頭を撫でた。

　天然キャラだけど、責任感が強くて素直でいい子だと思う。できればずっとこのままでいてほしいけど、俺が渡米したあと、この子は大丈夫だろうか。美優は玲王が守ってくれるから安心だ。でも百合ちゃんは無防備で男を疑うことを知らないし、他の男の担当になった途端、簡単に食べられちゃうかもしれない。

　百合ちゃんのことまで気にかけるなんて、俺って本当心配性だなと思うけど、俺達のいる業界なんて、見かけほど綺麗じゃない。油断していると簡単に騙される。

　俺が渡米するまでに誰か見つけてやらないと……。脇坂さんは結婚してるし、他に頼りになる奴いたか？

「ところでさ、百合ちゃんはどんな男がタイプなの？」

　俺の質問に、彼女がニパッと明るい笑顔になる。

「ＳＰです！」

「え？」

　思わず耳を疑う。

「私が今はまっている少女漫画の『危ないＳＰ』の沖おき田た君がすごく格好いいんです。背も高くてイケメンで強くて語学力もあって、殉職覚悟で職務を遂行する。素敵ですよね」

　俺に同意を求めないでほしい。百合ちゃんが興奮して説明するが、俺には理解できなかった。

　殉職覚悟って……。好きな男が死んでもいいのか？

「……ごめん。聞いた俺が悪かった」

　とりあえず、百合ちゃんの趣味を受け入れられる男。

　それが、最低条件……だ。










裏切り者は




　このあいだのストーカー事件から、早いもので一ヶ月経った。

　今日はＣＭ発表の日。

　緊張して、昨日の夜は全然寝られなかった。

　いつもより早めに起きて身支度を済ませ、キッチンに行くと、すでに玲王が朝食を準備していた。彼が作る時はたいてい洋食になる。スクランブルエッグにソーセージにオニオンスープにパン。

　仕事が忙しくてもちゃんと自分で作るのには感心する。

　昨日家に帰ってからも夜遅くまで仕事をしていたのに、今朝は何時に起きたのだろう？　ひょっとして、玲王も緊張して眠れなかったのだろうか。まさか……ね。

「早いね。私もなにか手伝うよ」

　いつもよりにこやかに声をかける。

「いい。お前は座ってろ」

　この台詞、右手を怪我してから何度聞いただろうか。百回？　二百回？　いや、それよりも多いと思う。

　私の傷は、玲王の友人のすごく優秀なお医者さんがすぐに処置してくれたし、幸いにも神経を傷つけてはいなかった。

　それなのに、玲王はあれ以来私に一切家事をやらせず、食事だって箸はしを使わなくてもいいように工夫してくれる。お風呂に入る時は、傷口が濡れないよう防水テープを貼られ、毎日手の具合をチェックされた。

　重傷じゃなかったんだからそんなに神経質になることないのに、玲王は心配しすぎだと思う。抜糸を終えたにもかかわらず、この過保護ぶりはなんなのだろう。

「不服そうな顔だな。抜糸したからって安心するなよ。無理すると傷開くからな」

「でも、動かさないと逆に手によくないんじゃないかな？」

「だからって包丁握るな、バカ」

　玲王がいつものように私の頭を小突く。

　私は幸せかもしれない。こんなに私のことを心配してくれる人が側にいるのだから。

　それに、玲王が連絡してくれたのか、怪我をした翌日に大河から、ピンクのバラの花束と、私が大好きな『高たか田だ亭てい』のいちごのショートケーキが届いた。

　メールでお礼を言ったけど、大河はちゃんと見てくれただろうか？

　あの日から私は少し変わった。玲王の前では、綺麗な自分でいたいと思うようになったのだ。それ以来、唇だけは、玲王にもらったルージュを塗るようにしている。そんな私を見て満足そうに笑う玲王を見るのが、女として嬉しい。




　玲王と一緒に会場のホテルに着いたけど、宣伝部の人に彼と一緒のところを見られるのが嫌だったので、彼に先に行ってもらう。

　数分後に私が関係者の控え室に入った時には、すでに宣伝部の面々が来ていた。いつもより、化粧もスーツも気合いが入っている。

　田辺部長が私を見て、キッと睨むと、それに習って他の宣伝部のメンバーも私を冷たい視線で一いち瞥べつする。

　この針の筵むしろのような状況、どうにかならないだろうかと考えるが、昨日のことがあっては無理だと諦める。

　昨日、突然宣伝部に玲王が片岡さんを連れて現れ、田辺部長にＣＭ発表日が今日に変更になったと明かした。

　絶句したのは田辺部長だけではない。横にいた片岡さんも知らされていなかったようで、目を丸くして玲王の顔を凝視していた。

　私も初めて聞いたフリをしたけど、そのあと、取引先からの電話で私だけがこの変更を知っていたことが田辺部長にバレてしまったのだ。

　私がＣＭのモデルだとわかった時も彼女はかなり冷たい視線を向けてきたが、今回のことでさらに私を憎々しげに見るようになった。

　あ～あ、明日にでも研究室に戻れないかな？　結局、私は宣伝部にいても、全然キャリアを活かせないし……。今日仕事が終わったら玲王に話してみよう。

　そんなことを考えていると、大河が控え室に入ってきた。

　彼は、ＣＭ撮影の時と同じスーツ姿だった。

「あっ……」

　ふと、大河と視線が交わった。

　目が笑っている……私の知ってる優しい大河だ。大河があのスーツを着ていると、撮影の時のつらくて悲しいキスを思い出すけど、彼がいつも通りで嬉しい。

　大河は私に近づいてきた。

「美優、怪我の具合はどう？」

　穏やかな目をして聞いてくる。

「もう抜糸もしたし、大丈夫だよ。お見舞いのケーキと花束ありがとう」

　私は大河を安心させようとにっこり微笑んだ。

「撮影の時のこと、悪かったと思ってる。本当はあんな冷たい態度を取りたくなかったけど、俺達が前に進むには、あえて美優を突き放してでも離れる必要があったんだ。美優には、ちゃんと美優の人生を歩んでほしい。近くにいなくても、俺は美優の幸せを祈ってるよ」

　大河が真摯な表情で私に告げる。

　あの時の大河の言動は理解できなかったけど、この言葉を聞いて彼も私のためにかなり悩んだんだとわかった。そう思うと目頭が熱くなる。

「私も大河の幸せを祈ってる」

　私の言葉に大河が嬉しそうに頷く。

「ＣＭ発表、格好よく決めてくるから見てて」

　大河は私に微笑むと、会場に向かっていった。




　しばらくすると、ＣＭ発表が始まった。

　壇上には玲王と大河がいる。

　司会をやっているのは玲王で、トークの上手さにびっくりした。しかも、終始あんなにこやかな表情をしている彼を見るのは初めてで、本当に玲王なのかと思わず目を疑ってしまった。

　彼は口紅の誕生秘話をまるで自分が開発したかのようにリアルに語る。それでいて、堅苦しくなく、誰にでもわかりやすいように説明するので、みんなが彼の話に自然と引き込まれた。

　玲王には人を惹きつけてやまない天賦の才能がある気がする。

　そのあと、玲王と大河は椅子に座り、ＣＭ撮影時のエピソードを面白おかしく語った。ふたりが会った回数はそんなにないはずなのに、息もピッタリ合っていてびっくり。実際の撮影現場はもっと深刻な状況だったけど、ふたりの軽快なトークに会場がわいた。

　それもそのはず、玲王と大河が並ぶと、とにかく格好いい。悪魔のように危険な香りのする玲王が黒王子とすれば、優しい雰囲気の大河は白王子。

　宣伝部のお姉様方も、タイプの違うふたりのイケメンをうっとりと眺めていた。

　次の特別コーナーでは、会場中に悲鳴が上がった。

　玲王と大河が会場にいる女性記者を数人選んで、彼女達の唇に口紅を塗ったのだ。

　ふたりがやると絵になるというか……ちょっと妖しい雰囲気。

　ＣＭもツーバージョンがその場で流され、会場のみんながキスシーンを見てハッと息を呑む。

　自分の唇しか映らないと知っていても、実際に見るとバレないかドキドキする。

　それにしても、このＣＭソングの声、聞き覚えあるんだけど……。誰だっけ？

「大河さんも龍神社長も格好いいですね。怪我の具合どうですか？」

　振り返るとそこには百合ちゃんがいた。

「こないだ無事に抜糸したの。だから大丈夫だよ」

「よかった！」

　百合ちゃんが安心したのか、パッと笑顔になる。

「色々と心配かけてごめんね」

「いいえ、こちらこそ。それより、美優さんは気づきました？　このＣＭソング歌ってる人」

「知ってる声なんだけど……誰だかわからないの。綺麗な歌声だよね」

「美優さんのよく知ってる人ですよ」

　百合ちゃんがふふっと意味ありげに笑う。

　もしかして……。

「え？　え？　え～？　ひょっとして大河？」

　言われてみるとそんな気もする。

　そういえば、大河の歌なんて大人になってからは鼻歌ぐらいしか聞いたことがない。

　宣伝部にいるというのに、誰も教えてくれなかったなんて……。

「そうです。うっとりするような声ですよね。大河さんは妥協を許さない人だし、自分が納得できないからって睡眠時間削って何度もレコーディングしたんですよ」

「そうかあ。大河頑張ってるんだね。体調は大丈夫かな？　あの子、完璧主義だし、人に全然弱味見せないの」

「移動時間に寝てもらったりしてますけど、食欲もあるし、なにより大河さんの気力がすごくって。今のところ心配ないです」

　百合ちゃんが瞳を輝かせながら、にっこり笑う。

「よかった。百合ちゃんがいてくれるから安心だよ。大河のことお願いね。こうして離れてみると思うの。大河が遠くへ行っちゃったって。まるで別世界の人みたい」

　玲王とトークをしている大河をじっと見つめていると、本当に手を伸ばしても届かない存在に感じた。人を魅了するあのオーラは芸能人の中でも別格だと思う。

「なに言ってるんですか。いつだって、美優さんは大河さんの一番ですよ。恋人ができたとしても変わらないと思います。美優さんは特別です」

「ふふ。ありがと。そうだ、これよかったら使ってね」

　私は来場者に配る記念品を百合ちゃんに渡した。

　中に入っているのは店頭に並ぶものより小さい、新作の口紅三色。持ち運びにも便利なので好評だ。商品の質は他社より優れているし、ＣＭを見た記者達の反応も上々だから、きっとこの口紅は売れる。店頭に並ぶのが待ち遠しい。

「わあ、ありがとうございます！　大河さんもＣＭ出てるし、買おうと思ってたところなんです。容器のデザインも今回すごく素敵ですね」

　玲王に聞かせてあげたい。

　きっと不敵な笑みを浮かべながら当然だって言うだろうな。

「龍神社長が聞いたら喜ぶと思う」

　そう言って百合ちゃんに向かって微笑んだ。




　ＣＭ発表も無事に終わり、私は後片づけのため会場の裏へ行く。

　怪我をした右手を庇かばいながら段ボールの箱を開けていると、突然罵声が聞こえ、そのあとバチン！という音がした。

　なに？　今の……。

　気になって音が聞こえたほうの非常階段の扉を開けると、そこにはふたりの男性がいた。ひとりは片岡さん、もうひとりは見たことのない中年男性。

　今叩かれたのか、片岡さんの頬は赤く腫れていた。

　私の登場に、ふたりが驚いた表情をみせる。

　ヤバい……。マズいとこに来ちゃった。

　でも、彼らが驚いたのは私にではなかった。

「やっぱりお前か、裏切り者は」

　背筋が寒くなるほど冷たい声が、背後から聞こえた。この場の空気も一瞬にして凍った気がする。

　振り返ると、そこには氷のように冷たい目をした玲王が立っていた。










理性のたが［玲王ｓｉｄｅ］




「玲王……」

　彬が俺を見て驚いている。

　まあ、当然か。美優が裏に行くのを見て彼女の手が心配で追ってきたが、まさか彬と片岡が一緒のところに出くわすとは思わなかった。

　俺は彬に近づいて挨拶をする。

「お久しぶりですね。うちの片岡がなにか粗相でもしましたか？　いや、あなたの片岡か」

　俺が嘲ると、彬は俺を睨みながら唇を歪ませた。

「片岡は悪くないですよ。今日のＣＭ発表の日程変更は彼に内緒でしたから。なあ、片岡」

　そう言って俺は片岡を一瞥する。

「……どうして私が裏切っているとわかったんですか？」

「きっかけはじじいの【ふるいにかけろ】って変なメール。じじいが事故った日に来たんだ。だが、そもそも俺の側にいる人間なんてお前しかいない。だから改めてお前のことを調べた。お前は復讐がしたいんだろ？　片岡……いや、鮫さめ島じま卓たく人と」

「……さすがですね」

「もともとお前は歳の離れた姉とふたり暮らしだった。だが、十九年前に姉が自殺し、ひとりになったお前をじじいが拾ってきて、自分の秘書の養子にさせたんだ。お前の姉の自殺の原因が、俺の親父だったからな」

　親父が堕胎させた女は、片岡の姉だった。親父を恨む気持ちはわかる。

「姉を殺したのはあなたの父親だ。姉を捨てて、堕胎までさせた……」

「だから、その息子の俺も許せないってか？　七年もタイミングを待つなんてある意味感心する。俺がなかなか社長をやる気にならなかったから、さぞかし退屈だったろうな。ようやくアンジュを継いだ俺が彬に潰されて、大恥かいて龍神家を追い出されれば、お前は満足するのか？」

「ええ。あなたも絶望を味わえばいいんだ」

　片岡が憎悪に満ちた目で俺を見据える。

「くだらない」

　そんなの俺だってすでに味わっている。

　そう思いながら首の痣に手をやる。……あの時、母親が力を緩めなければ俺は死んでいた。決して消えることのないこの痣を見る度に、過去からは逃れられないと思い知らされる。

「自分だけが不幸だと思うな。お前は不幸な自分に酔ってるんだよ」

「勝手なこと言わないでください！」

　片岡が俺を睨みつけて、声を荒らげる。

「勝手なのはお前だろう？　勝手に俺を恨んで、勝手に会社の情報を漏らして。うちの情報が漏れてるって知った時、関係者で彬とつるむ奴なんてお前以外いないとすぐに気づいた。お前と彬の利害が一致したから共謀したんだろう？」

「利用できるものを利用してなにが悪い」

　蚊か帳やの外にいた彬が、高笑いをしながら急に話に割って入る。

「俺をライバル視するのは光栄だが、相変わらずやり方が汚いんだよ」

　俺は吐き捨てるように言うと、彬を睨み返した。

　こんな奴に負けはしない。俺は親父と同じ轍てつは踏まない。俺は親父とは違う。

「お前みたいな卑怯者に、うちの会社を潰すことはできない。絶対に」

　彬を冷ややかに見ながら一言一句はっきり言い放つと、奴は口元に笑みを浮かべた。

「俺はなにもしていない。全部片岡が勝手にやったことだ」

「往生際が悪いんだよ。お前らホントお似合いだな」

　冷めた目で彬達を見据える。

「不意討ちで面会謝絶のじじいの見舞いに行ってみたらどうだ？　お前達が重傷負わせたはずのじじいが、看護師口説いてるぞ、きっと」

　俺が嘲笑うと、彬は歯ぎしりをした。

「冗談言っていられるのも今のうちだぞ」

　捨て台詞を吐いた彬は、片岡を残してひとり立ち去る。

「片岡、お前のご主人様は彬だろう。早く追ったらどうだ？」

　俺は冷淡に声をかける。

「俺のことを憎むのはいいが、お前はお前の人生を歩めばいいじゃないか。七年も俺に縛られるなんて人生無駄にしてるぞ」

「あなたに言われたくない！」

　片岡が憎々しげに俺を見る。

「お前はバカだ」

　俺は無表情のまま、冷ややかに呟く。

　本当にバカだ。

　ほら、人なんてやっぱり誰も信用できない。こいつみたいに簡単に裏切るんだ。実の母親でさえ俺を殺そうとし、俺を見捨て、親父のあとを追って自殺したんだからな。

　あの時のことを思い出す度、心が氷のように固く凍る。

　小姑みたいにいつもうるさい片岡がいなくなってかえって清々した。いなくなったって困らない。俺は誰も必要としない。

　片岡を置いたまま踵を返すと、近くにいた美優が切なそうな表情で俺を呼び止めた。

「玲王、大丈夫？」

　俺を気遣ってためらいがちに言う彼女の腕を掴んで、構わず歩き続ける。

　ホテルのロビーまで来たところで、ちょうど視界に歩の姿が目に入り、声をかける。

「お前、車運転しろ」

　俺が不機嫌な顔で言うと、歩も口を尖らせた。

「はあ？　片岡が一緒でしょ？　あいつに頼めばいいじゃない」

「片岡はクビにした」

「え？　それどういうことよ？」

　歩が力いっぱい俺の肩を掴む。

　ああ、もう、いちいちウザイこの男女。

「お前、うるさい」

　短くそう言って歩をひと睨みすると、俺の静かな怒りが伝わったのか、歩の勢いがなくなる。

「……な、な、なによ……」

　そんな歩を無視して駐車場に向かい、車のドアを開けて美優と後部座席に座る。歩もすぐ運転席に乗り込み、車を発進させた。

　俺は誰とも話す気にならず、腕を組んで目を閉じる。

　美優はなにも言わずに俺の手を握ってきた。多分、さっきの会話で大体の状況はわかったのだろう。

　目を開けると、美優が心配そうな顔をしながらこちらを見ていたが、俺は彼女になんの言葉もかけられないまま、すぐに視線を逸らした。今の俺には〝大丈夫だ〟とこの手を握り返す余裕すらなかった。

　思っていたよりダメージは大きいかもしれない。片岡のことを調べた時、ある程度この展開を予想していたのに、俺はあいつなら裏切らないって心のどこかで信じていたのだろうか？

　これくらいのことで……情けない男だと思う。

　俺らしくない。ああ、考えるのはやめた。

「ねえ、このお通夜みたいな空気、どうにかならないの？」

　歩がぶつくさ文句を言ったが、とてもこいつの相手をする気分ではなく無視した。

　早く家に帰ってひとりになりたい。なにも考えずに寝たい。




　マンションに着いても家に入るまで、俺と美優は無言のままだった。

「冷蔵庫に入ってるもの、レンジで温めて食べろよ。まだその手で調理はするな」

「……玲王？」

　ネクタイを緩めながら、美優の返事も聞かずバスルームに向かう。

　シャワーを浴びているあいだ、俺は片岡と出会った頃のことを思い出していた。

　アメリカ留学中に、じじいの使いだと言って、あいつは突然やってきた。

　両親が自殺してからじじいの家で暮らしていた俺は、高校を卒業すると龍神の家から離れるためアメリカに留学した。じじい以外の龍神家の人間は、厄介者の息子である俺のことも快く思っておらず、じじいの家に俺の居場所なんてなかったからだ。

　アメリカでは自由気ままに暮らしていた。

　家事は問題なくできたし誰の世話になる必要もなかったのに、あいつはスーツケース一個持って、俺の許可なく家に転がり込んできた。勝手に俺の身の回りの世話をしだしたかと思えば、しまいには俺が在学している大学にまでついてきた。そして毎日のようにじじいの仕事を手伝えと言う。

　しつこくてウザイ男だと思った。

　俺は大学を卒業すると、片岡がいることにうんざりしてヨーローッパに渡り、イタリア、フランス、イギリスを回って好き勝手やっていた。

　だが、片岡は俺がどこに行ってもついてきて、三年後に再びアメリカに戻った時も、まだ俺の側にいた。

　今までじじいになにを言われてもずっと無視していたが、片岡の存在を認めた時にはアメリカでの自由な生活にも飽き、日本に戻る気になっていた。そして、じじいの話を受けるため、今年の五月に帰国した。

　やっとやる気になった俺を見て、片岡はきっとほくそ笑んだだろう。

　シャワーを終え、寝室に戻る。

　美優の滞在が長くなったので、全く使っていなかった客室に美優用のベッドを入れて、俺は自分の寝室で寝るようになっていた。

　今日は食欲もないし、このまま寝るか。

　そんなことを考えながら、ドアを開けると唖然とした。

「……お前、寝室間違えてるぞ。寝ぼけてんのか？」

　部屋着に着替えた美優が、俺のベッドに腰かけて座っていた。

「間違えたわけじゃない」

　ベッドから立ち上がりドアのところにいる俺に近づくと、美優は瞳を潤ませながら俺を見上げる。

　俺もバカじゃない。この雰囲気……次に美優がなにを言おうとしているのかわかる。

　だが、今日の俺はとてもそんな気分じゃない。

　頭をガシガシとかいて、美優から視線を逸らす。

「間違えてるだろ？　食事も済ませたんなら、お前もシャワー浴びて寝ろ」

　冷たい言い方になったが、それでここを出ていってくれればそれでいい。これ以上美優と一緒にいると、彼女を傷つけてしまいそうだ。

「今夜は一緒にいたいの」

　美優が俯きながら、俺の部屋着をぎゅっと掴む。

「お前、それがどういう意味かわかってて言ってるのか？」

　俺が美優の顎を掴んで顔を上げさせると、彼女は俺の目を見てコクリと頷いた。

「でも、お前……そんなに慣れてないだろ？　優しくする余裕なんてないぞ」

　彼女の反応を見ていると、とても経験豊富には見えない。

　心の中で、諦めろと願いながら冷たく言い放ち、美優を見据える。

「初めてだとやっぱり面倒なの？」

　美優が俺の顔を見つめながら自信なさそうに呟く。

　この部屋に入るだけでも相当勇気が必要だっただろう。美優にこれだけのことを言わせて……。

　俺の中でなにかがブチッと音をたてて切れた気がした。

「ああ、もう！　後悔しても知らないからな！」

　美優の両肩を掴むと、獣のように荒々しく美優の唇を奪う。

「玲王」

　美優の声が切なく響く。

　彼女と目が合うと、俺は彼女を抱き上げてベッドに運んだ。

　美優との長くて短い夜が始まった。










ひとりぼっち




「……いない」

　朝起きると、ベッドには私ひとり。温もりも大好きな腕もなく、寂しさが胸に広がる。

　全て夢か幻だったのだろうか？

　でも、身体が気だるく、それだけが昨夜なにがあったのかを物語っていて……。

　ゆっくり起き上がって玲王が寝ていた場所に手を置くと、シーツが冷たい。

　玲王が起きてから、かなり時間が経っているようだ。彼はどこへ行ったのだろう？

「今……何時なの？」

　ベッドサイドの時計を見るともう九時を過ぎていた。

「嘘でしょう？　完全に遅刻じゃない」

　慌ててベッドから出ようとしても、身体が言うことを聞かない。それでも下腹部の鈍痛を我慢してなんとか立ち上がると、腰が砕けてその場にしゃがみ込んでしまった。

　玲王はもう会社に行ったのかな？

　身体に鞭むち打ってダイニングに向かうが、やはり玲王の姿はなく、身体中の力が一気に抜けていく。

　彼の姿が見えないことが、こんなにも寂しいなんて。

　ふとダイニングテーブルに目をやると、ラップされたフレンチトーストとメモが置いてあった。

〝今日は身体がつらいだろうから会社は休め〟

　玲王はいつ起きたのだろう？　起こしてくれればよかったのに、素っ気ない……。私の身体を気遣ってくれたのはわかるけど、なんだか避さけられているようで悲しい。

　肌を重ねればもっと玲王に近づけると思っていたのに、むしろ彼が遠くなったと感じるのは気のせいだろうか……？

　もちろん昨日のことは、後悔していない。自分が望んだことだし、昨日はどうしても玲王と一緒にいたかった。

　私が会場の裏へ行かなければ、玲王が片岡さん達を見つけてあんなつらそうな顔をすることもなかったかもしれない……そんな考えが頭をよぎるが、玲王に抱かれたのは同情でも慰めでもない。本当に、私がそうしたかったからだ。

　玲王は怒っていた。

『優しくする余裕なんてないぞ』だなんて言って、最初は怒りをぶつけながら私を抱いていたのに……やっぱり玲王は優しくて、途中から私の反応を見て触れるようになった。




　＊　＊　＊




「怖くなったら言えよ」

　私に向けられる言葉は全て私を気遣うもので……。

　こんな時まで無理して優しくしなくていいのに。

「言わない」

　そんなことを言う私は全然可愛くなかったと思う。

　フッと笑う玲王の顔はとても悲しそうで、彼にそんな顔をさせたくなかった。

「意地っ張り」

　そう言って玲王が柔らかいキスを身体中に落とす度、緊張が解けていく。でも、あまりにも優しくされて、知らず涙が出た。

　意地っ張りは玲王のほうだ。そんなに優しくしないでよ。

　玲王が私の涙を掬すくい上げるようになめ、目を見ながらゆっくり身体を重ねてきた。

　私が痛みを必死で堪えていると、彼は私の耳を甘噛みしながら囁いた。

「ほら、やっぱり意地っ張りだ」

　どっちがって言いかけてやめる。玲王がぎゅっと私を抱き締めてきたからだ。

　彼の表情が見えず、なにを考えているのかわからない。

　そんなのは嫌だ。今、この時だけは私を見てほしい。この瞬間だけはなにもかも忘れてほしい。

　体勢を変え、玲王の上になって彼と目を合わせる。

「私だけを見てて！」

　玲王はちょっと驚いていたけど、悲しそうな笑みを浮かべると言った。

「お前ってホント強いのな。負ける」

「私からは逃げないで」

「ああ、そうだな。悪かった。じゃあ、まずは美優の余裕なくしてやらなきゃな」

　ニヤリと笑って玲王は私に深く口づけてくる。

　いつもの……私の好きな玲王だと思った。

　舌を絡ませる大人のキス。玲王に蹂じゅう躙りんされ頭が真っ白になる。

　でも、それでいい。

　それからはずっと玲王のペースで……。

「玲王……」

　意識がなくなりそうになり、彼の名前を囁いた時、玲王は確かに言った。

「ありがとう」

〝好きだ〟でも〝愛してる〟でもない。ただ〝ありがとう〟と。
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　感謝なんてされたくなかった。私が欲しかったのは、そんな言葉じゃない。

　気持ちを口にしなかった彼は、私のことなんて好きでもなんでもないのかも……。

　自分から望んだのにこんなことを思うのは私の我がままだ。でも、せめて朝私を起こしてひと言〝おはよう〟と優しく笑って声をかけてほしかった……。

　感情が昂ぶり、涙が込み上げてくる。甘くて……そして、苦い夜だった。

　玲王はいないから、誰に遠慮することもない。思いきり泣いたって誰にも気づかれない。

「玲王の……バカ」

　涙がポタポタと床に落ちる。

　こんな状態じゃ会社になんて行けない。どうせ私がいなくても誰も困らないだろう。

　その日は会社を休み、涙が枯れるまで泣いた。

　玲王が用意してくれた食事も喉を通らず、シャワーを浴びると自分用の客室のベッドに横になる。




　玲王が帰ってきたのは真夜中だった。

　私をひと目見れば、今日泣いていたことなんて一目瞭然だろう。

　そう思うと、惨めな顔を彼に見られたくなくて、会いたくてたまらないのに部屋から出られなかった。

　そして、玲王の顔を見ることがないまま一日が終わる。




　朝起きると、また昨日と同じように彼の姿はなく、食事とメモが用意されていた。

　それを見て落胆する。

　昨日はともかく、どうして今日も私を置いていくの？

　明らかに今までと違う態度にショックを抑えきれない。彼は私の顔をもう見たくないのだろうか。

　私のことが面倒になり、本気で避けているの？　あの夜、玲王は乗り気じゃなかったし、彼にはきっと迷惑でしかなかったんだ……。

　そう思うとまた涙が溢れ出してくる。

「玲王なんか嫌い」

　メモを見ずに握り潰してゴミ箱に捨てる。

「玲王なんか大嫌い！」

　いくら叫んでも心の中はスッキリしない。

　しかし、これは彼とのすれ違い生活の幕明けにすぎなかった。




　一週間後にはその食事とメモさえもなくなっていた。

　一緒に住んでいるのに、玲王がどこまでも遠く感じる。

「私はもう、ひとりぼっちだ」

　私の呟きは誰の耳にも届かなかった。










すれ違い［玲王ｓｉｄｅ］




　美優とのあの夜から二週間が経っていた。

　すぐにでも家に帰って美優と話をしたいのに、俺は今、高級料亭の個室でハゲおやじの相手をしている。

「いやあ、うちの麗れい香かがあのＣＭを見てから、玲王君と正式に婚約したいと言ってきてね。君はモテるから心配なんだよ」

「了承した覚えはありませんよ」

　冷ややかに否定するがこのハゲは聞いていない。

　今、俺と一緒にいるのは西園寺誠せい治じ。現職の国会議員であるこの男は、国土交通大臣の経験者であり、スーパーゼネコンとの繋がりも強い。一時期、総理大臣に最も近いと言われ、龍神グループにとってもそれなりに利用価値はあったようだが、俺にはただのハゲたおとぼけじじいにしか思えない。

　クリーンな政治家で売っているが、グレーだろ。限りなく黒に近いグレー。最近、黒い噂を聞かなくなったが、静かな時ほどなにをしているかわからない。

「だが、あの会長の命令ならば逆らえない……」

「あの変人に逆らったところで痛くも痒かゆくもありませんよ」

　じじいが本当に、俺とこのハゲの娘との結婚を望んでいるとは思えない。

「経済界の重鎮を変人扱いするとはたいしたものだ。ますますうちの婿むこに欲しい」

　西園寺がにこやかに笑って、俺に酌をする。

「養子になる気はありませんし、婚約も結婚もしません」

　段々イライラしてくる。

　この会話、会食が始まってから三回目だ。

　同じことを何度も言わせるな、ハゲ。少しは人の話を聞けよ、とぼけやがって。政治家って本当にめんどくせー。

「まあ、君も若いとはいえ女遊びは程々にな。麗香は嫉妬深いから」

　西園寺がニヤニヤしながら俺に小声で話す。

　ふざけんな！　反へ吐どが出る。歩の奴、こんな会食の予定、勝手に入れやがって。

　秘書課にろくな人材がいなくて急遽歩を俺の秘書にしたが、どうやら選択を誤ったらしい。




　そして終始不愉快なまま会食が終わる。

　ハゲから解放された時には、あの場でキレなかった俺の忍耐力を自分で褒めてやりたくなった。

　待たせていた車に乗り込むと、開口一番に歩をとっちめる。

「ったく、お前はスケジュール管理もまともにできないのか？　俺の私用も確認せずに毎日毎日、会食の予定をポンポン入れるな。しかも、会食のあとはいつも会社に戻って仕事しなきゃいけない。俺を過労死させる気かよ」

　歩の無茶苦茶なスケジューリングで、俺の帰りは最近ずっと深夜になっていた。おまけに始業前に会議なんか入れるから、美優とはずっとすれ違いの生活だった。

　あの夜から俺達はまともに話をしていない。

〝今日こそは〟と思っていても、歩が勝手に予定を入れてくる。

「だって、仕方ないでしょう？　ＣＭの反響すごくて、あんた〝時の人〟なんだもの。あんたを利用したい輩がいっぱいね」

　他人事だと思ってふふっと笑う歩を俺は憎らしげに見ながら悪態をつく。

「よりにもよって西園寺との会食なんか入れやがって」

「だって、仕方ないじゃない。西園寺議員の娘があんたの婚約者だなんて知らなかったのよ。そういうのは前もって説明してくれないと」

　悪びれもせず言い訳する歩に苛立つ。

　予定を入れる前に俺に確認しろよ！

「婚約者なんかじゃない！　お前のお陰で三時間もあのハゲに拘束されたんだぞ。関わりたくなかったのに」

「だったら、秘書課のお姉様を秘書にすればいいでしょう？　きっと喜ぶわよ。みんな私のこと睨んできて秘書課の居心地悪いったらないわ」

　秘書課の居心地って、最初に挨拶しに行っただけだろ。ずっと俺の社長室にいるくせに……。

「あんな連中を直属にしたらもっと仕事にならない。歩、お前が男に戻ればいいだろ？　きっと、今度は違う目で見られるんじゃないか？　お前も見た目は悪くないんだから」

　俺の言葉に歩は顔をしかめた。

「冗談じゃないわ。ああいう女達は嫌いよ。それより、西園寺議員、帰る時獲物を狙う目であんたのこと見てたわよ。どうするの？」

　今日の雰囲気だと年内にも正式に婚約させられそうだが、それこそ冗談じゃない。

「歩、西園寺の周辺を洗え。叩けば埃ほこりが出るはずだ」

「人使い荒いわね。特別手当てつけなさいよ」

　歩が口を尖らせる。

「だったら、変な予定入れるな！　まずは俺に確認しろ」

「は～い。ホントあんたって横暴。そのうち美優ちゃん愛想を尽かすんじゃないの？」

〝美優〟という言葉に胸がズキンと痛くなる。

「送り迎えの時の美優の様子はどうだ？」

　俺とすれ違いの生活になっても、美優の送迎は歩に任せていた。

　ストーカーが捕まったとはいえ、精神的に彼女が大丈夫だとは言えない。またひとりで電車に乗って過呼吸を起こされても困る。

「暗いわよ。〝心ここにあらず〟って感じね。西園寺とのこと、美優ちゃん知ってるの？」

「西園寺の娘とは結婚する気もないし、まだ言ってない」

　歩のお節介で苛立つ俺に、こいつは真剣な表情で言う。

「ちゃんと話しなさいよ。他人から聞かされたらマズいわ。もたもたして美優ちゃんに逃げられても知らないから」

「わかってる。話そうと思っても、お前の変なスケジュール管理で美優と顔を合わせる時間がないんだよ」

　仏頂面で言う俺を見て、歩が口を尖らせた。

「なに私のせいにしてるのよ、男らしくないわね。時間は作るものよ。あんたはなにを怖がってるの？」

「……怖がってる？」

　歩の言葉に唖然とする。

　俺がか？　なにを？

「あんたってさ、いざ本命手に入れるとヘタレになるタイプよね。ついに食べちゃったんでしょう？　美優ちゃん」

「お前は……」

　ホントに遠慮がねえな。大人ならわかっていても黙ってろ。

「図星ね。美優ちゃんすっかり悩める女の顔になってたわよ。それに……痩せたかな。あんたも男ならしっかりしなさい」

「お前はひと言余計なんだよ！」

　それから歩と一緒に会社に戻り、残っている仕事を片づけ、マンションへと帰ってきた。そして、部屋の鍵を開けて家に入ると、中は真っ暗だった。

　もう深夜一時過ぎなんだから、美優が寝ているのも当然だろう。

　そっと靴を脱いで、真っ先に彼女のいる客室に向かう。ここ最近、それが習慣になっていた。美優を起こさないようにゆっくりドアを開けて中に入り、彼女の頬にそっと手を当てる。

　歩が言った通り、少し痩せた気がする。

　ここ数日、忙しくて食事もメモも用意できていないが、彼女はしっかり食べているのだろうか？　手の怪我はよくなっただろうか？

　美優と話をしなければいけないことはわかっているし、せめてメールだけでもしておくべきだと思うが、その簡単なことができない。

　結局、俺は逃げているのだ。

　美優をこれほど欲しがっているのに、結ばれた今になって、彼女がいつか自分から離れていくんじゃないかと恐れている。だから仕事を理由に、俺は彼女と顔を合わせないようにしていた。

　そんな自分に腹が立つし、情けないとも思う。

　大河が今の俺を見たら、きっとぶん殴るだろうな。

　……あの夜、俺は彼女にろくな言葉を囁いてやれなかった。女なら誰でも〝愛してる〟って言ってほしかったはずだ。なんとも思っていない女になら、そんな嘘、いくらでも言えるのに……。

　なのに彼女が欲しくてたまらない。心も身体も全て自分のものにしたい。そう思うのは俺の我がままだ。俺は狡い男だな……。

　美優の唇に触れ、そっとキスを落とす。

　愛の言葉はまだ言えない。本人は寝ていて気づかないのに……それでも言えない。

　そして、今夜も昨日と同じ言葉を口にする。

「おやすみ」










私の居場所




　ＣＭ発表の夜からいつの間にか三週間が経ち、九月もあと数日で終わる。朝晩もだいぶ涼しくなり、もうすっかり秋の気配を感じるようになった。

「あれ、橘先輩。どうしたんですか？　宣伝部のほうはいいんですか？」

　久しぶりに研究室に足を踏み入れると、井上君が話しかけてきた。

「宣伝部の仕事で研究所に来たついでに、ふたりの顔を見に来たの。亜紀ちゃんは？」

　キョロキョロしながら彼女の姿を探すが、近くにいる気配がない。

「奥で原料の計量してますよ」

　井上君がそう言うので奥に向かうと、何故か亜紀ちゃんが顔を真っ赤にしてしゃがみ込んでいた。

「亜紀ちゃん？　どうしたの？」

　私が声をかけると、彼女は慌てて立ち上がり、うなじを隠しながら聞いてくる。

「あっ、美優先輩！　ひょっとして……さっきの見ました？」

「さっきって？　今来たばっかりなんだけど」

「あっ、あっ、そうですよね。なんでもないです。なんでもないです。気にしないでください」

　亜紀ちゃんが顔を引きつらせながら、作り笑いをする。

　彼女の様子がおかしい。なんでこんなに狼狽えてるの？

　そんな亜紀ちゃんを見て井上君がクスクス笑うと、亜紀ちゃんがコホン、コホンと咳払いした。

　ん？　このふたり……なんか怪しいな。

　私が怪訝に思っていると、亜紀ちゃんは話題を変えてきた。

「美優先輩、ひょっとしてそろそろ戻れるんですか？」

　亜紀ちゃんが瞳を輝かせながら聞いてくる。

「ごめんね。まだいつ戻れるかわからないの。もうそろそろだと思うんだけど……」

　私が首を横に振ると、亜紀ちゃんはがっくりと肩を落とした。

「残念。美優先輩に早く戻ってきてほしいな」

「本当にごめんね。その代わり今日はランチ奢る。もうすぐお昼休みだし、久々にここの社食で食べたいな」

「いいんですか!?　やったー！　じゃあ、デザートつきですよ！」

　すっかり機嫌のよくなった亜紀ちゃんがいつものようにはしゃぐと、井上君がすかさず突っ込みを入れた。

「先輩にたかるな、亜紀」

「え？」

　亜紀？

　井上君の言葉にちょっと驚く。

　井上君の雰囲気がかなり変わったし、あの亜紀ちゃんが彼に反論しないなんて。

　……もしかしてこのふたり、デキてる？

　私が訝いぶかしげにチラリと井上君のほうを見ると、彼は柔らかな笑みを浮かべ、コクリと頷いた。

　とても優しい笑顔。亜紀ちゃん、すごく愛されてるんだろうな……よかった。

　それから三人で社食に移動し、トレイに食事を乗せて席に着くと、見覚えのある人影が見えた。

　あのジーンズに黒のポロシャツ。そして、あの白髪。

「ガクさん！」

　私が声をかけると、ガクさんは私のほうを見てにこやかに笑いながら近づいてくる。

「えっ、橘先輩お知り合いですか？」

　井上君がちょっと驚いた様子で私に聞いてくる。

「ガクさんは私の大学の教授と昔からの友達で、よく研究室に遊びに来てたの。専門知識も豊富で、私が将来のことを相談したら、ここの就職を世話してくれたのよ」

「いえ、そういうことじゃなくて、うちの会長とお知り合いなんですねって話で」

　私の答えが的外れだったのか、井上君がクスッと笑う。

「会長？」

　ええー!?　あの気さくなガクさんが？

　びっくりして言葉が出ない。

「橘先輩もうちの研究所の前にある銅像見たことあるでしょう？　龍神 学。アンジュ創立者でうちの会長ですよ」

「……あっ」

　今思えば、ガクさんの電話一本で、すぐにうちの会社に就職が決まった。

　なんだかあっさり決まりすぎて怖かったけど、会長なら納得だ。

「久しぶりじゃの？　元気にしとるか？」

「はい。その節は大変お世話になりました。あの……会長とは存じ上げなくてすみません」

　私がペコリと頭を下げると、ガクさんは笑った。

「わしはあんたにとっては〝ガク〟だ。たまには大学の研究室に顔を出してやってくれ。工く藤どう教授も喜ぶ」

「ええ、近いうちに」

「それにしても、秋の新作の売れ行きはすごいのう」

　はっはっと声を出して笑いながら、ガクさんが目を細めて私を見る。

「社長の手腕によるものだと思います」

「お前さん達の日頃の成果もあってのことじゃ。研究成果がなければ、新作は生まれんからな。それはそうと、玲王とは上手くやっとるのか？」

「え？」

　思わず耳を疑う。

　それは社員としてだろうか？

　私が戸惑っていると、ガクさんが耳打ちしてきた。

「本社でな、あんたを抱き上げてる玲王を見た」

　ガクさんの言葉に絶句する。

　恐らく、私が過呼吸で倒れた日だろう。そんなところを見られるなんてタイミング悪すぎ。

「あの……それは……」

　言葉に詰まる。

　玲王は最近会社でしか顔を見かけないし、声を直接聞いたのはあの夜が最後だ。

「まあ、若いから色々あるだろう。あれは、子供の頃に両親を亡くしてな、人一倍苦労してる。人の心の痛みがわかる奴だ」

　……やっぱり、玲王の両親はもういなかったんだ。

「口は悪いが誰よりも愛情深い。あいつを見放さないでやってくれ」

　玲王が優しいのは知っている。でも、今の私は『はい』と返事をすることができなかった。

　私が無言でいると、ガクさんはなにかを見つけたのかパチンと額に手を当てた。

「あちゃー、見つかった。片岡の奴め、見つけるのが早すぎる。またな、美優さん」

　ニコッと笑ってガクさんは社食を出ていった。

　そのあとをスーツを着た五十代くらいの男性が追いかけていく。

「会長！　もう逃げられませんよ。病院でおとなしくしててください」

　病院？　怪我をしているようにも病気にも見えなかったけど。

「うちの会長って気さくなおじいちゃんだったんですね」

　亜紀ちゃんがポツリと呟く。

「それで、橘先輩は龍神社長となにかあったんですか？」

　井上君が今は聞いてほしくないことをずばり聞いてきた。

「まあ……色々とお世話になってて」

　私は作り笑いをして言葉を濁す。

「えー、美優先輩、社長とデキてるんですか！」

「亜紀、声大きすぎ」

　興奮してテーブルに身を乗り出した亜紀ちゃんの頭を、井上君が軽くコツンと叩く。

　なんだかそんなふたりが羨ましい。

「本社に異動になった時、過呼吸で倒れて社長が助けてくれたの」

「めちゃくちゃ素敵じゃないですか！　それで、そのまま恋人ってことに――」

「亜紀、だから興奮しすぎ」

　社食中に響きそうな大声を出す亜紀ちゃんを、井上君がすかさず注意する。

　ふたりのことは意外だったけど、とってもお似合いだ。井上君ならきっと亜紀ちゃんを幸せにしてくれるだろう。私のほうは……全然話にもならないけど。

「あっ、私ケーキ買ってくる。美優先輩はどうですか？」

「私はいいよ。好きなだけ食べてね」

「やったー！　行ってきます～。先に食べててください」

　亜紀ちゃんに手を振ると、手を合わせて〝いただきます〟をした。

「もうすっかり冷めちゃったね」

　苦笑しながら、井上君に声をかける。

「秋の新作のＣＭモデル、本当は橘先輩でしょう？」

「え？」

　嘘、なんで気づいたの？

　とぼけたフリをしてみたけど、井上君はじっと私の目を見据えている。

「亜紀は気づいてませんけど、わかりますよ。僕も男だし職業柄……ね」

　井上君がフッと微笑すると、穏やかな目で私を見た。

「先輩は、今の僕と一緒にいても、もう大丈夫みたいですね」

「……ひょっとして、井上君、私が男性苦手なの知ってて演技してくれてたの？」

　彼のセリフに驚いて言葉を返す。

　今の井上君は色気があるというか、なんだか妖艶な雰囲気で……あの頃の小動物的な彼じゃない。

「まあ、橘先輩のためだけじゃないですけど。欲しいものを手に入れるためにも無害な男を演じるほうが都合がよかったんですよ」

　井上君がケーキを買いに行っている亜紀ちゃんのほうに視線をやり、優しく目を細める。

「亜紀ちゃんだね。いいなあ」

「橘先輩も変わりましたね。前は、絶対に自分から口紅なんて塗らなかったのに。そのルージュ、とっても似合ってますよ」

「ふふ。ありがと。好きな人にもらったの」

　このルージュをつけていれば、少しは勇気をもらえる気がする。

「龍神社長ですよね？　あのＣＭのキス、情熱的でした。男は好きな女じゃなきゃ、口紅なんてプレゼントしませんよ」

　井上君はずばり核心を突いてくる。彼は頭もいいし、洞察力もある。

「……井上君て本当に鋭いなあ。ごまかせないね」

「色々悩んでるから、ここに来たんでしょう？　橘先輩って深く考えすぎるところがあるけど、物事って意外と単純ですよ。とりあえず、これ完食しましょう。食べなきゃ、亜紀が心配します」

　井上君が私に向かって微笑む。それは私が知っている邪気のない笑顔で、私を安心させた。

　それから亜紀ちゃんが戻ってきて、三人で久々に口紅開発談義に花を咲かせる。楽しいひと時だったけど、玲王のことが頭から離れることはなかった。

　時間はあっという間に過ぎ、亜紀ちゃん達に別れを告げエントランスに向かうと、玄関前に玲王の車が停まっていた。

　まだ十四時だしきっと玲王は仕事だろう。

　ガチャッとドアを開けて車に乗り込むと、やっぱり歩さんしかいなくて、はぁーっと知らないうちに溜め息をついていた。

「私しかいなくてごめんなさいね、美優ちゃん」

　歩さんが苦笑する。

「あっ、すみません。そういうわけじゃなくて、ちょっと疲れちゃって」

　慌ててごまかすが、歩さんには通用しない。

「玲王もスケジュール詰まっててね。会長も入院してて表に出てこないし、色々あるのよ」

「会長ですか……」

〝今日会いました〟って言ってもいいんだろうか？

「あっ、ルージュのキャンペーンが終わったら、美優ちゃん研究室に戻れるわよ。嬉しいでしょう？」

　歩さんが私の気分を盛り上げようとしてくれているが、今の私はなんでも否定的にしかとらえられない。

「……とうとうお払い箱か」

　歩さんに聞こえないように小さく呟く。

　今日行って感じたけど、もうあの研究室に私は必要ない。井上君が今まで以上にしっかりしていて、私がいなくても大丈夫そう。それに私が戻ったら、また彼に気を遣わせてしまうし……。

　井上君も亜紀ちゃんも私も……みんな変わった。

　私の居場所は、もうどこにもない。







第四章










無機質な家［玲王ｓｉｄｅ］




　あの夜から一ヶ月経つのに、美優とのすれ違い生活はまだ続いている。

　ホテルのロビーでの打合せが終わり、歩を連れて車に戻ろうと荷物をまとめている時、俺のスマホがブルブルと震えた。

　見ると大河からの着信だ。

　珍しいな。こういう時はきっと美優絡みだろう。

「どうした？」

『今大丈夫？　ちょっとトラブル発生』

「なにがあった？」

『ＣＭに出演したことになってるモデルが、自分はあのＣＭに出演してないって暴露しちゃって、その記事が三日後の週刊誌に載るみたいなんだけど、そっちでどうにかできない？』

　大河の言葉に思わず舌打ちをする。

　バカな女だな。

「わかった。なんとかしてみよう」

『ごめん、俺これから撮影なんだ。なにかあったら連絡して。美優のことも頼むよ』

　余程時間がないのか、大河は用件だけ言ってすぐに電話を切った。

　アンジュの口紅は例のＣＭ効果で売り上げが倍増し、今、工場で増産しているものも、予約注文でほとんど埋まっている。相乗効果で他の化粧品の売り上げも伸びているというのに……面倒なことになった。

　だが、大河に『美優は元気か？』と聞かれずに済んで、とりあえずホッとする。

　その質問をされたらきっと無言だっただろう。俺自身が知りたいくらいなんだから。

　社内で美優を見かけても声をかけることすらできない自分にイライラするが、今はまずやることがある。

　俺は傍らにいた歩に事情を話し、西園寺の件がどうなったのか聞いてみた。

「バッチリよ。あいつの周辺洗ってたら、最終的に彬にたどり着いたわ」

　歩がニンマリ笑う。

「それで？」

「彬が持ってる子会社が会員制のクラブを経営しててね。まあ、政治家や有名芸能人が出入りしてるみたいなんだけど、そこが売春宿になってるうえに、そこで大麻パーティーもやってるらしいわ。アンジュの前社長も彬の接待を受けて、そこで薬漬けにされた末に精神的に追いつめられたって話もあるの」

　彬は暴力団とも繋がっているようだし、麻薬なんて容易に入手できるだろう。

「で、なにか証拠は掴んだのか？」

「もちろんよ。そのクラブに潜入したら、西園寺の娘やフリージアのＣＭに出てる阿あ藤とう奏かな多たが薬をやっているところに出くわしてね。バッチリ隠し撮りしてきたわよ。彼、いい男なのに残念」

　歩がバッグから写真を取り出してそれにキスすると、俺に手渡す。

　……気持ち悪くて写真に触るのはためらわれたが、顔をしかめながらとりあえず受け取る。

「それは使える。お前にしては短期間でよくここまで調べたな。むしろ、できすぎなくらいだ」

　写真をチラリと見てから、横目で歩を見やる。

「な、な、なによ！　私だって、やるときゃやるのよ」

　歩が珍しくどもっている。

　怪しい。こいつらしくない反応だが、まあいい。西園寺のことを探っているあいだに、彬を潰すための弱みも握れるなんてな。これで西園寺にも彬にも揺さぶりをかけられる。

「それで、ＣＭモデルのこと、出版社と交渉するの？」

「その前に一本電話する」

「え？　どこによ？」

「お前は静かにしてろ」

　俺はそう言って、スマホに登録された連絡先を探して電話をかける。

「よお、じじい、生きてるか？」

『わしは忙しい。なんの用だ？』

　ぶっきらぼうな声が聞こえた。

「近々、彬関係のスキャンダルが週刊誌で暴かれる。龍神グループの株価にも影響するかもしれないが……」

『ほう、わざわざわしに知らせてくるとは、お前も成長したな。株が一時的に下がっても、いずれ回復するんだろう？　お前の力で』

「簡単に言うな。じじい、初めからこれが目的で俺をアメリカから呼び寄せたんだろう？　俺に西園寺を調べさせることで彬のしっぽを掴み、厄介払いさせるために」

『さあて、どうかな？』

　なにか面白がっているような声の響き。

「とぼけるなよ。最初から狙ってたんだろ。あんたが一番腹黒いからな」

『いずれにしろ、膿うみは出さねばなるまい』

「あんたの責任も問われるかもしれないから、覚悟しろよ」

『その時は楽しい隠居生活が待ってるだけだ。ところで西園寺はどうするつもりだ？　婚約の話、忘れたわけではないだろう？』

「俺は結婚する気はないし、龍神から手を引かせるように仕向ける」

　西園寺の娘の写真を週刊誌に売ればあのハゲを失脚させられるかもしれないが、龍神に近づかせないようにするだけなら直接脅せば十分だろう。

　じじいは多分、彬だけでなく西園寺まで俺に厄介払いさせたいんだ。龍神グループにとってあのハゲは、もはや利用価値がないのだろう。にもかかわらず娘との縁談を持ちかけたのは、奴を油断させるためだ。

『ほお。それは面白い。まあ、お前の好きにしろ』

「じじい、俺を日本に呼び寄せた時、龍神の他の会社に送ることだってできたはずだ。それなのに、なんでアンジュを選んだ？」

『アンジュはわしの原点であり、龍神グループの中心だ。それを任せられるのはお前しかいなかった。それだけの話だ』

「俺のこと、買いかぶりすぎだろ」

『お前にしては謙虚な言葉だな。美優ちゃん、泣かすなよ。わしのお気に入りだ』

　そう言って、じじいが勝手に電話を切る。

「は？　おい！」

　なんでじじいが美優のことを知っているんだ？　会社で会った時に美優の顔を見たかもしれないが、〝ちゃん〟づけするほど親しかったのか？

　……前に片岡が美優は縁故で入社したと言っていたが、じじいの口利きかもしれない。だからあの時、じじいは説教じみたことを言ったのだろうか。

「それで、会長はＯＫなの？」

「ああ。出版社に連絡を取ってモデルの記事と彬のスキャンダルを差し替えさせろ」

「あんたはそれでいいの？　うちだってこの件を記事にしたらダメージあるでしょ？」

「モデルの件は直にダメージ食らうだろ？　どっちか選ぶなら当然彬のほうだ」

「まあ、そういうことにしといてあげるわ。でも、今のあんたなら会社を犠牲にしてでも美優ちゃん取りそう」

　歩が笑って俺をからかう。

「……黙れよ」

　ムスッとした表情で低く呟く俺を見て、歩が面白そうに言う。

「否定しないのね」

　俺はこれ以上、こいつにからかわれたくなくて声を荒らげた。

「うるさい！　お前はさっさと出版社に連絡取れ。ぐずぐずするな」

「はいはい。ホント人使い荒いったらないわ」

　俺を怒らせたいのか、歩がふざけた口調で言う。

「あーゆーむー」

　俺がギロッと睨みつけると歩が逆ギレした。

「ああ、もうわかったわよ！　せっかちね。あんたも自分のこと棚に上げてないで、ちゃんと美優ちゃんと話をしなさいよ。美優ちゃん、今日はボーッとしちゃって私がなにを言ってもうわの空だったんだから」

「言われなくてもわかってる！」

　髪をかきむしりながら、ここがホテルだということも忘れ、声を張り上げる。

　やれるならとっくにやってる。……今日こそは美優と話をしよう。

　腕時計に目をやると、十九時半前だ。

　歩が定時過ぎに美優を家まで送り届けたようだし、今から帰ればゆっくり話もできるだろう。

「歩、今日の会食はキャンセルだ。先方には風邪とでも伝えておけ」

　最初からこうしておけばよかったと思いながら、歩を置いてすたすたとロビーをあとにする。

「え？　ちょっと、待ちなさいよー！」

　俺は歩の声を無視して、エントランス前に停まっていたタクシーに乗り込む。

　この時、美優はまだ家で俺の帰りを待っていると思っていた。




　――だが、遅すぎたらしい。

　家に帰ると美優の靴がない。

「……美優？」

　彼女のいない家は、暗くて静かで……どこか無機質な感じがした。










異変




　十月になり、玲王とのあの夜からは一ヶ月が経過した。

　ここ最近、ずっと食欲がない私は、体重が減ったせいか朝起きるのがつらくなり、自分の身体に異変を感じていた。食べ物を想像するだけで気分が悪くなる。

　なにか悪い病気なのかな？　でも……もうどうでもいい。

　今日もチューブタイプのゼリーをなんとか喉に流し込んで、朝の支度をする。準備ができると、ちょうど歩さんが迎えに来た。

「美優ちゃん、おはよう。行こうか？」

　歩さんは優しい。

　最近まるでタブーであるかのように、玲王の話をしなくなった。私としてはありがたい。〝玲王〟と聞いただけで胸が痛くなるから。

　そろそろ玲王のマンションを出ていったほうがいいかもしれない。彼もそれを望んでいるんじゃないだろうか？　今度百合ちゃんに、どこかいい物件がないか聞いてみようかな。

　午前中は商品カタログの在庫チェックで終わった。私に回ってくる仕事なんてこの程度のもので、仕事がもらえるだけでもマシなほうだ。打合せや会議にも全然参加させてもらえないし、私が開発者の経験からなにかを提案しても、誰も耳を貸さない。

　私、なんのためにここにいるんだろう？　宣伝部の人に〝給料泥棒〟とか陰で言われてそう。

　お昼休みになり、自席でゼリーと野菜ジュースだけ口にする。

　今はオフィスにひとりしかいないというのに、何故か息苦しく、ここにいるのがつらくて仕方がない。

「私の存在価値ってないよね」

　乾いた笑いを浮かべながらポツリと呟く。

　心が壊れそうだった。

　淡々とパソコンで退職願を打ってプリントアウトすると、その横に自筆でサインをした。本来なら文面も自筆で書くべきだが、もうそんな気遣いはいらない。

　田辺部長が明日読むように、故意に社内郵便に出す。

　ここにいてもやることはなにもない。私の居場所なんてないのだ。

　お昼休みが終わると、めったに鳴らない私の内線が鳴った。

「はい、橘です」

『今、受付に西園寺様がお見えになってますが』

「西園寺？」

　全く心当たりのない名前だ。

『女性の方で、橘さんとお話があるとおっしゃってて……』

　人違いだと思うけど、行かなければ相手が納得しないだろう。

「わかりました。今そちらに伺います」

　電話を切って受付に行くと、すごく綺麗な人が立っていた。

　一ひと重えの和風美人で小豆あずき色の落ち着いた着物を纏まとっており、その上品な雰囲気から、まるで彼女の周りだけが別世界のように感じられる。きっとどこかのお嬢さんなのだろう。そんな人が私を訪ねてくるなんて、やっぱり人違いだ。

「お待たせして申し訳ありません。私が橘です」

　顔を見れば間違いに気づいてすぐに解放されると思っていたが、西園寺さんは何故か敵意むき出しの顔で私を見る。

「これで玲王さんのところから出ていって！」

　そう言って彼女は、私の胸に分厚い封筒を押しつけた。

　私は反射的にそれを受け取ったが、わけがわからなかった。

「え？」

〝玲王さん〟って言った？

　私が状況を掴めないでいると、西園寺さんは私を睨みつけた。

「とぼけないでよ！　あなたが玲王さんのマンションにいるのはわかってるのよ。私は玲王さんの婚約者なの。来年には式を挙げるわ。あなた、遊ばれてるのがわからないの？　愛人なんて嫌でしょう？」

　婚約者？　愛人？　……一体なんのこと？

　私の手から封筒がするりと滑り落ちた。

「目障りなのよ。玲王さんも迷惑に思ってるのがわからないの？」

　迷惑……。

　目の前が一瞬にして真っ暗になった。

　そう……か。玲王には婚約者がいたんだ……。

　なら、愛されるわけがない。きっとあの夜のことは迷惑でしかなかったのだ。言ってくれればよかったのに。知っていたら、あんなお願いしなかった。バカだな……私。

　目頭が熱くなって、涙が込み上げてくる。

「……ごめんなさい」

　目に涙を溜めながら謝る。

　私が床に落ちた封筒を拾い、返そうとした時にはもう西園寺さんは歩きだしていた。

　私は呆然としたまま、追いかけることすらできない。

　婚約者……愛人……。

　西園寺さんの言葉が頭から離れない。

　なにかが音をたてて崩れていくような気がした。




　それからどうやって自席に戻ったのかわからない。気づいた時には定時を過ぎていて、歩さんに肩を叩かれた。

「美優ちゃん、帰りましょ」

　もう返事すらできず、歩さんのあとをついていつものように車に乗る。そして、マンションに着くと、歩さんにお礼も言わず車を降り、玲王の家に入った。

　西園寺さんが置いていった封筒をダイニングテーブルの上に置くと、玲王にメモを残す。

　もう彼とは一緒に住めない。

　自分の荷物をまとめて高輪にある玲王のマンションを出る。大河のマンションに戻ろうかと思ったけど、やっぱり少し行きづらくて、私はタクシーで恵え比び寿すにある百合ちゃんのマンションに向かった。

　窓の外を見ながら思い出すのは玲王のこと。

　初めて会った時のあの衝撃的なキス。最初は俺様で最低だと思っていたけど、その中にもちゃんと優しさがあることを知った。玲王もちょっとは私のことを好きなのかな、なんて思ったりもしたけど、それは彼の優しさを私が勘違いしただけ。西園寺さんには悪いことをした。

　そんなことを考えているうちに百合ちゃんのマンションに着いた。タクシーを降り、エントランスで彼女を呼び出すが、不在だった。

　そこでずっと彼女を待っているうちに、私はうとうとしてしまったらしい。

「美優さん、どうしたんですか？」

　気がつくと、百合ちゃんに肩を揺さぶられていた。

「私……もうどこにもいられなくなっちゃった」

　笑いながら言ったが、悲しみが込み上げてきて涙がポロポロとこぼれ落ちる。

「美優さん、とりあえず家に入りましょう」

　少し驚いた様子の百合ちゃんは私の肩を優しく抱き、家に上げてくれた。

　彼女の家は２ＬＤＫで、ひとり暮らしのわりには広かった。事務所がマンションを借りて寮にしているから、安く住めるそうだ。

　玄関を入ってすぐのリビングに通されてソファーに座らされても、まだ涙は止まらない。

「美優さん、なにがあったんですか？」

　ハンカチで私の涙を拭いながら、百合ちゃんが心配そうに聞いてくる。

「玲王に……婚約者がいたの」

「え？」

　私の言葉に百合ちゃんが唖然とする。

「申し訳ないけど、しばらく百合ちゃんのところに置いてくれないかな？　住むところが決まるまででいいの」

「私はいつまでいてくれてもいいですけど……。でも、婚約者がいるって龍神社長が言ったんですか？」

　私の肩に手を置いて、百合ちゃんが真剣な表情で私の目を見つめる。

「ううん。婚約者が今日現れて……」

「まず龍神社長と話をしたらどうですか？　なにかの間違いかもしれませんよ」

　そう言われても、とても玲王と話す気にはなれない。彼の口から現実を思い知らされるなんて、耐えられない。

「とにかく、なにか食べましょう？　ご飯作りますよ。パスタでいいですか？」

　私を励ますように言って百合ちゃんがキッチンに向かう。彼女がソースを作り始めると、バジルの匂いがしてきた。

　……気持ちが悪い。……吐きそう。

　バジルは好きだったはずなのに、身体が拒絶反応を起こす。

　私が口を手で押さえていると、それに気づいた百合ちゃんが慌ててトイレに案内してくれた。

　最近あまり食べていなかったから、口から出るのは胃液ぐらいしかない。

　その様子をおろおろしながら見ていた百合ちゃんは、衝撃的な言葉を口にする。

「美優さん、ひょっとして妊娠してるんですか？」
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　私を心配した百合ちゃんは、すぐにドラッグストアへ行き妊娠検査薬を買ってきてくれた。

「美優さん、一度これで検査してみましょう」

　考えてみると、もう一ヶ月以上生理が遅れていることに気づく。ここ最近、精神的にも肉体的にもつらくてなにも考えられなかった。

　呆然としたまま百合ちゃんから検査薬を受け取り、トイレに入る。説明書の指示に従ってじっと待つこと一分。

「嘘……赤い線……」

　身体が凍りつきそうになり、喉からかすれた声が出た。

　妊娠……。本当に……？　……私どうしたらいいの？

　目の前が真っ暗になる。

　ふらふらしながらトイレを出て、赤い線が出たことを百合ちゃんに伝える。なんとか元気に振る舞おうとしても、顔が強張って上手くいかない。

　動揺している私に、百合ちゃんは冷静に声をかけてくれた。

「美優さん、私明日の朝、事務所にお弁当を届けたら、ちょっと時間が空くんです。大河さんは大おお阪さかで行われる映画の試写会に出るんですけど、脇坂さんが同行するので。だから、一緒に病院に行きましょう」

「百合ちゃん……私……怖い」

　体温が一気に下がって、どうにかなってしまいそう。

「病院ではっきりさせて、それから一緒に考えましょう。美優さんがここにいること、誰かに言ってますか？」

　百合ちゃんは〝大丈夫〟だと言うように、私の右手を両手で優しく包み込む。

「誰にも……」

「大河さんにだけでも知らせま――」

「お願い！　大河にはまだ知らせないで」

　私は百合ちゃんの腕を掴んで、彼女の目を見ながら首を振る。

「でも、心配しますよ。龍神社長だって」

　玲王は同じ家に住んでいても、会っていなかったもの。メモも残してきたし、心配なんかしない。

「お願い。気持ちの整理がつくまで待って」

　私がすがるような目で百合ちゃんを見ると、彼女は渋々頷いた。

「……わかりました。でも、大河さんに聞かれたら伝えますからね」

「うん、ごめんね」

「私、お風呂の準備してきます。身体温めて、今夜はぐっすり寝ましょう」

　百合ちゃんがにっこり笑いかける。

「ありがとう」

　彼女がバスルームに行っているあいだに、私のケータイが鳴った。

　表示を見ると玲王からの着信だ。

　ひょっとして、あのメモを見たのだろうか。今は二十時前で、いつもならまだ家には帰っていないのに……。

　なんの電話か気になったけど、怖くて出られないまま、着信音は止まった。

　表示をチェックすると、玲王からの着信が三件に、留守電が一件、メールが一件。

　メッセージを確認する勇気がない私は、そのまま放置してケータイをバッグにしまった。

　見えるところにあると、きっと気になってしまうから。

　放心した状態でお風呂を済ませたあと、布団に入って目を閉じる。

　これから私はどうすればいいの？

　不安が私を襲い、今後のことを考えると怖くて仕方がなかった。

　結局あまり眠れないまま朝を迎え、ふと時計を見ると針はまだ六時前を指していた。

　突然アラームが鳴り、百合ちゃんが飛び起きたかと思うと、よろよろしながら洗面所に向かう。

　それを見て私も布団から出ると、着替えを済ませた。

「おはようございます」

　顔を洗い終えた百合ちゃんは、昨夜のことなんてなかったかのように私に向かってにっこり笑った。

「おはよう」

「美優さん、お弁当作るの手伝ってくれませんか？　大河さんに頼まれて、大河さんと脇坂さんの分を作らないといけないんです。あっ、でも匂い大丈夫かな……」

　百合ちゃんがちょっと困ったような顔をする。

　お弁当……。久しぶりに大河に作ってあげたい。百合ちゃんが作ったと思うなら、きっと彼も食べてくれるはずだ。

「百合ちゃん、マスクあるかな？」

「あります！　一緒に作りましょう？　気分が悪くなったら教えてくださいね」

　百合ちゃんが満面の笑みを浮かべる。

　それからふたりで姉妹のように仲良くお弁当を作った。私は彼女の笑顔に癒され、作っているあいだは玲王のことも妊娠のことも忘れられた。

　そして、百合ちゃんが事務所にお弁当を届けると、私は彼女につき添ってもらい、女医さんのいる産婦人科に足を運んだ。

　待合室で私の名前が呼ばれた時、百合ちゃんは私の手をぎゅっと握ってくれた。

「大丈夫です。なにがあっても私、美優さんの力になりますから」

　気休めかもしれない。でも、私はこの言葉がなかったら診察室に入ることすらできなかっただろう。

　内診台に座って診察を待っていると、カーテン越しに医療器具の音と医師と看護師の話し声が聞こえてくる。

　その全てが現実ではないように思えた。

「力を抜いて楽にしてください」

　四十代くらいの女の先生がカーテン越しに私に声をかけたが、緊張しているせいか、どうしても身体に力が入る。

　内診のあと、身体の中になにか棒状の器具を入れられ子宮内を確認された。その後先生がカーテンをめくると、モニター画面が現れ、自分の子宮内の画像が目に入る。

　そこにはピクピク動く、丸くて小さな卵のようなものが見えた。

「妊娠してますよ。おめでとうございます。心拍も確認できてるし、最終月経日からすると妊娠五週目ですね」

　……やっぱりそうなのか。

　突きつけられた事実が肩に重くのしかかり、素直に〝ありがとうございます〟とは言えなかった。

　何故、このタイミングなんだろう。私はなんてことをしてしまったんだろう……。

　しばらくなにも耳に入ってこず、気づけば先生が私にエコーの写真を手渡していた。

　そこに写っていたのは一センチほどの私の赤ちゃん。私のお腹の中に命が宿っている。〝妊娠〟という言葉が改めて現実味を増し、不安でいっぱいになった。

　診察室を出ると、待合室にいる百合ちゃんのところへ戻る。

「やっぱり妊娠してるって」

　今にも死にそうな顔をしている私を百合ちゃんは叱しっ咤たした。

「なに暗い顔してるんですか！　美優さんの好きな人の赤ちゃんでしょう？」

　好きな人……玲王の赤ちゃん。

「……うん」

　私は涙ぐみながらエコーの写真を握り締める。

　ごめんなさい、私……自分のことしか考えていなかった。自分がつらくて現実と向き合おうとしなかった。

「ここに……玲王の赤ちゃんがいる」

　大事なものがここにある。

　迷ってなんかいられない。一日一日、このお腹の子は大きくなっていくのだから。

「百合ちゃん、私……産みたい」

　私の言葉に彼女が微笑んだ。

「はい。私、美優さんのこと応援します。だから、ひとりで悩まないでくださいね」

　百合ちゃんが私を抱き締めて、優しく頭を撫でてくれた。

　もう私ひとりの身体じゃないんだから、強くならなきゃいけない。百合ちゃんに言われて、目が覚めた。堕ろすという選択肢は今の私にはなかった。

　でも、玲王が知ったらどう思うだろうか？　婚約者がいるのだから迷惑に決まっているし、彼の口から冷たい言葉を聞きたくない。

　……知らせちゃだめだ。彼との連絡は断とう。玲王、ごめんね。勝手な私を許して。

　百合ちゃんと一緒に彼女のマンションに戻ると、私は勇気を出して玲王が残したメッセージを聞いた。

『今どこにいる？　無事でいるかだけでも知らせてくれ』

　久しぶりに聞く玲王の声。もう彼の顔を見ることも、声を聞くこともないかもしれない。

「連絡できなくてごめんなさい」

　身を引き裂かれそうな思いで、ケータイから玲王の連絡先を削除した。
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　家に帰って美優の靴がないことに異変を感じ、彼女が使っている客室を真っ先に確認する。

　嫌な予感がした。

「……荷物がない。どこに行った？」

　スマホを取り出して美優にかけるが、繋がる気配がない。

　自室に戻るためダイニングを通り抜けようとすると、テーブルの上になにかが置いてあることに気づいた。

　そこにあったのはメモと分厚い封筒。

　美優は彼女らしい綺麗な字で俺への伝言を残していた。

〝この封筒を西園寺さんに返してください。

　彼女とお幸せに。今までありがとう。〟

「西園寺？」

　封筒の中に入っている札束を見て状況が掴めた。

「あの女！　勝手な真似しやがって！」

　拳をテーブルに強く叩きつける。痛みなど感じなかった。

　西園寺にこの金で別れろとか言われたのだろう。あの高飛車な女がやりそうなことだ。美優はこんな札束を渡されてきっと心を痛めたに違いない。

　クソッ、俺がちゃんと話をしてさえいれば……。ずっと美優をひとりにさせて、一番悪いのは俺だ。

　もう一度美優に電話をかけるが繋がらない。

　一体どこに行ったのだろう。ひとりで出歩いて、また過呼吸になっていないかと心配になる。

　もどかしくて仕方がなかった俺は、美優にメールを送ると、なにか知っていないかと、とりあえず大河に電話をかける。

『玲王、どうした？　まだ撮影してて長く話せないんだけど』

　忙しそうな大河に俺は唐突に切り出した。

「美優がいなくなった」

　電話の向こうで大河が絶句している。

『……どういうこと？』

　声は落ち着いているが、電話越しでも大河が怒っているのがわかる。

「俺の婚約者を名乗る女が美優になにか言ったらしくて、出ていったみたいだ」

　俺の言葉に大河が数秒無言になる。

『……電話でよかったね。目の前にいたら思いきり殴ってるよ。なにやってんだよ！』

　大河が氷のように冷たい声で怒りを露わにした。

「すまない」

『それは美優に言ってよ。行き先に心当たりはあるから、見つけたら連絡する。美優が好きなら、その女どうにかしろよ』

「ああ。それと、週刊誌のほうは記事を差し替えさせる」

『わかった』

　大河がすぐに電話を切る。

　彼が怒るのは当然だ。俺があいつの立場なら迷わず殴ってる。

　そんなことを考えていると、今度は歩から電話がかかってきた。

『記事差し替えるって。私に感謝しなさいよ』

　歩が恩着せがましく言うが、俺はいつものような態度を取れなかった。

「ああ」

　他人事のようにただ機械的に答える。

　そんな俺をおかしく思ったのか、歩は美優のことを聞いてきた。

『なによ。会食ドタキャンしたくせに暗いわね？　美優ちゃんと仲直りしたんじゃないの？』

「……美優がいなくなった」

『はあ!?　あんたなにやってんの？　バカじゃない!?』

　鼓膜が破れそうなくらいの大声で罵ののしられたが、なにも反論できなかった。

「……そうだな」

　俺が素直に認めると、歩は拍子抜けしたのかフウッと溜め息をつく。

『……あんた重症ね。調子狂うわ。私も探してみるけど、見つけたらちゃんと話をしなさいね』

「ああ、悪い」

『……俺様じゃない玲王って気持ち悪』

　気落ちしている俺に歩はポツリと呟くと、電話を切った。

　思わずスマホを睨みつける。

　どいつもこいつも勝手に電話を切りやがって……。それに、『気持ち悪』ってなんだよ。

「ああ、クソッ！」

　グシャグシャと頭をかきむしる。

　美優がいなくなってやっと実感した。俺には美優が必要で、彼女が誰よりも大事だということを。そのことに今さら気づくなんて、俺は本当にバカだな。

　彼女が側にいてくれるなら、もうなにもいらない。また最初の頃のように笑って一緒に食事をできるだろうか。美優の可愛い寝顔を見ながら眠ることはできるだろうか。

　今思えば、あれは俺にとって至福の時間だった。あの日々はもう取り戻せないのか？

　結局、朝まで待っても彼女から連絡はなく、俺は一睡もしないまま会社へと向かった。




　淡々と仕事をこなし、美優がいなくなってから三日後の朝を迎えた。

　今、俺が手に持っているのは今日発売の週刊誌と西園寺の娘が美優に渡した封筒。

　西園寺のスケジュールを調べ、奴の事務所にやってきたのだ。

　西園寺の取り巻き連中の制止を無視してずかずかと執務室に入ると、奴は数十万はする黒いレザーの椅子にふんぞり返りながら電話をかけていた。

　俺が奴に向かって封筒の中身をばらまくと、たくさんの万札がヒラヒラと宙を舞う。

　西園寺は呆気に取られながらそのさまを見ていた。

「これはあんたの娘に返す」

　もうこんな奴に敬語など使う必要はない。

「一体どういうことだ？」

「俺はあんたの娘とは結婚しないと言ったはずだ。なのに俺の大事なものを傷つけた。それ相応の報復を覚悟しろよ」

　今度は西園寺に向かって週刊誌を投げつけた。

　その週刊誌の表紙を見れば、中になにが書かれているかは見当がつくだろう。

「阿藤奏多……会員制クラブでの夜と黒い繋がり……」

　表紙の文字を読み上げる西園寺の顔が一瞬強張る。

「あんたもその会員制クラブの常連だろう？　いいか、次また俺や俺の大事なものに近づけば、今度はそこにあんたの娘の名前が載るぞ。龍神グループにも今後一切関わるな」

「……なんのことかわからんな」

　西園寺がじっと俺の顔を眺めながら否定する。

「とぼけるなよ。娘の不祥事を隠そうと出版社に圧力かけても無駄だ。その時は、あんたの娘のヤバい写真をネットに流す。一度ネットに出てしまえば回収はできないからな」

「写真だと？」

　俺の言葉に西園寺が顔をしかめる。

「もう一度娘を教育し直したほうがいいな」

　冷酷に告げると、俺は胸ポケットから西園寺麗香がドラッグを吸引している写真を取り出し、デスクの上に置いた。

　奴は眉間に皺を寄せて黙り込む。

　二の句が継げなくなった西園寺を見届け、俺はその場を立ち去った。

「どうだったの？」

　事務所前に待たせていた車に乗り込むと、歩が俺に声をかける。

「政治家生命が惜しいなら、もう俺の前には現れないだろう」

「そう。よかったわね」

「お前の協力者にも礼を言っておいてくれ」

「え？　なによ協力者って？」

　歩が俺から視線を外してとぼける。

「お前がここまで調べられるわけないだろ。ほら、早く車を出せ。あの記事で打撃を受けるのは、彬の会社だけじゃない。余波がうちにも来るからな。忙しくなるぞ」

「美優ちゃんのこと忘れてない？」

「忘れるわけないだろ」

　美優は退職願を出していたようで会社にも来ていないが、昨日受信した大河からのメールで、美優は彼のマネージャーの家にいることがわかった。

　詳細は教えてもらえなかったが、ひとまず無事は確認できた。

「居場所がわかったらあんたが迎えに行くのよ。怒っちゃダメよ、優しくね」

「言われなくても」

　まずは龍神グループをなんとかしないとな。

　この記事で彬は失墜まではいかなくても、相当ダメージを食らうだろう。そこに、入院中のはずのじじいが現れれば、しばらくはじじいの下で龍神の組織は上手く機能していく。

〝いつかてっぺんに立つ〟そう思って日本に戻ってきたが、もうどうでもいい。

　アンジュは新作口紅のヒットで以前の勢いを取り戻しつつある。軌道に乗るのを見定めたら、すぐに美優を迎えに行こう。あともう少し、あともう少しの辛抱だ。

　今ならはっきり言える。

　早く美優に会って伝えたい。

〝愛してる〟と。










お弁当の味［大河ｓｉｄｅ］




　玲王との電話を切ったあと、俺は美優のことが心配で演技に身が入らなかった。

「大河、どうした？　急にＮＧ連発じゃないか」

　マネージャーの脇坂さんが俺を気遣って声をかける。

　めったにＮＧを出さないこの俺が、ドラマの撮影でＮＧ連発とは……。それもこれも、さっきの玲王の電話のせいだ。なんで美優が出ていく事態になってんだよ。俺がどんな思いで美優を託したのかわかってるのか？

　思わず悪態をつきたくなる。

「すみません。それで俺のマンションに美優は？」

「コンシェルジュに聞いてみたが、美優ちゃんは来てないみたいだぞ。なにかあったのか？」

　やっぱり俺のマンションにはいないか。だとすると……。

　俺はスマホを取り出して百合ちゃんに電話をかけた。

「百合ちゃん？　俺だけど、美優がそっちに来てない？」

『え？　美優さんが？　し、知りませんよ。なにかあったんですか？』

　声がちょっと震えている。

　百合ちゃんは嘘をつくのが下手だ。多分、美優は百合ちゃんと一緒にいるんだな。

「美優がいなくなったらしくて。もし見つけたら教えてくれる？」

『……はい』

「それから、明日俺、脇坂さんと大阪でしょ？　市販の弁当って味気ないから、悪いけどふたり分作って、明日の朝事務所に届けてくれない？」

『あ、はい！　それはもちろん』

「じゃあ、頼んだよ。お疲れ様」

『大河さんも撮影頑張ってください』

　百合ちゃんとの通話を終わらせると、俺はひとりほくそ笑んだ。

　恐らく彼女は美優に口止めされているのだろう。だったら、俺なりの方法で確かめるまでだ。ごめんね、百合ちゃん。でも、君みたいに素直な子は嫌いじゃないよ。

「大河、大丈夫か？」

「あっ、すみません。見当はついたんで、これで撮影に集中できます。明日は大阪だし、次のテイクで終わらせますよ」

　俺が不敵な笑みを浮かべると、脇坂さんは安心したのかホッと息をついた。

「頼んだぞ」

　真剣な表情で脇坂さんが俺を見る。

　美優の居場所がほぼ掴めて余裕が出てきたからか、生真面目な彼をちょっとからかいたくなった。

「脇坂さん、百合ちゃんは純情なんですから、今後は彼女の前で腹芸なんてやらないでくださいよ」

「げっ！　どうしてお前が知ってる？」

　脇坂さんがぎょっとした表情で俺を見る。

　酔った男はなにをやらかすかわからないし、狼の群れの中にあの子を放り込むのは危険だ。俺ももうすぐいなくなるし、ここで言っておかなければ機会を失ってしまう。

「酒の席には百合ちゃんを連れていかないでください。もし連れ出すようなことがあれば、奥さんに腹芸のこと言いますからね」

　口をパクパクさせている脇坂さんを放置して、俺は撮影に戻った。

　次のテイクは無事に成功し、今日の撮影は終了。

　美優の居場所が明日はっきりわかっても、玲王に連絡するのは少し時間を置いてからにしよう。ちょっとは反省させたほうがいい。悩めばいいんだ。そんなことを思う俺は意地悪だろうか？




　次の日、大阪に向かう新幹線の中で、百合ちゃんが用意したお弁当を脇坂さんと食べる。俺が欲しい答えはここにある。

「百合ちゃんのお弁当うまいな」

　脇坂さんが本当に味わってるのかと思うくらいの速さでお弁当を平らげた。

「そうですね」

　そう言って俺はだし巻き玉子を口にする。

　このだし巻きも里芋の煮っころがしも、百合ちゃんが作ったんじゃない。美優の味つけだ。

　その答えに辿り着いた俺は口角を上げた。

「東とう京きょうに戻ったら、彼女の家に直行だな」

　俺はポツリと呟く。

「あ？　なんか言ったか？」

「いいえ。なんでもありませんよ」

　それから映画の試写会の舞台挨拶が終わると、すぐに東京に戻り、百合ちゃんに内緒で彼女のマンションに来た。

　エントランスで彼女の部屋番号を押すと、俺の登場に余程驚いたのか、おどおどした声が聞こえてくる。

『た、大河さん、どうしてここへ？』

「美優、いるんでしょう？」

『えーと、えーとそれは……』

「百合ちゃんが美優と作ったお弁当を返しに来たんだけど」

『あちゃー……』

　俺の言葉に百合ちゃんが奇声を上げて、急に黙り込む。

「入れてくれるよね？」

　俺の有無を言わせぬ言葉に、百合ちゃんが渋々頷いた。

『……はい』

　この時、俺は事態がそんなに深刻だとは思っていなかった。

　百合ちゃんに鍵を開けてもらい中に入ると、玄関には美優の靴がある。

「大河さん、嘘ついてごめんなさい」

　百合ちゃんが土下座しそうな勢いで俺に謝る。

「いいよ。美優が口止めしたんでしょ？　美優は？」

「今お風呂に入ってます」

　俺と美優を会わせるのが心配なのか、百合ちゃんがバスルームのほうをチラチラと落ち着かなそうに見る。

「そう。じゃあ、ちょっと待たせてもらっていい？」

「……はい」

「お邪魔します」

　そう言って百合ちゃんのあとについて部屋に入る。

　この際だ、彼女の本のコレクションも拝んでいこう……そう思っていた。

　リビングのテーブルに置いてある育児雑誌を見るまでは。

「……これはどういうことかな？」

　俺がなにを見ているのかわかった百合ちゃんは、慌ててその雑誌を隠す。

「もう遅いよ」

　フーッと長い溜め息が出た。

　決めつけて悪いけど、百合ちゃんがこれを読むわけがない。

「どういうことか説明できる？」

　百合ちゃんに近づき頬に触れると、彼女がごくりと息を呑んだ。

「あの……その……これは私の趣味で」

　ははっと百合ちゃんが作り笑いをする。

「そんなわけないでしょ」

　俺がムスッとした顔で突っ込むと、美優が現れた。

「大河、それ、私のなの」

「美優……」

　久しぶりに見た美優は痛々しいくらいに痩せていて、言葉を失った。

「私……妊娠したの」

〝誰の子？〟なんてバカな質問はしなかった。聞かなくたって相手はわかる。

「玲王は知ってるの？」

「知らない。言うつもりはないの」

「どうして？　男だって知る権利はあると思うよ」

「玲王には婚約者がいるの」

　美優が悲しそうな目で呟く。

「それ、玲王が言ったの？」

「ううん。婚約者が私に会いに来て……」

「美優、玲王と話をしたほうがいい」

　玲王は電話で話した時は『婚約者を名乗る女』と言っていた。嘘をつくとは思えない。

「でもきっと玲王は迷惑に思うに決まってる」

「美優、冷静になって。妊娠して精神的に不安定なのはわかるけど、玲王の気持ちまで決めつけるのはよくない」

「もういいの」

　美優は瞳を陰らせて、首を横に振る。

「よくないよ。お腹の子を私生児にするの？」

　心を鬼にして言うが、美優は無言のままだ。

「玲王は美優のこと心配してたよ。もっと彼のこと信じたら？」

「でも……怖いの」

　美優がお腹に触れながら俯く。

「怖くなんてない。大丈夫だよ。美優が話さないなら、今俺がここに玲王を呼ぶけど」

　俺がポケットからスマホを取り出し掲げると、美優は俺の腕を掴んですがってきた。

「それはダメ！　もう少し考える時間が欲しいの」

「わかった。でも、美優が言わなければ俺が玲王に話すからね」

　そう念を押したが、多分彼女は自分からは話さないだろう。だったら、俺が動くしかない。

　美優をこんなかわいそうな状態にした玲王に殺意を覚えたが、彼女とお腹の子の幸せのためだ。

　アメリカに行く前に、美優の笑顔を取り戻したい。

「俺がひと肌脱ぐか」










本当に欲しいもの［玲王ｓｉｄｅ］




　美優が俺の家を出ていってから、二週間が経った。

　今日はアンジュ創立四十周年の記念パーティー。

　龍神系列のホテルで開催し、政財界のお偉方が集まったが、ここに彬の姿はない。

　あの週刊誌の記事がきっかけとなり、彬は特捜部の捜査を受けているらしい。

　特捜部が動いたということは、店に出入りしていた政治家達にもメスが入る可能性があるが、なにか掴まれても西園寺が逮捕されることはないだろう。捕まるのはせいぜい秘書止まりだ。

　今、じじいの姿はここにはない。

　じじいは健在を劇的にアピールするため、パーティー開始から一時間後に現れることになっている。

　自分でお膳立てまでして、ホントに芝居がかったことが好きだな、あのじじいは。奴と同じ血が俺にも流れていると思いたくない。

　壇上に上がり、営業スマイルを浮かべ挨拶をする。

「この度はアンジュ創立四十周年記念パーティーにお集まりいただき、誠にありがとうございます。お陰様でアンジュは……」

　長々と挨拶をするのは俺の性分ではないので、五分ほどで終わらせたい。この営業スマイルをパーティーが終わるまで続けるつもりはなかった。

　隅のほうから冷たい視線を向けてくる大河と一瞬目が合う。

　大河に美優の無事をメールで教えてもらった時、【美優は動揺していて、まだ会わないって言ってるし、会っても話ができる状態じゃない】とあった。

　俺は【美優がどうしているかだけでも教えてほしい】と何度もメールを送ったが、返事が来ることはなかった。

　でも、今日こそ俺なりのけじめはつける。

「本日をもちまして私は社長を辞任いたします。短いあいだではありましたが、皆様には大変お世話になりました」

　俺の爆弾発言に、会場にざわめきが起こった。

　フッと微笑しながら壇上を降りると、歩が駆け寄ってきた。

「ちょっと、辞任ってどういうことよ!?　副社長も顔真っ青よ！　どうするつもりなの？」

　歩が俺に食ってかかる。

「さあ、どうにかなるんじゃないか？」

　歩に向かって笑ってみせると、俺はすたすたと歩いて会場を出る。

　その時、ロビーのほうから俺目がけて、男が変な雄叫びを上げながら走ってきた。

「……彬？」

「お前のせいだ。お前が現れなければ、俺が龍神の頂点に立てたのに」

　猟奇的な目をした彬が、手に持ったナイフを振り上げ俺に襲いかかる。

　だが、俺は怖くはなかった。

　冷静にナイフを蹴り上げ、彬を床に叩き伏せる。

「お前が頂点に立つような器じゃなかったってことだろ。直接手は下してないにしろ、俺の両親を含め、お前はたくさんの人間を死に追いやっている。罪を償ったらどうだ？」

　彬が俺を睨みながら、床に転がったナイフを拾おうと手を伸ばした瞬間、そのナイフを別の手が拾い上げた。

　大河だった。

「後ろにあんたのお迎え来てるよ」

　大河が彬の目の前でナイフをくるくる回すと、あとからやってきた五名の捜査官のひとりにそのナイフを手渡した。

「俺の甥おいか姪めいの父親、殺させるわけにはいかないんだよね」

　大河がチラリと俺に意味ありげな視線を向ける。

　甥か姪？　一体なんの話だ？

「お前なんかに龍神は渡さんぞ！」

　彬が俺に向かって声を荒らげて叫ぶが、捜査官が彼を囲い込んで取り押さえた。

　身柄を拘束された彬を俺は見据える。

「龍神なんて俺はいらない」

　今欲しいものはただひとつ。他にはなにもいらない。

　捜査官が彬を連れていくと、大河が聞いてきた。

「じゃあ、玲王の欲しいものってなに？」

「決まってるだろ、美優だ」

　俺が微笑すると、大河も俺の言葉を聞いて満足そうに微笑んだ。

「よくできました。お利口さんにはご褒美をあげないとね」

　そう言って大河はポケットからキーケースを取り出し、俺に手渡す。

「……なんだ、この鍵？」

「今美優がいる、俺のマネージャーのマンションの鍵。今日一日だけ借りたから、美優と話をしてくれば？　住所と部屋番号は玲王のアドレスにメールしとく」

「……悪い」

「でも、俺としてはやっぱり一発殴らないと気が済まないんだよね」

　大河はニッと笑って俺を死角に誘い込むと、いきなり俺のみぞおちに拳をぶち込んできた。

「うっ……!!」

　あまりの衝撃で一瞬目がくらむ。

「美優を散々泣かせたんでしょ。これだけで済むんだから感謝しなよ」

　こいつ……虫も殺さないような顔してとんだ悪魔だな。一番敵に回したくないタイプだ。

　俺が痛みを堪えていると、大河が俺に耳打ちをしてきた。

「来年あんたパパだよ。早く行ってあげれば？」

　クスッと笑いながら、大河がポンと俺の背中を押す。

「……パパ」

　大河の言葉に呆然となる。

　来年パパ……。まさか……本当に？

　俺が大河を見ると、彼は目で頷いた。

「美優の口から聞きなよ。早く行かないとまた逃げられるよ」

　もう逃げられるわけにはいかない。

　走ってホテルを出ようとすると、予定通り遅れてやってきたじじいと出くわした。

　じじいの後ろには何故か片岡……卓人もいる。

「おい、主役がどこに行く？」

　じじいが俺を呼び止める。

「社長は今日で退任した。アンジュは軌道に乗ったし、あんたも龍神での地位を回復する。俺は役目を果たしたろ？」

「なにを勝手なことを。せっかくお前を後継者として発表しようと思うとったのに。ふん、もういい！　わしはもうひ孫を見るまで隠居はしないからな！」

「じゃあ来年隠居だな。ひ孫抱けるかもしれないぞ」

　憤慨するじじいを面白そうに眺めながら言うと、じじいは目を丸くする。

「は？　おい、どういうことだ？」

「詳細はあとで連絡する。それから片岡、情報提供感謝する。歩に協力したんだろ？」

　右手を振って軽くじじいをあしらうと、今度は片岡に目を向けた。

　歩が彬や西園寺のあんな詳しい情報まで調べられるはずがない。クラブへの潜入も片岡が手引きしたのだろう。

「本当にあなたって人は全てお見通しでムカつきますよ。彬さんでは自分が納得できなかったんです。やはり、後継者には玲王みたいな人が相応ふさわしいんでしょうね」

「やっぱ俺は社長より自由気ままなほうが性に合ってるみたいだ。これからはまた好き勝手やってく」

「では、私も好き勝手やらせてもらいます。あなたが言ったんですからね、『お前の人生を歩め』と。龍神に戻るよう説得し続けますから。玲王の側にいると毎日が楽しいんですよ。それにあなたがてっぺんに立つのを私は見てみたい」

　そう笑って言う片岡の瞳には一点の曇りもなかった。

「勝手に言ってろ」

　エントランスへと足を進める俺に向かって片岡が叫ぶ。

「わかってるでしょう？　私は諦めが悪いんですよ！」

「ただ執念深いだけだろ」

　俺はニッと笑って呟くと、ホテルの前に停まっていたタクシーに乗り込んだ。スマホを見て、ちょうど今来た大河からのメールを確認しながら運転手に行き先を告げる。

「恵比寿まで頼む」




　タクシーがマンションの前に停まると、俺はすぐに美優のいる部屋に向かった。

　玄関の前でインターホンを鳴らすか数秒迷ったが、結局鳴らさなかった。

　逃げられては困る。

　大河から受け取った鍵でそっと中に入ると、玄関には確かに美優の靴があった。それなのに室内は静まりかえっていて、一瞬不安がよぎる。

　本当に今ここにいるのか？

　靴を脱いで上がると、玄関を入ってすぐのドアをゆっくり開ける。

　ここはどうやらリビングらしい。

「……美優」

　ソファーで育児雑誌を持ったまま美優が寝ていた。

　彼女の姿を見てホッとする。

　壁にかかっている時計にふと目をやるとまだ十五時で、明るい時間に美優の顔をじっくり見るのは久しぶりだった。

「やっぱり……痩せたな」

　しっかり食べているのだろうか。

　美優の横に座って、彼女の頬にそっと触れる。

「れ……お……」

　美優がそう呟いて頬に触れた手を掴み、俺のほうにすり寄ってきた。

　一瞬起きたのかと思ったが、どうやら寝ぼけているらしい。

　だが、やっと俺の名前を寝言で呼んでくれたことが嬉しくて、思わず顔が綻ほころぶ。

「お前って本当に手が好きなんだな」

　美優に手を掴まれたまま、空いているほうの手で彼女の身体をそっと抱き締める。

　やっと触れられた。

　もう悩まない。もう手放す気もない。これは、俺の一番大事なものだ。全てを捨てても、美優だけは渡せない。

　耳にかかった美優の髪を優しくかき上げると、俺は彼女の耳元で囁いた。

「愛してる」










側でずっと




　とても幸せな夢を見た。

　玲王が私を抱き締めて『愛してる』と囁く。

　本当だったらどんなにいいだろう？

　目を開けたら現実が待っているので瞼を閉じたまま、夢の余韻にしばらく浸っていると、ぎゅっとなにかが私を抱き締めた。

　もしかしてまだ夢なの？

　思いきって目を開けると、目の前に玲王の顔があった。

「あっ……」

　思わず声が出る。

　このパターン前にもあった。やっぱり夢を見ているのだろうか？　だって、ここは百合ちゃんの家なんだから玲王がいるわけない。

　そう思って、彼の頬を思いきりつねる。

「痛て……」

　目の前の顔が眉を寄せる。

「俺の顔で遊ぶな。ここ最近まともに寝てないんだ、もっとこっちに来い」

　隣に座っている玲王が、私の肩を両手で抱いて密着させる。

　伝わってくる体温に、ようやくこれは現実なんだと実感する。

　だけど、玲王は疲れていたのか、数秒後には彼の寝息が聞こえてきた。

　婚約者がいるのにこんなことしていいの？

　罪悪感を覚えて彼から離れようとするが、彼の腕がそれを許さない。

　玲王の腕の中でバタバタもがいていると、今度は強く抱き締められた。

「美優、愛してる」

　突然の告白に言葉を失う。確かにはっきり聞こえた……私がずっと欲しかった言葉。

「寝言？」

　驚いていると、瞼を開けた玲王の目が悪戯っぽく光った。

「どっちだと思う？　美優が納得するまで何度でも言ってやる。寝言だとしても、それだけ俺が美優に惚れてるってことだろ？」

　玲王が私を優しく見つめながらニヤリと笑うが、私はまだ素直に喜べなかった。

「でも、西園寺さんは？」

「俺の婚約者じゃない。死んでもあんな女は選ばない。これで納得したか？」

　玲王は真摯な表情で私を安心させるように言ってくれたけど、それでも私は聞かずにはいられなかった。

「でも……私……迷惑じゃないの？」

「だったらここにいない。ずっとひとりにして悪かった。……怖かったんだ、いつかお前が俺から離れていくんじゃないかって……頭の中が美優でいっぱいになればなるほど、失うことが怖くなって逃げてた。俺はヘタレだな」

　玲王が自嘲する。

「……じゃあ、玲王の側にいてもいいってこと？」

「むしろ、いてほしい。拒否されても逃がさないけどな。今日でアンジュの社長は辞めてきた。だから、これからはずっと一緒にいられる」

　ずっと一緒……。

　その言葉に希望の光を見いだす。

「それって……」

「結婚しよう。指輪は用意してないけど、体調がいい日に一緒に買いに行こう」

　まっすぐ真剣な眼差しで言う彼の言葉に感動して、涙がこぼれ落ちた。

「……私も愛してる。でも、私なんかでいいの？」

　玲王が親指の腹で私の涙を優しく拭う。

「美優じゃないとダメなんだ。それと、次の健診は俺も一緒に行くから。あの夜できたんだから今妊娠二ヶ月くらいだろ？」

　嘘……なんで言ってないのにそんなことまで知っているの？　……でも、玲王がここにいるってことは、きっと大河が教えたに違いない。

「いるんだろ？　ここに。俺とお前の子供」

　玲王が私のお腹にそっと手を当てる。

「……うん。連絡しなくてごめんなさい」

　私が伏し目がちになると、玲王は私の顎をすくい上げて私と目を合わせた。

「俺が悪かったんだから謝らなくていい。それでプロポーズの返事は？」

「……後悔しても知らないよ。私、浮気は許せないし、独占欲強いと思うし」

「バーカ、浮気なんかするかよ」

　玲王が前みたいに私の頭を軽く小突く。

「他の女なんて眼中にないから安心しろ」

「でも……玲王モテるから心配」

「欲しいのはお前だけだ、美優」

　玲王は真剣な眼差しでそう言うと、私にそっと口づける。唇が軽く触れる、とても優しいキスだった。

　ふたりの想いが通じ合う。

「独占欲強いのはお互い様。もし寝言で他の男の名前を言ったら、罰としてキス十回するぞ」

「他の男の人の名前なんて言わないよ」

　私はすかさず否定したけど、玲王はなにか思い出したのか急に不機嫌な顔になった。

「前に大河の名前言ってたぞ」

「大河は家族だよ」

　大河は弟なんだから、心配なんかしなくていいのに。

　私がそう思っていても、玲王は納得していないようだ。

「それでも同じ男だから妬けるんだよ」

　ムスッとした表情で言って、玲王はまた私に口づける。

　唇から顎へ、それから鎖骨へ……。玲王の頭が段々下がっていく。

「……玲王待って！　百合ちゃんが帰ってきちゃう」

　玲王の頭に手を当てて止めようとするが、彼は顔を上げると悪魔のような微笑を浮かべて言った。

「問題ない。今日は俺達の貸しきりだと」

　貸しきりって？　百合ちゃん、どういうこと？

「ついでに俺も無期限で貸しきり。家事もこなすし、お買い得だろ？」

　玲王はとろけるような笑顔で言うと、私の首筋を甘噛みした。

　甘い痺れが私を襲い、フウッと吐息を漏らすと、玲王は笑った。

「感じた？　でも、あんま刺激が強すぎると身体によくないからな。もっとしたいとこだけど、今日はここまで」

　意地悪な目で私をからかうと、玲王は私を優しく抱き締めた。

「夕飯までまだ時間があるし、寝よう。お腹の赤ちゃんのためにも睡眠は必要だぞ」

　玲王が私に向かって優しく微笑する。

　この笑顔を私だけのものにしたい。そう思った。

「玲王」

　私が世界で一番愛おしい人の名前を呼ぶと、大好きな目が私を優しく見つめる。

「なんだ？」

「これからずっと側にいてね。私がおばあちゃんになってもずっと……」

　いつまでもあなたの瞳に映るのは私でいたい。

　そんな私の願いを彼は優しい眼差しで受け止める。

「ああ、約束する。明日、家に帰る前に役所に寄って、婚姻届を提出しよう」

「うん」

　幸せを噛み締めながら静かに頷く。

　少し前まで悲嘆に暮れていたのに、今は幸福感で満たされていた。

「龍神美優。いい響きだな。病院で名前呼ばれたら、ちゃんと返事をしろよ」

「……うん」

　玲王の優しい言葉に目頭が熱くなり、私の頬をひと筋の涙が伝うと、玲王がそれをペロリとなめる。

「それから、大学の研究室で働くって話、俺が断っておいたから」

「なんで知ってるの？」

「じじいが言ってたぞ。会社辞めたから大学に戻るって。経済的理由ならもう必要ないだろ？　どうしても研究がしたいなら、生活が落ち着いてからやったっていいんだ。今は俺とお腹の子に集中しろよ」

「……はい」

　私と教授の話がガクさんに伝わっていたなんて。

「妊娠初期は大事な時期だし、これからつわりの症状もひどくなるから、無理は禁物だ。手の怪我は治ってきたみたいだが、しばらく包丁は持つな」

　なんか玲王が説教モードというか過保護モードになってる。あの日々が戻ってきたみたいですごく嬉しい。

　クスクスッと私が声を出して笑うと、玲王がにこやかに言った。

「そうやっていつも俺の側で笑ってろ」

　私の唇に玲王の指が触れる。そして彼の顔が近づき、ふたりの唇が重なった。

　柔らかくてとても温かい、心がとろけるようなキス。

　始まりはあのルージュのキスだった。

　あれから数ヶ月、私は変わった。玲王が私をいろんな意味で変えてくれた……心も身体も。

　もう元には戻らない。戻りたいとも思わない。

　玲王の側にいる限り、綺麗でいたい。そして、彼の側で笑っていたい。

　ずっとずっと……。
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餌で釣る男［大河ｓｉｄｅ］




「大河さんって上うえ杉すぎ謙けん信しんみたいですよね」

　俺の部屋で百合ちゃんに渡米のための荷造りを手伝ってもらっていると、彼女が唐突に言った。

　ＢＬの次は歴女か？　でも、なんで上杉謙信？

「……百合ちゃん、ごめん。意味わかんない」

「大河さんって敵に塩を送るタイプですよね。役所に行って美優さん達の婚姻届の証人欄にサインしちゃうし。本当にこれでいいんですね、美優さんのこと？」

「もうとっくに吹っきってるけど。美優も幸せそうだったし、これでいいんだよ」

　ずっと塞ぎ込んでいた美優が、たった一日であんな幸せそうに笑うようになった。

　俺としてはあの笑顔を見れただけで満足している。玲王に美優を託してよかった。

「渡米の話だってまだしてないですよね？」

「きっと泣くから空港でメールでもするよ。玲王が慰めるから大丈夫」

　もう美優の涙は見たくない。今日の笑顔を記憶に焼きつけてアメリカに発ちたい。

「龍神社長も美優さん溺愛してましたもんね。あんな愛情溢れた目で見つめられたら、きっともうなにもいらないって思うだろうな。羨ましい。あっ……」

　失言だと思ったのか、百合ちゃんが慌てて手を口に当てる。

「だから、もう大丈夫だよ」

　百合ちゃんに向かって穏やかに笑ってみせる。

　幸せそうなふたりを見ても嫉妬するどころか、安心している自分がいる。

「大河さん男前すぎでしょう？　なんかもっと情けないところとかないんですか？」

　なんだ？　情けないところって？

「百合ちゃんには結構見せてると思うけど」

　涙だって見せたし……。

「全然。部屋だって、壁中が星の写真ですごくロマンチックだし、もっと散らかってるかと思ったのに整然としてるし、完璧すぎでしょ」

　部屋を綺麗にしていて文句を言う女を初めて見た。

「星、好きなんだよ。大学の時に天文同好会に入っててね。大学の近くの天文台で展望会開いて子供達に星の話をしたり、実際に望遠鏡使って星を見せたりしてた」

「展望会、私、行ったことありますよ！　家族旅行で石いし垣がき島に行った時に参加したんです」

「石垣島なら南十字星がギリギリ見られるんじゃないかな」

「私が行ったのは夏だったので南十字星は見られなかったんですけど、天文台の周辺に蛍がいっぱいいて綺麗でした。七月なのに蛍がいるなんて、びっくりしましたよ」

　百合ちゃんが目を輝かせながら、その時の状況を楽しそうに俺に語る。

「それは地上の星だね。いいな。今度一緒に石垣島に星を見に行こうか？」

「今度って……。大河さん年末渡米して、いつ日本に戻るかわからないじゃないですか。英語が得意だから、すぐにアメリカの生活にも馴染めるだろうし、大河さんもっともっとビッグになって私のことなんかきっと忘れてますよ」

　百合ちゃんがちょっと寂しそうに笑う。

　それから、彼女はずっと無言のまま黙々と俺の荷造りを手伝ってくれた。注意深く百合ちゃんを観察していると、彼女の目が段々潤んできて今にも泣きだしそうだ。

「俺がいなくなると寂しい？」

　百合ちゃんの頬に触れ、彼女と目を合わせる。

「そ、そりゃあ寂しいですよ。だって就職して最初に担当したのが大河さんだったんですから」

　彼女の言葉に思わず不機嫌になる。

「それだけ？」

「あとは……大河さんで妄想できなくなっちゃうのが寂しいです。それだけです。でも、他に格好いいアイドルとかの担当になったら、その人で妄想するからいいんです！」

　最後はキレ気味に言って百合ちゃんがそっぽを向く。

　他に格好いいアイドル？　なんだか面白くない。他の男で妄想するだなんて許せないな。

「ダメだろ？」

　百合ちゃんの顎を掴んで彼女を見据える。

「え？　大河さん？　顔近すぎです。……演技やめてください」

　目が少し震えている百合ちゃんの反応は、今までとちょっと違った。

　俺を意識して、男として見ている？

「演技じゃない。正直に言わないと、このままキスしちゃうよ。百合ちゃん、俺のこと好きでしょ？」

「……好きじゃありません！」

　彼女がいつになくムキになって否定する。

「はい、残念。嘘はいけないな」

「そんな狡い！」

　悪魔のような微笑を浮かべながら、俺は顔を近づけて百合ちゃんの唇を奪う。

　彼女の目は開いたまま。自分になにが起こっているのかまだ理解できていないのだろう。

「妄想しなくても、現実にも楽しいことはいっぱいあるよ」

　俺が百合ちゃんから離れても、彼女はまだ呆然としていた。

「……どうして？　どうしてキスなんかしたんですか？」

　百合ちゃんが泣きながら俺を見つめる。

「百合ちゃんのことが気になるんだよね。気がつくと考えてるんだ。俺がいなくなっても君は大丈夫かなって。どうしてだと思う？」

「……わかりません。だって、大河さんにとっては美優さんが一番でしょう？」

　鈍感な百合ちゃんでも俺の言いたいことがわかったのか、彼女は信じられないといった顔で俺を見る。

「美優のことは本当にもういいんだよ。今大事なのは百合ちゃんなんだ。君をひとり残してアメリカに行くのは心配なんだよね」

「私……大丈夫です。大河さんがいなくなってもしっかり働きますから」

　この子なら仕事はちゃんと一生懸命やるだろう。でも、俺が心配しているのは……。

「そんな心配じゃなくて、変な男に騙されないか心配してるの。だからさ、俺と一緒にアメリカ行こう」

「ちょっ、ちょっと待ってください。話が飛躍してますよ、大河さん」

　俺の突然の誘いに彼女が狼狽える。

「つまり、百合ちゃんがいないと俺、仕事に集中できないんだよね。責任取ってよ」

　俺が百合ちゃんの頬に触れると、彼女の身体がビクンと震えた。

「責任って……。私、なんにも取り柄ないんです。美優さんみたいに綺麗でもないし。ただの漫画オタクですよ」

「自分を卑下しすぎ。百合ちゃんは可愛いよ。それに、一緒にいると癒されるんだ」

「私なんかすぐに飽きますよ」

　百合ちゃんは本当に自分がわかってない。

「じゃあさ、百合ちゃんも裏方に徹するんじゃなくて、シンデレラみたいに変身してみない？」

「そもそも素材が悪いので変身になりません」

　この頑な拒否り方……逆に俺を煽っていることに気づいていない。

　だったら、あの話を利用させてもらおう。百合ちゃんを騙すことになるが、きっとアメリカ行きをＯＫするに違いない。

「わかったよ。明日はアンジュのＣＭ撮影だから、今日はゆっくり休んで」

「え？　休むのは大河さんでしょう？」

「まあ、俺もしっかり休むから。おやすみ」

　ごまかすようににっこり笑って、今日はとりあえず百合ちゃんを解放すると、タクシーを呼んで彼女を恵比寿の家に帰らせた。




　次の日、百合ちゃんと一緒にスタジオ入りすると、ヘアメイクさんに彼女を託す。

「大河さん、これどういうことですか？　なんか、美優さんの時と同じ気が……。一体なに企んでるんですか？」

　戸惑いながら俺のほうを見る百合ちゃんを、ヘアメイクさんが連行していく。

「綺麗にしてもらっておいで」

　俺は百合ちゃんの準備が整うと、指定したホテルに移動して俺が撮影を終えるまで待っているように伝えた。

　彼女は美優と同じように無理やりモデルをやらされると思い、ずっと警戒していたが、俺の言葉を聞いてそうではないと判断してホッとしている。

　今回、彼女はこのアンジュのＣＭ撮影の詳細を知らない。




　百合ちゃんを待たせること三時間。

　最初はケータイをいじっていた彼女も、すぐに飽きてロビーの椅子に座り、今は夢の中にいる。

　ここからが本番だ。

　ハンディカメラを持ったスタッフのＯＫサインを合図に、俺がゆっくり百合ちゃんに近づく。

　ミディアムの髪を軽くカールさせて、深紅の短いワンピースを着ている彼女はとても可愛かった。彼女自身がラッピングされているクリスマスプレゼントみたいだ。

　そんな百合ちゃんの唇にはルージュが光っている。

　俺はコートのポケットに入れていた箱から指輪を取り出すと、眠り姫のように夢路を辿る彼女の指にはめた。それから、百合ちゃんの唇を親指で軽くなぞり、甘く口づける。

　彼女の口から吐息が漏れ、すっかり女の表情だ。そして、彼女がゆっくりと目を開けた。

「大河さん……」

　百合ちゃんはまだ夢現なのかボーッとしている。

「おはよ。待たせてごめんね」

　俺が百合ちゃんに向かってにっこり微笑んでいる隙に、撮影していたスタッフは素早く撤収した。

　彼女には撮影のことはバレていない。上手くいった。

「大河さんのＣＭ撮影終わったんですか？」

「ああ、無事に終わったよ」

　さっきね。

　俺はひとりほくそ笑む。

　そもそもこれは、最小限のスタッフで極秘に進行したクリスマス期間限定ＣＭの撮影。オンエアまで一切公開されず、クリスマスイブとクリスマスのたった二日間しか流さない。

　コンセプトはプライベートの高橋大河と過ごすクリスマス。

　有名アクセサリーブランドとのコラボで、今、百合ちゃんの指にはまっているのは、そのブランドのクリスマス一押し商品。

「あれ？　これ……大河さんが？」

　ようやく指輪の存在に気づいた百合ちゃんが、俺と指輪を交互に見る。

「撮影でもらったんだけど、俺はつけられないから百合ちゃんにあげるよ。ピンクのハート形のダイヤで可愛いよ。男よけになるからつけときなよ」

「え？　でも……これ、きっと高価ですよね？」

　百合ちゃんが上目遣いで俺をじっと見つめる。

「もらってくれないとゴミ箱行きだけど」

　俺が意地悪く言うと、百合ちゃんが慌てて指輪を大事そうに触った。

　少なくとも気に入ってくれたらしい。ピンクダイヤを百合ちゃんのために選んだことは内緒だ。

「そういうことなら、ありがたくいただきますね」

　百合ちゃんが「えへへ」と声に出して笑う。

「じゃあ、お腹空いたし、なんか食べようか？　もう二十二時だからほとんどのレストラン閉まっちゃってるけど、なに食べたい？」

「少しここから歩きますけど、ハンバーガー食べませんか？」

「……百合ちゃんって本当に欲がないね」

　それから、はぐれると面倒だからと、嫌がる彼女の手を無理やり掴んで街を歩く。クリスマスのイルミネーションが綺麗で、百合ちゃんは目を輝かせて楽しんでいた。

　彼女と一緒にショップに入りハンバーガーを食べていると、周囲の視線をちらほら感じる。

　伊達眼鏡をしてはいるが、高橋大河とバレたのだろう。今日中に俺達の写真や映像がネットに出回るかもしれない。だが、今の俺にはむしろ好都合。

　百合ちゃんはハンバーガーを食べるのに夢中で、自分も撮られていることに気づいていない。

　ある意味、いい性格をしている。

　ふたり一緒の時間が楽しいし、百合ちゃんが一緒だと気が休まる。彼女には悪いけど、やっぱり手放せないな。




　クリスマスイブの日、俺達のＣＭがオンエアされた。

　事務所でコーヒーを飲みながらテレビを見ていた百合ちゃんがコーヒーをこぼし、呆然とする。

　俺達のキスシーンがテレビで流れたのだ。ハンディカメラで撮ったため、プライベートな雰囲気が出ていていい感じだ。それに百合ちゃんもとても綺麗に映っている。

「なにこれ？」

「アンジュのクリスマス限定ＣＭ。百合ちゃん名演技だったよ」

　俺が悪戯っぽく笑うと、百合ちゃんが顔を真っ赤にして怒った。

「こんなの日本中に流れたら、私恥ずかしくて外歩けないじゃないですか？　大河さんのバカ！」

「だからさ、俺と一緒にアメリカ行こう」

　胸ポケットから飛行機のチケットを取り出し、百合ちゃんに手渡す。

「ハリウッドでの俺の役、シークレットサービスなんだよね。百合ちゃん、前にＳＰが好きって言ってたでしょう？　撮影にも同行させるから」

　本物にはなれないけど、それでも百合ちゃんの期待に応える自信はある。そのために最近トレーニングを始めた。

「シークレットサービス……。アメリカでも日本の漫画読めますか？」

　もう俺のシークレットサービスの姿を妄想しているのか、百合ちゃんの目がキラキラと輝きだした。

「もちろん。玲王が家を貸してくれたから、百合ちゃんの漫画用の部屋も用意するよ」

「本当ですか？」

　俺が優しい微笑を浮かべながら言うと、百合ちゃんは破顔した。

「でもさ、漫画より、リアルな人のほうが触れられていいと思わない？」

　そう言って俺は彼女の両肩を掴んでキスをし、ぎゅっと抱き締めた。

「大河さん！　ふざけすぎ！」

　百合ちゃんが俺の腕の中で暴れる。

「ふざけてないよ。こうして触れて互いの熱が伝わって……ほら百合ちゃんの心臓がバクバクいってる。逃げないで」

　俺が百合ちゃんの耳元で甘く囁くと、彼女はおとなしくなった。以前ならすぐに逃げられていたのに。

「でも……怖い」

　百合ちゃんが俯きながらポツリと呟く。

「自分が溺おぼれそうだから？」

「……本の世界は安全です。でも、現実の世界は……」

「殻から出ておいでよ。こうやって触れ合わないとわからないことだってあるんだよ。百合ちゃんっていい匂いするよね？」

　彼女の髪をもてあそびながら反応を窺うと、彼女の戸惑いが伝わってきた。

「大河さんって、演技なのか本気なのかわからない……」

「時間はたっぷりある。俺がどれだけ本気かじっくり教えてあげるから、覚悟してね」

　ゆっくりでいい。彼女が花開くのを待とう。

　百合ちゃんはアメリカ行きに心を動かされているし、絶対に逃がすつもりはない。

「いきなりキスはダメですよ。私だって色々考えなきゃいけないんですから……」

「じゃあ、予告してからならありなの？」

　俺が悪戯っぽく笑ってからかうと、彼女は膨れっ面になって叫ぶ。

「大河さん！」

「でも、触れたくなるんだよね。だからさ、百合ちゃんも徐々に俺に慣れて。もう俺で妄想しなくてもこうして触れられるんだよ」

　百合ちゃんの手を掴んで、俺の唇に持っていく。

　すると、彼女は自分からためらいがちに触れてきた。

「……柔らかい」

「百合ちゃんにしか触らせないから、百合ちゃんも俺以外の男には触れないでね」

　にっこり笑って彼女の頬にキスをすると、脇坂さんがすごい勢いでドアを開けて入ってきた。

「あっ!!」

　百合ちゃんと脇坂さんが固まる。

「大河～、お前なにしてんだ！　ＣＭだって勝手な真似して、また社長に怒られるぞ！」

「渡米前に愛を確かめてたんですよ。ね、百合ちゃん？」

「……もう、大河さん！」

　百合ちゃんが顔を真っ赤にして怒る。

「やっぱり、お前達ってそういう関係なのか？」

「熱愛中です。社長とマスコミには適当に言っといてください。俺達明後日あさってには渡米するんで、あとよろしく」

「熱愛中？」

　俺の言葉に百合ちゃんが目を丸くする。

「だって百合ちゃん俺のこと好きでしょ？　ほら、素直に認めないとまたキスするよ」

「う……。す、好きです。だから、離してください」

　百合ちゃんが俺から目を逸らし、渋々口にするが、そんなのは認められない。

「ダメ」

　身体を密着させ、百合ちゃんに口づけると、彼女は頬っぺたを膨らませてそっぽを向く。

「大河さん、もう嘘つき！」

　そんな姿も可愛いと頬を緩めてしまう俺は、自分が思っているよりも彼女にはまっているのかもしれない。

「その唇が誘うんだよね。それアンジュの口紅でしょ。見た瞬間わかるよ」

「……大河さん、恥ずかしいから言わないでください」

　彼女の顔が耳まで真っ赤になる。

「でも、やっぱり百合ちゃんだからキスしたくなるんだ」

「大河さん、だから離してください」

　俺の抱擁を解こうとする彼女をより一層強く抱き締め、耳元で優しく囁く。

「百合ちゃん好きだよ」

　もう俺のだ。誰にも渡さない。

「完全に俺の存在無視してるだろ」

　脇坂さんが呆れた様子でぼやきながら、出ていくのが見えた。

　俺達の邪魔は誰にもさせない。

「邪魔者はいなくなった。今日はイブだし、もっと先に進んでみる？」

　俺が悪魔のように妖しく微笑むと、百合ちゃんはブンブンと首を横に振った。

「もう無理～!!」

　百合ちゃんの叫び声がこだまする。

　そのあとどうなったかは、ふたりだけの秘密だ。










豹変する男［亜紀ｓｉｄｅ］




　美優先輩がいなくなって一週間。

　仕事は単調。

　美優先輩がいないとガールズトークもできないし、隣にいる井上君はあまり喋らないし……。

　一時間半ほど残業してようやくひと段落したので、トイレで化粧直しをする。

「うん、やっぱりこの新作の口紅は最高だわ。発色もいいし」

　鏡に向かってにっこり笑うと、私は研究室に戻った。

　井上君は他の同期の子とテニスと言って先に上がっちゃったし、今日の戸締まりは私か……。

　せっかく化粧直しをしても、金曜日だというのにこれから電車に乗って帰るだけ。

　美優先輩がいた時は、本気で彼氏を作ろうとは思わなかったけど、この退屈な日常に刺激を与えるためにも、やっぱり彼氏が欲しい。

　でも、研究所という閉鎖的な空間じゃあ出会いも限られてしまう。給料は安定してるし、旦那さんにするには最高だけど、彼氏って感じじゃないのよね、うちの会社の男達は。

　同期の中には研究所内に彼氏を作る子も結構いるけど、研究所に私の理想の男なんていない。格好よくて、セクシーで、男らしくて、頭脳明晰で……高橋大河みたいな完璧な人。頭のよさだけならうちの研究所の男達もクリアしてるけど、他が……。

　あー、ダメダメ。比べちゃ、高橋大河がかわいそうだわ。

　ハーッと深い溜め息が出る。

「つまらない。合コンでもしようかな」

　ポツリと呟き、パソコンの電源と部屋の電気を消すと、奥にある備品室から明かりが漏れていることに気づいた。

　あれ？　私、つけっぱなしだったっけ？

　首を傾げながら備品室のドアを開けると、言葉を失った。

　だって、上半身裸の井上君がいたから。

　背が高くて均整の取れた綺麗な身体。

　いつも猫背でボーッと立ってるからわからなかったけど、井上君ってこんなに背が高かったの？　それに、もっともやしみたいにガリガリかと思っていたのに。

　ある意味ショックで声が出ない。

　私が呆然としていると、それに気づいた井上君が声をかけてきた。

「ああ、ごめん。ちょうどテニスが終わったとこなんだ。最終の戸締まりなら、俺がやっておくから」

　これ誰ですか？　〝俺〟？　なんか違うよね？

　いつもの弟みたいに可愛い感じの井上君じゃない。

「俺に見とれて声も出ない？」

　フッと微笑して井上君が私に近づく。

「……な、なんでこんなところで着替えてるの？」

　なんだか怖くて一歩あとずさると、井上君に突然腕を掴まれた。その顔はなんだか怖がる私を見て楽しんでいるみたいで。

「女の子に更衣室を占領されたんだよ。もう誰もいないと思って着替えてたんだけど、亜紀まだいたんだね」

　今……〝亜紀〟って呼んだ。この人本当に井上君なの？

「……いつもの草食系の井上君じゃない」

　思っていることがそのまま口から出ると、それを聞いた彼がクスッと声を出して笑った。

「草食系ね。これでもそう思う？」

　井上君の眼鏡がキラリと光り、私を抱き寄せると、彼が私の顎を掴んでいきなりキスをする。

「うっ……!!」

　私が驚いていると、井上君が目を細めて今度は舌を入れてきた。

　頭の中が真っ白になり、流されてそのまま翻ほん弄ろうされる。

　気づけば私の息は乱れ、いつの間にか上半身裸の井上君に抱き締められていた。

　可愛い羊だったはずなのに、これじゃあ狼じゃない。詐欺だ。完全に騙された。今までのなよっとした井上君はどこに行ったのよ！

　細マッチョな感じに鍛えられた身体をしていて、とてもじゃないけど私の力じゃ逃げられそうにない。

「ど……どうしてキスなんか」

「決まってるだろ。好きじゃないとキスなんかしないよ」

　井上君が真剣な表情で私を見つめる。

「……好き？」

「ひ弱なフリしとけばうるさい女は寄ってこないし、橘先輩も男性は苦手だったみたいだし、ここで平穏無事に過ごすには楽だった。亜紀も俺に警戒せず接してくれたしね。けど、欲しい女はやっぱり本気で取りに行かないと」

　井上君の目がキラリと光る。

「やっぱり橘先輩の作った口紅最高だね。もっと亜紀が欲しくなる」

「待って。落ち着いて！」

　私は井上君の胸に手を当てる。

　だけど、彼の素肌に触れて上半身裸なのを思い出し、慌てて引っ込めた。

「俺、十分待ったし落ち着いてると思うよ。むしろ、亜紀が落ち着いたほうがいいんじゃないかな？　まだ息が上がってる」

　井上君は悪魔な微笑を浮かべ、服の上から私の胸にそっと手を当てる。

「あっ……」

　彼が触れた途端、心臓の鼓動が速くなった。

　絶対井上君にも気づかれてる。

「緊張してるの？　亜紀って意外と遊び慣れてないよね？　まあ、俺にとっては嬉しい誤算だけど。これからどうしようか？」

「……ど、どうって？」

　ごくりと息を呑む。

　今この場を支配しているのは井上君で、私は彼から逃れられない。

「ここには俺達しかいない」

　井上君の指が私のブラウスのボタンにそっと触れる。

　ひょっとして脱がされるの？　私これから一体どうなるの？

　怖くなってぎゅっと目をつぶると、唇になにかが触れた。

　熱い唇。

　その熱が一瞬私に伝わると、井上君は唇を離して言った。

「これからずっとふたりきりなわけだし、いきなりガッツクのはやめる。でも、合コン行くのは禁止だから」

　何故合コンの話が出てくる？　あっ……。

「さっきの聞こえてたの？」

「バッチリね。合コンなんか行かなくても、ここに優良物件がいるだろう？」

「優良物件って……。どうして井上君がそうなるのよ。学歴トップで頭がいいのは認めるけど……」

「……そっか、亜紀にはまだ言ってなかったよね」

　一体なんの話をしているの？

　わけがわからず井上君を見つめていると、彼が私の耳元で囁いた。

「今日はキスだけで我慢するけど、次はどうなるかわからないから」

　井上君の言葉にドキッとし、赤面して屈み込む。

　彼って、こんなにセクシーな声してた？　もしかして声まで変えてたの？

　私、井上君の演技に騙されて、彼のこと全然見ていなかった気がする。女装を勧めたのは彼がそれだけ綺麗な顔立ちをしていたからだけど、改めて見るとやっぱり男で、認めるのは癪だけど格好いい。

　私が混乱しているあいだに、井上君は着替え終わっていた。

　助かった。ずっとあの姿でいられたら心臓に悪すぎる。

「今、ホッとしただろ？　でも、そのうち必ず亜紀をいただくからね」

　そう言って井上君が差し出した手を素直に取ると、また彼に抱き締められた。

　そして、彼は私の髪をかき分けると、私の首筋に口を近づける。

　でもそれはただのキスではなかった。

　ちくっという痛みがしたかと思ったら、井上君がそれを見て満足そうに笑う。

「これ俺のって印だから。消えないようにこれから毎日つけるね。じゃあ、亜紀の家まで送ってくよ」

　井上君に手を掴まれながら研究所を出て、ゆっくり門まで歩いていく。

　すると、タイミングよく黒塗りの車が現れて、彼の目の前で停まった。

　運転手さんが降りてきてわざわざ車のドアを開けると、井上君は私の背中を押す。

「乗って」

　有無を言わせぬ顔。

　井上君、あなた一体何者なの？　ひょっとして……。

「ヤバい組織の人間じゃないから安心して」

　私の考えが読めるのか井上君がにっこり笑う。

　……得体が知れない……。

「井上君っていつも車なの？」

　車が走り出し、ふと疑問に思ったことを聞いてみると、彼は私を見つめながらちょっと首を傾げる。

「どうしてそんなこと聞くの？」

「だって、前に『口紅取るの忘れて、家に帰る時不審者扱いされた』って言ってたから……」

「あぁ、あれね。嘘だよ」

　井上君が悪びれもせず、平然とした顔で答える。

　この男は……平気で嘘をつけるの？

　私が呆気に取られていると、井上君がそんな私を見て吹き出した。

「好きな女に口紅塗られるなんて屈辱でしょ？　でもあの時本当にキスされるのかと思って、ビックリして結局阻止できなかったけどね」

　屈辱って言ったわりには、面白がっているその声の響き。

　井上君の目が妖しく光る。

「次は亜紀からキスしてもらおうかな？」

「無理よ、無理！」

　井上君の言葉にぎょっとして私はブンブンと首を振る。

　運転手さんだっているのに、なにを言いだすのよ！

「まぁ、そのうちね」

　井上君が妖艶な笑みを口元に浮かべた。




　車に乗ること約一時間。

　予想外の場所に到着して、私はしばらく固まってしまった。

「……ここ、実家なんだけど」

「いいんだよ、ここで」

　井上君は渋る私を強引に門の前まで引っ張っていき、インターホンを押す。

　応対した母に私が仕方なく声をかけると、玄関から母が出てきた。

「亜紀、どうしたのよ急に。それに、なんで鍵開けて入ってこないの？　お客さんかと思ったじゃない」

「お母さん、お客さんがいるの」

　私が横で笑顔を浮かべている井上君に目をやると、母は彼を見てにっこり微笑む。

「あら、えーと、あなたは？」

「はじめまして。亜紀さんとは結婚を前提にお付き合いをさせていただいてます」

「え!?　ちょっと、なにを勝手に」

　井上君の爆弾発言に目を丸くする。

「あらあ、亜紀ったらなにも言わないんだから。どうぞ上がって、お茶でもいかが？」

　母が目を輝かせて嬉しそうに笑うと、井上君の頬が緩んだ。

「では、遠慮なく」

　結婚前提ってなに考えてるのよ。誰も承知してないし、プロポーズもされてないんですけど……。

　父は井上君の登場にかなり引いていたけど、彼の実家の話題になると、現金なもので急に優しい顔になった。

「父は製薬会社の社長をしているのですが、井上製薬ってご存知ですか？」

　井上製薬って日本でも一、二を争う製薬会社で私が内定もらったところじゃない。優良物件って言っていた意味がやっとわかった。

　井上君の話を聞いた母はかなり興奮していて、彼を見る目がハートになっている気さえする。

「いずれは僕も父の跡を継ぐつもりです。花嫁を連れてね」

　井上君が私の手を掴んでにっこり微笑む。

　お父さんもニコニコしちゃってすっかり懐柔されちゃってるし、なんか外堀埋められてない？




　それから、何故か井上君はうちにお泊まりすることになり、私の部屋にいる。

「ねえ、結婚前提ってどういうこと？　うちの両親すっかりその気なんだけど」

　私は口を尖らせて、井上君を問いつめる。

　両親はあんなに喜んでたし、あとで〝嘘でした〟なんて言えないよ。

「その気になってもらわないと。そのうち亜紀を嫁にもらうから」

　瞳をキラリと光らせる彼のストレートな言葉に、戸惑いを隠せない。

「でも……私達付き合ってもいないし、井上君のこと好きだとも言ってないよ」

「俺のこと、好きにさせる自信はあるよ。俺、亜紀にひと目惚れしたんだ。井上製薬の最終面接の時、たまたま俺も会場にいて亜紀を見かけたんだよ。うちに入社すると思ってたのに、内定蹴ってアンジュに行くとはね……。亜紀を追うために、コネを使ってアンジュに入ったってわけ」

「でも……それで結婚まで考える？」

　今の井上君なら、明日にでも本当に婚姻届にサインさせられそうだけど。

「ずっと側で亜紀を見てきて、なおさら亜紀が欲しいと思った。スッピンの亜紀も可愛くていいね」

　井上君が私の頬に手を添え、そっと口づけする。

　でも、その唇はすぐに離れてちょっと寂しくなった。

「抵抗しないんだ？　もっとしてほしい？」

「……なんでそんな意地悪言うの？」

「亜紀の反応が可愛いから。俺は亜紀のこと好きだよ。亜紀は？」

　井上君が私の瞳を見つめてくる。

「……頭の中が混乱しててよくわからない」

　それは今の正直な気持ち。

「これから本当の俺を知っていって。次の新作口紅が完成するまでには、必ず〝好き〟って言わせるから」

　そう宣言して妖しく笑うと、井上君は私の首につけたキスマークをペロリとなめる。

　すると、ピクンと私の身体が跳ねた。

「ちょっと、ダメ。ここ実家なんだから」

「実家じゃなきゃいいんだ？　亜紀は刺激的なの好きだろ？」

　確かに『刺激が欲しい』っていつも井上君の前で言ってたけど、これは刺激が強すぎるよ。

「そんな顔しなくても大丈夫。今日はキスだけって言ったしね。おやすみ」

　私の髪にキスをすると、井上君は母が敷いてくれた布団に入った。

　安心していいはずなんだけど、こうあっさり引かれるとなんだか調子が狂う。

「ねえ、布団で大丈夫なの？　ベッドで寝る？　寝にくくない？」

「問題ないけど」

　井上君が平然とした様子で答える。

「でも……」

　このままじゃあ、気になって眠れない。

「誘ってるの？」

　井上君がニヤリと笑う。

「違う！」

　私は赤面しながらもすかさず否定すると、そっぽを向いた。

「……わかったよ。俺もそっちで寝る」

　モゾモゾッと井上君が動いて、私のベッドに入ってくる。

　ぎゃ！

　背後からいきなり抱き締められて、びっくりした。

「ほら、いい子だから寝なよ」

「井上君……」

「いい加減、それなんとかならない？　俺の名前、知ってるよね？」

　うんざりした声で呟いたかと思うと、井上君が意地悪な目で私を見る。

「……け……慶けい介すけ」

「よくできました。今度こそおやすみ」

　慶介に向き直されると、彼はフッと微笑し私の唇にそっとキスをした。

　柔らかくて甘い……それはキスの魔法。

　なんだかふわふわして幸せな気分。私って……慶介のこと好きだったのかも。

　そんな思いをなんとなく抱きつつも、私の瞼が段々重くなる。

「さあて、式の日取りはいつにしようかな？」

　慶介の声が遠くで聞こえたけど、幸福感に包まれていた私は反論する気もなく、そのまま意識を手放した。

　私は可愛い羊の仮面をかぶった腹黒狼にまんまと捕まったのだ。










その後のふたり




　憧れの白いウエディングドレス。

　一度は諦めていた……誰かの妻になることも、誰かの母になることも。

　でも、その喜びを与えてくれたのは玲王だ。

　鏡に映る自分を見ながら、私は今朝玲王から渡されたルージュを唇に引く。

『お前の後輩からのお祝いだそうだ』

　花嫁に相応しいローズピンクの綺麗なルージュ。これは、井上君と亜紀ちゃんが作ったものらしい。鮮やかな発色で、ピンクのバラのようにみずみずしく潤っている。

「わあ、美優さん、綺麗！」

　横にいた百合ちゃんが目を輝かせる。

　妊娠五ヶ月のお腹が目立たないよう、リボンやドレープで膨らみを隠しているこのドレスは、大河と百合ちゃんからプレゼントされたものだ。

「百合ちゃん、ドレスありがとう。すごく嬉しい」

「玲王さん、きっと惚れ直しますよ」

「ふふ。だといいな」

　私は鏡の中の百合ちゃんに向かってにっこり微笑む。

　私と玲王が入籍してからいろんなことがあった。

　大河が百合ちゃんと渡米し、玲王所有の家で同居を始めた。大河は『同棲』と言っているけど、百合ちゃんは『同居』と顔を真っ赤にしながら否定していて可愛い。

　大河もついに身内以外で大事な人を見つけたんだと思うと嬉しくなった。百合ちゃんならきっと大河を大切にしてくれるだろう。〝俳優の高橋大河〟ではなく、大河自身を見てくれるに違いない。

　私の旦那様はというと、毎日のように訪問してくる片岡さんの説得についに根負けしてガクさんの仕事を手伝っている。本人は嫌々みたいに言っていたけど、結構面白そうに仕事をしている。

　玲王の留守中は歩さんが家事を手伝ってくれた。先月までつわりがひどくて、外にも出られなかったから、歩さんの助けはすごくありがたかった。

　そして、今月に入ってようやくつわりが治まり、急遽結婚式を挙げることになったのだ。本当に身内だけの式で、進行も私の体調次第。

「具合が悪くなったら、遠慮せずに言ってくださいね」

　百合ちゃんが私を気遣って、声をかけてくれる。

「大丈夫。今日は体調がいいの。この子もわかってるのかも」

　そう言いながら、私はお腹の膨らみにそっと手を当てた。

「お利口さんですね。触ってもいいですか？」

「うん」

　百合ちゃんが恐る恐る私のお腹に触れる。

「中に小さなスイカが入ってるみたい。もう蹴るんですか？」

「まだなの。胎動はそろそろ感じてもいいはずなんだけどね」

　百合ちゃんと一緒にお腹を撫でていると、控え室をノックされた。

「あっ、チャペルのほう、準備できたみたいですね」

　百合ちゃんは私に微笑みかけて、ひと足先に控え室を出ていく。

　私は最終チェックをしてから、チャペルの前で待つ大河の元へ向かった。

「美優、ドレス似合ってるよ。身体は大丈夫？」

「うん、調子いいみたい」

「じゃあ、行こうか。早く行かないと、義に兄いさんが心配して探しに来そうだ」

「うん、ありえる」

　大河と声を出しながらクスッと笑うと、彼の腕に手をかける。

　すると音楽が鳴り響き、扉が開いた。

　バージンロードの先には柔らかな笑みを浮かべる玲王の姿。

　彼を見つめながら転ばないようにゆっくりゆっくり足を進める。玲王の前まで来ると、大河が私の手を取って玲王の手に預けた。

「確かにお渡ししましたよ、義兄さん。不幸にしたら、今度は顔面に蹴り入れるから」

　大河が悪魔な微笑を浮かべると、それを見た玲王が苦笑した。

『今度は』って一体なんの話？

　私がじっと大河の顔を見ていると、玲王が私の手を握って軽く咳払いした。

　あっ、式の最中。ごめんなさい！

　目で謝るが、玲王は怒ってはいなかった。

　私を見守るように顔を綻ばせながら、神父の前に立つと小声で言う。

「綺麗だ」

　そう言われてすごく嬉しい。

　玲王の言葉がずっと頭の中でリフレインしていて、大事な誓いの言葉を言うのを忘れそうになった。

　誓いのキスになると、玲王がそんな私の耳元でクスッと笑いながら囁く。

「なにボーッとしてるんだ」

　やっぱりバレてる。

　いまだに旦那様の甘いひと言にドキドキが止まらない。玲王の顔が近づいて唇が重なると、感無量になって涙がこぼれた。

　その涙を玲王がそっと指で拭う。

　彼の優しい眼差しを感じて見つめ合うと、お腹の中で異変が。

　ブクブク……ブクブク。金魚が気泡を吐くようなそんな感覚。

　なにこれ？　ひょっとして……これが胎動なのかな？

　私が固まっていると、玲王が心配して声をかけてきた。

「どうした？　具合悪いのか？」

「ううん。今、初めて胎動感じたかも」

　私がにっこり笑うと、玲王は嬉しそうに、また私に軽くチュッと口づけた。

「キスに反応してるのかもな。あとでじっくり確認してみようか」

　玲王がなにかを企んだ目で私を見つめながらニッと口角を上げる。

　あとで？　じっくり？　なにを考えてるの？

「大丈夫。ちゃんと睡眠は取ってもらう」

　その言葉、ちょっと怖いんですけど。

　妊婦にあまり刺激を与えないでくださいね、と私は玲王に目で訴える。

　だが、彼はいきなり私を抱き上げると、参列者のほうに向かって言った。

「花嫁の体調が急変したので、式はこれで終了とする。食事は用意してあるので、適当に楽しんでいってくれ」

「え？」

　私……すごく調子いいんだけど。

　式の進行を無視した玲王に神父は苦笑し、大河は口に手を当て笑いを堪えていた。

　そして玲王は参列者が見守る中、足早に去ろうとする。

「玲王、ちょっと！」

「黙ってないと舌噛むぞ」

「でも、どこに行く気？」

「ホテルの部屋に決まってるだろ」

　でも、私は百合ちゃんにどうしてもブーケを渡したくて、彼女の前で玲王に声をかけた。

「ちょっと待って！」

　私の声で玲王が立ち止まると、私はピンクの花で作られたブーケを百合ちゃんに手渡す。

「次は百合ちゃんの番だよ。大河とね」

　私が微笑むと、彼女は頬をピンクに染めながら頷いた。

「美優さん、ありがとうございます。美男美女、本当にお似合いです。お幸せに」

「ありがとう」

　私達のやり取りを見ていた玲王が、百合ちゃんに向かって軽く頷く。




　そして、チャペルの隣にあるホテルの部屋に入ると、ベッドにそっと下ろされた。

「それで、どういう風に胎動を感じた？」

「……水の中で泡がブクブクする感じ」

「多分、胎動だな。また、キスしたら起こるか試してみるか？」

　玲王がニヤリとする。

　彼の雰囲気が妖しくなってきたので、気を逸らそうと、私は違う話題を持ち出した。

「ま、待って！　大河が今度は蹴りを入れるってどういうこと？」

「前美優を泣かせたからって、みぞおちを一発殴られた」

　玲王は大河に殴られたのを思い出しているのか苦笑する。

「え？　あの大河が？」

　玲王の言葉が信じられなかった。

　だって、大河は小さい時からずっと優等生で、喧嘩なんてしたことないはずだ。

「品行方正って顔してても、あいつ色々と場数踏んでるぞ」

「それは……ごめんなさい」

　まだ信じられないけど、私はとりあえず玲王に謝る。

「大河の話はもういい。俺に集中してろ」

　玲王がまっすぐな目で私の顔を見つめる。

　このままだと彼の雰囲気に呑まれそう。

「でも……」

「でも、じゃない。このルージュもいつまでもつかついでに試してやる」

　玲王が妖艶に微笑み親指の腹で私の唇をなぞると、目を見つめながらキスを落とす。

　口調は俺様なのに、そのキスにはとても熱がこもっていて、彼の愛を感じずにはいられない。

　唇が離れると、玲王は私に聞いてきた。

「どうだ？」

「わかんないよ」

「じゃあ、わかるまで」

　悪魔な笑みを浮かべながら、彼は私のウエディングドレスを器用に脱がしていく。

「玲王」

「いいから。俺を信じて楽にしてろ」

　そう言われるとなにも言えないけど、この状況でリラックスできるわけがない。

　玲王は私の指一本一本にキスを落とすと、次は首筋に、それから鎖骨にそっと口づけていく。

　なんだかくすぐったくてクスクス笑っていると、また唇にキスをされた。

「ずいぶん余裕だな」

　見つめ合ってお互いに笑顔を交わす。

　その時、またブクブクとした感覚があった。

「あっ、また胎動感じた」

　私の言葉に玲王が満足げに笑う。

「これから毎日やるか。これも胎教、胎教」

「それ本当？」

　私が真面目に聞き返すと、玲王がニヤリとした。

「俺の愛が子供にも伝わるはずだ」

「なんか嘘っぽい」

　私は疑いの眼差しを玲王に向ける。

「これから試していけば、伝わるかどうか、そのうちわかるだろ？」

「やっぱり嘘じゃない！」

　私が口を尖らせると、玲王は真摯な目をして私に言った。

「美優を愛してる。これは嘘じゃない」

　キスの雨が私の身体に落ちる。

　それはそれは幸せなひと時。

　玲王のキスで心が満たされて、いつの間にか夢の中に誘われる。

　それは甘美な夢。

「玲王……愛してる」

　夢から目覚めても、私の隣には最近ますます極甘になった旦那様がいてくれる。そして、彼の手は私と子供を守るようにいつも私のお腹に添えられている。

　その手から伝わる愛に、心が温かくなる。

　玲王は子供の頃にとてもつらいことがあったけど、玲王とこの子と三人で笑って暮らしていきたい。




「おはよう。ぐっすり寝てたぞ」

「おは……!!」

　私の挨拶の半分は玲王のキスに飲み込まれた。

　一日がキスで始まってキスで終わる……出会った初日にキスをした私達らしい。

　キスのあいだ、あのブクブクを感じることが多いけど、ひょっとしてお腹の子が私達に嫉妬しているのかな？　想像すると、なんだかおかしい。

　男の子かな？　それとも女の子かな？

「なに笑ってるんだ？　楽しそうだな」

「内緒」

　玲王を見つめながらにっこり微笑む。

「夫婦で隠しごとはダメだろ？」

「お腹の子が、私達に嫉妬して反応してるのかなって思うと楽しくて」

「じゃあ、そのうち俺がお腹にキスしたら蹴られるかもな」

　そう言って玲王が私のお腹にゆっくりと口づける。

　すると、今度はブクブクではなく、ボコッてはっきり感じた。

　玲王もなんとなくわかったのか、ポツリと呟く。

「男かもな」

　玲王の勘は外れない。

　次の健診で性別が判明した時は、ふたりで顔を見合わせて笑った。

　目と目で通じ合う。

　同じ時間を過ごして、同じものを食べて、同じものを見て……そして、一緒に笑う。

　私の世界はあなたと一緒だと色鮮やかになる。







特別書き下ろし番外編










ふたりの甘い恋人の時間




　幸せな結婚式から、早いものでもう一ヶ月が経った。

　最近は身体の調子がよく、キッチンで朝食を作っていると、玲王に後ろから抱きつかれた。

「体調いいのか？」

「うん。食欲も出てきたの」

「顔色もいいし、今日辺りよさそうだな」

　玲王が私の顔を見ながら、嬉しそうに口元を綻ばせる。

「なにが？」

「順番滅茶苦茶になったけど、婚約指輪を買いに行こう。結婚指輪は慌てて用意したが、婚約指輪はじっくり選ぶといい」

　玲王は私にチュッとキスをすると、ダイニングに行って先に席に着き、朝食の準備ができるあいだ朝刊を広げる。

　婚約指輪……そういえば買ってなかったな。

　でも……。

「玲王、結婚指輪があるしいいよ」

　キッチンからそう叫ぶと、玲王はニヤリとした。

「男の見栄だよ、付き合え。自分の綺麗な妻が綺麗な指輪つけてたら嬉しいんだよ」

〝綺麗な妻〟と言われてボッと顔が熱くなる。アメリカにいたせいか、彼の愛情表現はわかりやすい。すぐに言葉に出してくれるし、態度でも示してくれる。




　朝食を食べ終わると、すぐに玲王はどこかに電話をかけた。

「美優、二泊できる用意をしておけ」

　私のほうを見て玲王がにこやかに言う。

「え？　どこか行くの？」

「指輪を見たら、ちょっと遠出しよう。まあ、関東圏内だけどな」

　遠出と聞いて思わず破顔する。

　あっ、でも……。

「玲王、仕事は？」

「片岡に言って休みにさせた。なにかあれば暇なじじいが対応するから心配するな。じじいは今からひ孫を抱く気満々で、すこぶる機嫌がいい」

　玲王がニヤリとする。

　こんな風に言ってるけど、彼は彼なりにガクさんのことが好きなんだと思う。

「ふふ、ガクさん楽しみにしてるものね」

　ガクさんからは、まだ生まれてもいないのに、ブランドもののベビー用品が毎月大量に届く。そのため、急遽子供部屋を用意して、いただいた品物を全部その部屋に保管している。

　それにしても、玲王と旅行なんて初めてだ。出会ってすぐにいろんなことがあったから、デートすらまともにしていなかった。

　一体どこに連れていってくれるんだろう？

　妊娠して以来ほとんど家にいたから、気分転換できるのは嬉しい。

　食器は玲王が片づけてくれると言うので、自分は寝室に行き、ウキウキ気分で小さいスーツケースに着替えを詰めていく。まさかのことを考えてあれもこれもと用意していくと、余裕があったはずのスーツケースがパンパンになった。

　気分はすっかり修学旅行前の学生だ。

「ちょっと欲張りすぎたかな？」

　舌をペロッと出して反省していると、後片づけを終わらせた玲王がやってきた。

「準備できたか？」

「うん、ちょっと詰め込みすぎたけど」

「車だから大丈夫だ。それに足りないよりはいい」

　それからふたりで銀座に出かけ、セレブ御用達の店で指輪を選ぶことになった。

　事前に玲王が連絡をしておいたからか、有名店なのに私達以外に客はいないし、私が変な気を遣わないように値札も外されている。でも、却ってそれが怖い。

　並んでいるダイヤはどれも一カラット以上で、少なく見積もっても指輪ひとつで高級外車一台分くらいの値段はしそうだ。

　私も女だしキラキラしたものを見るのは好きだけど、本当に買ってもらっていいのだろうか？

「遠慮するなよ。美優がつわりをよく耐えたご褒美だと思えばいい。ボーッとしてると俺が全部買うが、そうしてもらいたいか？」

　私の心中を察してか、玲王が意地悪く私の顔を覗き込む。

「とんでもない！」

　あっ……!!

　店員のいる前で咄嗟に大声を出してしまい、慌てて口を押さえる。

「ひとつで十分です」

　今度は小声で玲王に伝えると、彼は満足そうな顔をした。

　改めて、ケースに並べられた指輪をじっと見る。

　ハートシェイプ、プリンセスカット、オーバルカット……いろんな形のダイヤが並んでいるけど、やはり惹かれるのはブリリアントカットの指輪。その中でも気になるのはメインダイヤの両端にメレダイヤが斜めに施されているもので、台のプラチナはかなりしっかりした造りになっている。

　恐る恐る手に取ってつけてみると、指にしっくり馴染んだ。

　まばゆいばかりの輝きに思わずうっとりする。

　デザインで選ぶならこれだ。派手すぎず、上品な感じがする。

「それなら普段から使えそうだな。自然でいい」

　玲王も同じ意見のようで、私は少しはにかみながら彼におねだりした。

「これがいいな」

「喜んで。これをもらおう。このままつけていく」

「かしこまりました」

　玲王がクレジットカードを差し出すと、店員さんは恭うやうやしく頭を下げた。

　左手の薬指でキラキラ光る婚約指輪。

　最初はいらないって言ったけど、こうして眺めるとやっぱり嬉しい。

「顔がにやけてるぞ」

　玲王がダイヤに見入っている私を楽しそうにからかう。

「にやけてなんかいません！」

「こんなに頬っぺた緩んでるのにか？」

　玲王がクスクス笑いながら、私の頬を軽く摘まむ。

「緩んでません！　もう、玲王の意地悪！」

「本当に調子よさそうでよかった。いい気分転換になったか？」

　玲王は頬を摘まんでいた指を離すと、今度は穏やかな目をして私の頬を撫でた。

「うん」

「じゃあ、次は温泉だな」

「温泉に行くの？」

　玲王の言葉に思わず顔が綻ぶ。

「ああ。四し万ま温泉。道が混んでなければ、三～四時間で着くだろう」

「温泉久しぶり。楽しみ！」

　やっぱり玲王と一緒なのが一番嬉しい。

　それから私達は、店を出て車に乗り込み、四万温泉に向けて出発した。




　関かん越えつ道どうを走って温泉地に着くと、三月の終わりだというのに、まだうっすらと雪が積もっていた。空気も都心に比べると冷たく、吐く息も白い。

　四万川上流の渓流沿いに私達の宿泊する宿はあった。静かな佇たたずまいで景色も綺麗なので心も自然と落ち着く。

　部屋に通されると、そこには意外な先客がいた。

「あれっ？　大河に百合ちゃん！　日本に帰ってたの？」

　ふたりはもう温泉に入ったのか、浴衣ゆかた姿でくつろぎながら温泉まんじゅうを食べていた。

「百合ちゃんのご両親に挨拶しに行ったんだ。来年結婚しようと思って。ちょうど群ぐん馬まの百合ちゃんの実家にいる時に玲王に電話をもらって、結構近くだったから寄ってみたんだ」

「わあ、百合ちゃんおめでとう!!」

　私は嬉しくて百合ちゃんに抱きついた。

「ありがとうございます！」

「来年、私達は姉妹になるんだね。大河のことよろしくね」

「はい。美優さん、またお腹触らせてもらってもいいですか？」

「うん、いいよ」

　私が微笑むと、百合ちゃんは嬉しそうにそっと私のお腹に触れた。

「結婚式の時より、ちょっと大きくなったかも」

　百合ちゃんが私の目を見て笑みを浮かべる。

「でもね、先生にはまだまだ小さいって言われてるの」

「俺も触っていい？　一応叔父だし」

「いいよ」

　私が大河に快く頷いてみせると、横でずっと傍観していた玲王の表情が険しくなった。こめかみの血管が浮き出てピクピクしている。

　ひょっとして怒ってる？

「玲王、いいよね？　俺、玲王にはいっぱい貸しがあると思うけど」

　大河が玲王の機嫌の悪さに気づいたのか、意地悪く告げる。

　大河……玲王をからかって楽しんでるな。

「……一回だけだぞ」

　玲王がブスッとした表情で渋々了承する。

　それを面白そうに見ていた大河は、玲王をからかいながら恐る恐る私のお腹に手を当て、赤ちゃんに向かって話しかけた。

「パパになるんだからもっと大人の余裕を見せてほしいよね？　……この中に赤ちゃんがいると思うと、なんか感動」

「私もまだ不思議に思う」

「男の子なんだよね？　俺としては美優に似てほしいけど。玲王に似ると扱いが大変だよ、きっと」

　大河は玲王のほうを横目でチラリと見て悪戯っぽく笑う。

「お前、言いたい放題だな」

「玲王だってそう思うよね？　自分と瓜ふたつの息子だったら嫌でしょ」

「腹黒いお前に言われたくはない」

　玲王がムッとして答える。

　うわあ、なんかこのままだとダークな会話になりそう。なにか話題を変えなくては。

「ところで、大河達の荷物がないけど、部屋は一緒じゃないの？」

「俺達は離れに泊まることにしたんだ。玲王が四人ひと部屋で予約入れてくれてたんだけど、運よく部屋が空いててね。荷物はそっちに運んでもらったんだ。ふたりの邪魔はしないから大丈夫だよ」

　大河が私の顔を見てニヤリと笑う。

　そんな彼をキッと睨みつけると、百合ちゃんが私の指輪に気づいて目を輝かせた。

「あっ、美優さんが指につけてるのって、ひょっとして婚約指輪ですか？」

「うん。今日玲王に買ってもらったの」

　はにかみながら頷いて、百合ちゃんに左手を差し出して指輪を見せる。

「すごく素敵なデザインですね。やっぱり石はひと粒よりこんな風にいくつかあったほうが普段使いができていいなあ」

「じゃあ俺達も、アメリカに戻る前にちゃんとしたの買いに行こうか？」

　百合ちゃんの言葉に、大河の目がキラリと光る。

「え？　いや、そ、そういう意味で言ったわけじゃなくて……」

　大河の言葉に焦った百合ちゃんが、慌ててブンブンと首を振る。

「遠慮せずに買ってもらえよ。男の我がままに付き合うと思ってな」

　玲王が大河の援護射撃をする。本当にこのふたり、ちょっと妬けるくらい仲いいな。言わなくてもお互いの考えが読めるような感じだし。

「うんうん。大河もすごく喜ぶと思うよ、ね」

　私もささやかながら援護射撃に加わると、百合ちゃんも周りに言われて納得したのかコクリと頷いた。

「はい。よろしくお願いします」

「言げん質ちは取ったからね」

　大河が悪魔な顔で百合ちゃんの頭を撫でる。

　大河ったら、そんなに百合ちゃんに指輪を買ってあげたかったのか。

　私も可愛い柄のピンクの浴衣に着替えるとすぐに夕食の時間になり、目の前には豪華な食事が並べられた。上じょう州しゅう牛ぎゅうのステーキにしゃぶしゃぶ、イワナの塩焼き、お造り、土瓶蒸しにうどんに……。

　どうしよう？　全部食べたらお腹がパンクしそうだけど、たくさん食べたい。

「ちょっとずつな？」

　玲王が私の心の中を読んだのか、私の目を見て釘を刺す。

「はい」

　百合ちゃんにアメリカでの大河の撮影の様子を聞きながら、「美味しいね」を連発して箸を動かす。

「大河さん、すごかったんですよ。スタントなしで車の上とか飛び越えていって。周りのみんなは『忍者だ』って言ってましたけど。もう見てるほうは嬉しい反面、怪我をしないかひやひやしました」

「大河は色々こだわるからね」

　男性陣は日本酒を飲みながら、なにやら仕事の話。

　ＣＭが好評で、このまま継続して大河がモデルをやるみたいだ。でも、大河が結婚すると知ったらファンは絶叫するだろうな。

　あのＣＭでみんな大河にキスされるのを妄想するらしい。でも、それって玲王もってことだよね？　自分の旦那様で妄想されるのはちょっと面白くない。

　そんなことを考えて少しむくれていると、玲王に突っ込まれた。

「どうした？　腹が痛いのか？」

「ううん、なんでもない」

　妊婦はたまにわけもわからず感傷的になるんです。なんでもないことをうじうじ考えて悩んだりするんです。

「そんな顔してるとうまいものも、まずくなるぞ」

「……うん」

　私の勝手なやきもちです。ごめんなさい。

　微妙な空気を察したのか、大河が立ち上がってニコッとしながら玲王に声をかける。

「玲王、俺達デザートは離れで食べるから。あとはふたりでゆっくりね。ごちそうさま。ほら、百合ちゃん行くよ」

「あっ、玲王さん、美優さん、おやすみなさい」

　百合ちゃんも慌てて立ち上がり、私達に手を振ると、大河が彼女の手を引いて部屋を出ていく。

　え？　ちょっと！

　お願い、このタイミングでふたりきりにしないでよ。

「大河……百合ちゃん……」

　引き留めようと手を伸ばすが、その手は虚しくそのまま宙を舞う。

　残された私達はちょっと気まずい雰囲気になりかけたけど、玲王がそんな空気をすぐに変えてくれた。

　こういうところはやっぱり頼れるなあってしみじみ思う。

「箸が止まってるぞ。俺が食べさせてやろうか？」

　隣にいた玲王が、熱々のステーキを摘まみ、フウフウして私の口まで運ぶ。

「ほら、口開けろ」

　こういう玲王には逆らわないほうがいいと判断し、素直に従うと彼は楽しそうに笑った。

「なんか雛ひなに餌をやる親鳥の気分だな。美優で子供に離乳食やる練習するか？」

「もう、恥ずかしいからやめてよ。じゃあ、私が練習する」

　目の前のステーキを摘まんでフウフウッと冷ますと、玲王の口に運んだ。

「うまいな。俺は毎回練習に付き合ってもいいぞ」

　私の箸を持っている手を掴んで玲王がニヤリとする。

「……これもなんだか恥ずかしい」

「顔真っ赤だぞ。そういえば、ここの風呂の話まだしてなかったな」

「お風呂の話？」

　なんだろうと首を傾げると、玲王が色々と説明してくれる。

「この客室には露天風呂がついてる。ひとりで入って滑ると危ないからな。脱衣所には床暖房がついてるから身体が冷えにくいし、今日は特別にヒーターも用意してもらった」

　仕事だって忙しいのに、いつも私のことをこんなに考えてくれる彼に感謝せずにはいられない。大浴場だとやっぱりお腹が気になるから、人目を気にしないで済むのも嬉しい。

「ありがとう。私、妊婦なのに、なにも考えてなかった」

　私がボーッとしていても、玲王がしっかりしていて頼もしいので本当に助かる。私の負担にならない程度に私の身体のことを気遣ってくれるし、こんな素敵な旦那様、世界中探したってそうはいないと思う。

「妻と子供を守るのは俺の役目ですから」

　ニコッとしながら玲王が少しおどけてみせる。

「じゃあ、早速風呂の湯加減でも確認してくるかな」

　玲王は私にチュッと軽く口づけると、襖ふすまを開けてお風呂を確認しに行った。至れり尽くせりでなんて幸せなんだろう。

　障子を開けて外の景色を眺めると、粉雪が舞っていた。薄明かりの中、幻想的に舞う白い妖精達はとても綺麗だ。

　寒い外に出なくてもこんな景色が見られるなんて贅ぜい沢たくだよね。

「なに見てるんだ？」

　気づくと玲王が戻ってきて、私の後ろに立っていた。

「雪、綺麗ね。連れてきてくれてありがとう」

「どういたしまして。次は海の見える温泉でも行くか？」

「いいの？　嬉しい！」

「新婚旅行は、子供が生まれて落ち着いてからになりそうだからな。今はふたりの時間を楽しもう」

「うん。赤ちゃんが生まれるまでは、私に玲王を独占させてね」

　私が玲王を見上げて微笑むと、彼の瞳が妖しく光った。

「それは魅力的な申し出だな」

「え……その……一緒にいたいという以上の深い意味はありませんよ」

　玲王の雰囲気に呑まれないよう即座に否定すれば、彼は悪魔のように微笑した。

「わかってる。だが、今日一日頑張った夫にちょっとぐらい褒美をくれてもいいと思わないか？」

「ちょっと、って？」

　少し警戒していたが、好奇心が勝って玲王に尋ねると、彼は私が逃げないよう抱き締めた。

「これくらい……」

　玲王が少し屈んで私の唇にキスを落とす。その甘さに浸ってしまいそうなほど彼の愛情が伝わってくる。なにも考えられなくなり玲王にしがみつくと、彼には余裕があったのか、私を見てクスッと笑った。

「もっと続けたいか？」

　ダメよ、ダメ！　ここで止まらなかったら、どこまでいくかわからないもの。

「え～と……お風呂に入ります！」

「仰せのままに。では、私もお供させてもらいますよ」

　玲王が恭しく頭を下げる。

「お供ってどこまで？」

「服脱いで入浴が終わるまで。純粋に心配なんだよ」

「本当に心配症ね」

　心配と言われては断れるわけもなく、玲王に手伝ってもらって、さっと身体を洗うと湯船に浸かった。

　粉雪の舞う渓流の眺めを、お風呂に入ったまま楽しめるのだからかなり贅沢だ。それに露天といっても、湯船の上には屋根があるので雪がほとんど入ってこないのもありがたい。

　なにより、さらさらとしたお湯が肌に優しく馴染んで気持ちいい。このまま寝ちゃいそう。

「そのまま湯船にもたれてろ。髪洗ってやる」

　空をボーッと眺めていると、部屋に戻ったと思っていた玲王がシャンプー片手に背後に立っていた。

「玲王、濡れちゃうよ」

「大丈夫だ」

　玲王は腕まくりをすると、私の髪を濡らしながら器用にシャンプーをしていく。

　人にシャンプーしてもらうのってすごく気持ちいい。そういえば、最近美容院も行ってなかったな。どこまでも甘やかされているけどいいのだろうか、こんなに幸せで。

「気持ちいい。こうして甘えるのが癖になりそう」

「いいんじゃないか？　俺も楽しんでるしな」

　玲王が愛しそうに私を見つめてくる。

「俺も美優を独占したいんだよ。子供もあと数ヶ月で生まれるしな」

「名前どうしようか？　龍神の名字に合うのって結構限られてくるけど。玲王は名前に王がつくし、皇室の〝皇〟と王へんに虎で〝おうが〟っていうのはどうかな？」

「俺がライオンで息子がトラか。面白いな。いいんじゃないか？」

「ふふ、会えるのが楽しみだね」

　最近目立ってきたお腹を私はそっと撫でた。

「気が早いぞ。今は俺に集中しろ」

「大人の余裕は見せないの？」

　私がからかうと、玲王の目がキラリと光った。

「今は恋人の時間だ」

　そう言って玲王が私に口づける。

　甘くて優しいその感触に、お酒も飲んでいないのに酔ってしまいそうだ。でも、旦那様の命には逆らえない。喜んで恋人の時間を楽しもう。

「あなたが生まれるまではパパを独占させてね」

　私はお腹を撫でながら、そっと囁いた。

　すると、私の願いを聞き入れたのか、タイミングよく赤ちゃんがお腹を蹴った。

　とても順調に育っている。きっと私の幸せもこの子に伝わっているに違いない。玲王が旦那様でよかった。

　世界一、素敵な旦那様に永遠の愛を誓おう。

　今度は私から玲王にチュッと軽くキスをすると、彼はちょっと驚きながらも極上の笑みを浮かべた。
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あとがき




　はじめまして、滝たき井いみらんと申します。

　この度は、『ルージュのキスは恋の始まり』をお手に取っていただきましてありがとうございます。

　キスから始まるドラマチックな恋がこの作品のテーマです。灰色になってしまった世界で生きていこうとする美優とそんな彼女を放っておけない玲王、そしてそのふたりを支える周囲の面々のラブストーリー、お楽しみいただけましたでしょうか。

　二〇一四年から小説をベリーズカフェのサイトにアップしていましたが、あまり時間を置かずに編集部の方からこの作品の書籍化のお話をいただきました。最初は本当に夢みたいで、ご連絡いただいた時には思わず小さくガッツポーズしました。




　書籍化するといっても、サイトにアップされたものをそのまま本にするのではなく、細かい編集作業が必要になります。編集部の方にお願いして特別書き下ろし番外編も書かせていただきましたが、一番大変だったのは改稿作業でした。

　初日の作業は四時間やっても二十ページしか進まず、「マズい。締め切りに間に合わないよ～」と顔面蒼白。ちょうど年末年始が修正作業の期間で今年は初詣にも行かず、正月返上で作業に没頭しました。

　一日十時間以上パソコンで作業していた日もあります。朝の四時まで作業をして寝室に行くと、三才の娘が起きて「ママ、お仕事終わったの？　よかった」と言ってくれたことがあり、ちょっと涙が出そうになりました。私が添い寝していないのに気づいていても、泣かずに作業させてくれたんです。娘よ、ごめんなさい。




　最後になりましたが、思わず自分が書店で買いたくなるくらい素敵なイラストを描いてくださった竹中様、また、書籍化にあたり色々とご尽力いただいた編集部の堀口様、額田様、三好様、上野様、そして日頃から私を支えてくれている読者の皆様、心より感謝申し上げます。

　本当にありがとうございました。

　またいつかどこかで、皆様とお会いできることを願って。





滝井みらん
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